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序章 
 
1. はじめに 
 
1.1 研究の目的 
日本で英語教育が広範囲に始まったのは明治初期である。さらに幕末から外国人を招聘
して教師にする動きがあった。当時外国人は安政 5 カ国条約1 によって開港都市の外国人
居住地にのみ居住することが許されたが、例外として日本人に雇用されている場合に限っ
て内地で居住することができた。条約改定にしたがって内地雑居が許されたのは明治 32
（1899）年であるが、前述の例外があったため、宮城県仙台市のような開港都市ではない
場所にも早い段階から外国人が居住していた。 
仙台では、官立宮城師範学校（明治 6（1873）年設立）や官立宮城外国語学校（明治 7
（1874）年設立、同年官立宮城英語学校に改称）が設立され、明治 20（1887）年に第二高
等中学校（明治 27（1894）年第二高等学校に改称、東北大学の前身）が設立されるなど、
仙台が東北の中心としての位置づけが固まった。私立学校をみても、明治 19（1886）年に
設立された東華学校、東北神学校（後の東北学院）、宮城女学校（後の宮城学院）を始め、
明治 25（1892）年設立の尚絅女学会（後の尚絅学院）、明治 26（1893）年の仙台女学校（後
の白百合学園）など数多くの学校が設立された。宮城県の英語教育の土台ができたこの時
期を調べることで、実態と特徴を把握し、理解を深めることができると考える。  
明治初期の教育のなかでは、中等・高等教育において英語の影響力が大きく、それに多
くの時間が割かれたなかで、外国人教師もまた影響力が大きかった。初めての外国人教師
が明治 7（1874）年に来仙し、それから明治 30（1897）年までに英語と関わりのある県内
の諸学校で 42 名（公立 16 名、私立 26 名）の外国人が勤務した。担当教科は英語のみなら
ず、哲学や数学まで多岐に渡ったことが興味深い。私立学校がすべてキリスト教系学校で
あったことから、公立学校の非宣教師の教師と、私立学校・塾の宣教師教師というように
単純に区分できるように思えるが、実際はより複雑であった。宮城県では公立学校でも宣
教師が勤務したことと、「半官半民」と呼ばれる東華学校の存在が公立と私立の線引きを複
雑にする。しかし、それでも明治 7（1874）年から 30（1897）年の間、外国人教師の貢献
                                                   
1 安政 5（1858）年に締約された日米修好通商条約、日英修好通商条約、日仏修好通商条
約、日露修好通商条約、および日蘭修好通商条約。  
2 
 
は公立学校と私立学校とでは明らかに違うということを本研究で証明したい。  
 
1.2 研究の課題 
外国人教師の貢献は公立学校と私立学校とでは明らかに違うということを検証するた
めに、以下の具体的な疑問点を解明することに取り組む。  
 
 1. 外国人教師が教えた学校の教育課程はどうであったか  
 2. 外国人教師はどのような待遇を受けたか  
 3. 外国人教師は学校経営とどのように関わったか  
 4. 外国人教師の地域社会に対する貢献にはどのようなことがあったか  
 
本研究で取り上げる学校に関する資料が均等に残っていないので、それぞれの学校を項
目ごとに対比させることが困難である。しかし、以上の疑問点の答えを示唆する資料を包
括的に分析すれば、公立学校と私立学校の傾向がみえると考えられる。  
 
1.3 方法  
一次資料と二次資料を蒐集し、その内容に基づき当時宮城県で勤務した外国人教師の実
態を把握し分析する。  
一次資料としてはそれぞれの学校の資料（綴り、教則など）、ミッション（キリスト教
の伝道組織）の報告書（日本滞在の伝道者が本国に出したその年の活動のまとめ）、国立公
文書館のデジタル・アーカイブと宮城県公文書館にある公文書と東北大学史料館にある資
料（雇用や解雇のお知らせ、給料のお知らせ、教員の履歴書等々）がある。二次資料とし
ては宮城県内の高等学校と大学の沿革史、2 『宮城県教育の百年史』など宮城県の教育に
関する文献、 『日本の英学一００年』など日本全体の英語教育に関する文献、および特定
の学校に関する研究を用いる。3 
分析に当たって特に注目する点は以下のとおりである。  
 
                                                   
2 この論文では、『○○学校○○年史』や『○○学校の歩み』等、それぞれの学校が出版し
た学校の沿革を記している本を総合し「沿革史」と呼ぶ。  
3 沿革史の中から卒業生や職員の回想を引用する。そのような史料の使用に当たっての注
意点と限度については米田 1997: 3-6 を参照。  
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・英語の位置づけ（英語を教える「英語」に対し英語を使って他教科を教える「英学」、外
国人教師の担当教科、学校の使用教科図書、4 授業時間数を含む）  
・学校経営（外国人教師の給料を含む）  
・宗教教育  
・女子教育  
・外国人教師の地域社会に対するその他の貢献（校外授業5 や福祉活動）  
 
1.4 先行研究 
宮城県の教育全般に関しては『宮城県教育百年史』（宮城県教育委員会 1976）と「仙台
の洋学」（重久 1951）が詳しい。『宮城県教育百年史』は江戸時代から戦後まで、県内の教
育の歴史とそれに関する諸課題を扱っている。しかし、外国人教師を中心にした考察がな
い。「仙台の洋学」も同じく江戸時代から明治初期まで取り上げており、英語のみならず蘭
学等も描いている。外国人教師が必然的に取り上げられているが、詳細な情報や分析が欠
けている。 
全国の英語教育は『日本の英学一００年』（編集部 1968）と『日本人は英語をどう学ん
できたか』（江利川 2008）を主の参考本にした。『日本の英学一００年』は『宮城県教育百
年史』と同様、主に明治から戦後までを扱っており、英学の政治的な歴史、教授法の変化、
教科書等の変遷をみている。ただし、外国人教師が他の文献に比べると登場する頻度が高
いものの、東京の動きが中心である。『英学の周辺』（手塚 1968）についても、個人の教師
がたくさん取り上げられているが、東京の人が多く、宮城県の教師が登場しない。ただし、
当時の私立学校を設立した人々の背景や動機について貴重な情報が多くある。  
宮城県の英語教育については資料が少なく、「仙台英学史抄」（池田 1969）のようにほと
んどは数ページのみである。そのなかで、英語に注目しているわけではないが、東華学校
に関する資料が豊富である。『近代日本高等教育制の黎明』（田中 2012）は特に丁寧な分析
を行っており、東華議会の規則など貴重な資料を収録している。 
個人の教師に関する資料には、『ブゼル先生伝』（栗原 1940）や東華学校で勤務したデフ
                                                   
4 教科書の検定制度が明治 19（1886）年に始まったため、当時の学校で使用された書物は
必ずしも「教科書」とはいえない。本論文では授業で使用された文献を「使用教科図書」
と呼ぶことにする。  
5 校外授業というのは、教師がひとつの学校に所属しながら定期的に他学校で授業を行う
ことを指す。  
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ォレスト（John Hyde DeForest）の娘が編集した『The Evolution of a Missionary』
（DeForest 1914、『ある宣教師の変化』、引用者訳）がある。これらの本にはそれぞれの
人物に関する情報が豊富であるが、全体的の描写も分析もないので、宮城県の英語教育全
般を理解するのに限りがある。 
中添（2002）の「明治後期〜大正中期の中学校における外国人教師の役割 : 山口県に
おける外国人教師制度を事例として」は本研究と場所も時期も異なるが、非常に参考にな
った。山口県では全国で珍しく、明治・大正時代に制度として県が県内の中学校6 に外国
人教師を配置した。その多くが YMCA（キリスト教青年会）のプログラムを通して来日し
たと明らかにしている。7 さらに、当時の学校の教師が発表した研究報告 2 本や県議会記
録に基づき、山口県では高等学校が設立されると外国人教師の採用が終わった理由は、外
国人教師がいわゆる受験英語を教えられず、外国人教師がいると試験に問われる力が身に
付かないと当時考えられたことが原因であると分析している。  
それぞれの学校の沿革史にその学校の沿革やエピソードが載っており、特に旧職員名簿
があるところから多くの情報を得られた。しかし、そのような沿革史は研究ではなく、資
料原に過ぎない。  
 
1.5 研究の背景 
筆者は大学まで海外で教育を受け、平成 20（2008）年 9 月から平成 22（2010）年 3 月
まで宮城県立の高等学校で ALT（Assistant Language Teacher、外国語指導助手）を務め
ていた。日本の新制高等学校と、殊に英語の現場をみるに当たって、ALT 制度を含む日本
の英語教育全般に対し諸疑問を抱くに至った。特に理解しがたいのが、多額を出し海外か
ら教師経験のない若者を学校現場に送り込むことである。英語教育史を読んでいるうちに
明治・大正時代でも公立学校でかなりの人数の外国人教師が勤務したことを知った。さら
に、多くの青年が YMCA のプログラムを通して来日し、公立学校で働いたことに衝撃を
受けた。制度として教師経験のない若者を学校現場に送り込むルーツがそこにあると思え
                                                   
6 旧制。以下同様。  
7 YMCA のプログラムとは、YMCA 所属の若い男性が、家などでバイブルクラス（聖書の
内容を教授する会）を開きながら日本の主に地方の公立学校で英語を教える制度であっ
た。東華学校で勤務したデフォレストが明治 20（1887）年に、その他数人と協力し提
案したものである。このプログラムを通し、明治 21（1888）年から明治 28（1895 年、
明治 33（1900）年から昭和 3（1928）年まで延べ 300 名の外国人英語教師が来日し、
英語を教えた（奈良 1959: 33, 203-4; 編集部 1968: 408-410）。 
5 
 
る。しかし、YMCA の英語教師に関する先行研究が非常に少なく、宮城県の教師がどれく
らい YMCA 経由で来たかは不明である。YMCA 経由の英語教師派遣は明治 21（1888）年
から明治 28（1895）年までの第 1 期には 15 名が来日したが、明治 33（1900）年からの
第 2 期がむしろ繁栄した。ただし、英語教育と宗教の関わりを考える場合、宮城県にはい
わゆるミッションスクール8 が多く存在しており、ほとんどが明治 30（1897）年までに設
立されたことを考えると、YMCA の繁栄時期より早い黎明期に限定したほうが得るものが
大きいと思われる。9 
以上のような疑問に答える手掛かりを得るために英語教育の土台が確立された明治期
に戻り、当時の英語と外国人教師に対する考え方などを調べることに着想した。明治期の
英語教育は謎に満ちており、キリスト教と英語との関係、宣教師と英語教師の密着な関係、
政府のキリスト教や外国に対する政策等々、論文を数本書くのに十分な課題がある。  
ところで、明治と英学とがどれくらい深く結びついていたかについて興味深い統計があ
る。すなわち、明治 7（1874）年には全国で英語学校が 82 校あり、その生徒は 5957 名（う
ち女 407 名）いた。教員は日本人が 254 名で、外国人が 516 名もいた。しかし、英語以外
の語学校はわずか 9 校に過ぎなかった。10 このように、明治初期から「外国語」と「英語」
が密接な関係にあったことがわかる。したがって、宮城県においても英語圏以外の外国人
教師はフランス系の仙台女学校以外にほとんど見受けない。  
 
2. 宮城県明治期の教育変遷  
本題に入る前に、上で触れた外国人居住の制限について説明しておきたい。幕末から明
治 32（1899）年まで、外国人が自由に居留することができた場所は開港都市の函館（日
米和親条約、安政 2（1855）年）と安政 5 カ国条約によって定まった横浜（安政 6（1859）
年）、長崎（同）、新潟（同）、及び神戸（文久 2（1863）年）のみであった。ただし、例
外として日本人に招聘されている場合に限って内地で住むことが許された。どちらにして
も居住地から 10 里（約 40 キロ）以上旅する場合は旅券が必要であった。外国人が内地で
土地を買うことも学校を開くこともできなかったので日本人の協力者が必要不可欠であっ
                                                   
8 ミッションとは上述のとおりキリスト教の伝道組織である。ミッションスクールとは外
国の伝道局の支えによって設立された学校のことである。  
9 宮城県内の現存しているキリスト教系私立学校の中で、明治 30 年以降に設立された学校
は聖ドミニコ学院（昭和 8（1933）年）と聖ウルスラ学院（昭和 23（1948）年）のみ
である。 
10 編集部 1968: 455. 
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た。宮城県の明治時代の外国人教師の役割を考える上で、このような制限を忘れることが
できない。 
宮城県の英語教育の歴史を理解するために、幕末にさかのぼらなければならない。11 江
戸時代、仙台藩の藩校、養賢堂では文政 4（1821）年に蘭学が設置され、嘉永 3（1850）
年にロシア語が加わり、文久 2（1862）年に英学が取りいれられた。12 明治 4（1871）年
の廃藩置県の後、養賢堂が辛
しん
未館
び か ん
に受け継がれたが、明治 5（1872）年の学制頒布で廃校
となった。13 養賢堂や辛未館の英語教師の代表的な存在は横尾東作であろう。横尾は横浜
で外国人から英語を学び、まず明治元（1878）年から養賢堂、その後廃校まで辛未館で教
えた。このように、最初の日本人英語教師には外国人から直接英語を学んだ人がおり、英
語の知識はすべて書物から覚えた訳ではない。 
学制を受け、小学校教員の養成が急用になったため、全国に明治 5（1872）年から明治
7（1874）年の間に 7 校の官立師範学校が設置された。14 これらの学校では英語は教えら
れなかったが、宮城県が大阪と並ぶ順で学校が設置されたことは特筆に値する。明治 6
（1873）年～7（1874）年に同じく全国で 7 校の外国語学校が設置された。官立外国語学
校は明治 6（1873）年に東京、大阪、および長崎、明治７（1874）年に愛知、広島、新潟、
および宮城に設置された。明治７（1874）年に東京外国語学校の英語科が独立すると同時
に、残り 6 校も名称を英語学校に改称し、官立宮城外国語学校が官立宮城英語学校となっ
た。15 以上の教育体制をみれば、仙台市が東北の中心的な位置付けにあったことは明確で
あろう。 
官立宮城師範学校が 5 年を経て明治 11（1878）年に県立に移管し、宮城英語学校も入
学状況が好ましくなく明治 10（1877）年に廃校となった。その際、校舎・設備・教員・
生徒が県立仙台中学校に引き継がれた。仙台中学校が明治 12（1879）年に宮城中学校に、
明治 19（1886）年に宮城尋常中学校に改称された。  
同じ明治 19（1886）年は仙台の学校教育にとって大きな変化を伴った年であった。ま
                                                   
11 仙台藩と現代の宮城県の境が一致していないが、主な教育機関を有した仙台市が両方に
含まれていたため、現代の宮城県になった明治 9（1876）年（宇野 1973: 5）までは仙
台藩・仙台県の話に限定しても差し支えないであろう。  
12 重久 1951: 334, 365. 
13 重久 1951: 366. 
14 明治 5（1872）年：東京、明治 6（1873）年：大阪、宮城、明治 7（1874）年：愛知、
広島、長崎、新潟  
15 編集部 1968: 435. 
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ず、「半官半民」とも、「同志社分校」とも呼ばれる全国的にも珍しい宮城英学校（明治 20
（1887）年に東華学校に改称）16 が設立された。設立に当たっては富田鉄之助（後日本銀
行総裁）を始め「造士義会」17 という元仙台藩士の育英事業が、富田がアメリカで知り合
った同志社の設立者新島襄と協力した。県令松平正直や仙台の有力者の多くが関わってお
り、土地やお金の寄付が多額であった。学校の理事会にあたる組織が非キリスト教で政治
的な立場にいた人から構成されていたのに対し、教師陣はキリスト教徒であったというこ
とは「半官半民」の由来である。  
東華学校の設立の話が舞い上がったとき、実はもうひとり私立のキリスト教男子校を設
立しようとしている人がいた。それは押川方義で、愛媛生まれでありながら、横浜や新潟
を経て、長年仙台地方の伝道活動に力を入れていた。18 一時は新島襄達と協力して学校を
設立したいと申し出たが、教派が違うため新島が消極的であった。結局新島の東華学校と
ライバルにならない形で、押川がアメリカのドイツ改革派19 の宣教師ホイ（William Hoy）
と一緒に神学を教えるための東北神学校を同じ明治 19（1886）年に設立するに至った。
ただし、東華学校の廃校が決まるや否や東北神学校を普通教育の機関に転じ、名前も東北
学院に改めた。 
また明治 19（1886）年に押川とホイに加え、ドイツ改革派の援助を受けながらプーボ
ー(Elizabeth Poorbaugh)とオールト（Mary Ault, 後ホイ婦人）が女子教育機関として宮
城女学校を設立し、その教育を担当した。 
明治 20（1887）年には全国 7 校のひとつとして第二高等中学校が設立された。仙台が
東北の中心であることが再び認められた。しかし、この学校を維持するために宮城県が多
額の出費を強いられた。さらに尋常中学校の 1・2 年と同レベルの教育が施される予科補
充科が明治 21（1888）年 4 月に追加されたため、20 県立の尋常中学校は同年に廃校され
た。宮城県の中等教育を施す機関として東華学校と第二高等中学校の補充科のみが残った。
                                                   
16「同志社分校」は新島襄の言葉から（太田 2007：152）。「宮城英学校」が「宮城英語学
校」と混乱しやすいことと、私塾の「宮城英学校」もあること、それから先行研究のほ
とんどがこの学校を「東華学校」と呼んでいるため、筆者も同様にする。東華学校の設
立の経緯については、田中（2012）が詳しい。 
17 太田 2007: 162-163. 
18 東北学院百年史編集委員会 1989: 63-126.  
19 名前はドイツ改革であるが、米国に拠点を置く教派であった。押川は無教派を貫くつも
りであったようであるが、学校を作るにあたって外国人の力を借りるために教派に所属
することを決心した。（東北学院百年史編集委員会 1989: 173） 
20 宮城県教育委員会 1976: 722. 
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しかし、東華学校も第二高等中学校も教育のレベルが高く、特に東華学校は少しずつ受け
入れる学年や内容を引き下げざるを得なかった。  
明治 22（1889）年に大日本帝国憲法が公布され、明治 23（1890）年に教育勅語が発布
されると、外国やキリスト教に関する世論が冷たくなった。さらに新島襄が明治 23（1890）
年 1 月に他界すると、明治 24（1891）年 7 月に東華学校の理事会が教育課程から随意で
あった聖書の講義を完全に除外することに決めた。それを受け外国人教師が総辞職をした。
県立尋常中学校の復活が決まるなかで、日本人教師もストライキを起こした。東華学校は
開校して 5 年経ったのにまだ自立できず、維持費は未だに寄付によって補われていたこと
もあり、結局明治 25（1892）年に廃校することになった。廃校の際、校舎と設備が県に
渡され、尋常中学校に当てられた。東華学校の在籍生徒も試験なしで尋常中学校に入学す
ることが許された。キリスト教の信仰が強い生徒は、同志社に移ったりした。東華学校が
廃校になると、上述のとおり押川が東北神学校を男子の普通教育機関に急に変更させ、名
称を東北学院に改称した。 
同じ明治 25（1892）年にバプティスト派が私塾として尚絅女学会を設立した。バプテ
ィスト派の宣教師が明治 17（1884）年から仙台で伝道活動をしており、在留資格を得る
ために、仙台の塾で英語を教えた。明治 26（1893）年に仙台女学校が設立された。明治
27（1894）年には第二高等中学校が第二高等学校に改称された。これで宮城県の教育体制
が一応整った。以上の変遷を図 1 にまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9 
 
図 1 21 
 
 
 
明治 30 年代（1897-1907 年）に公立高等女学校が設立され、男子中学校が 6 校以上に
増えたが、その骨組みとなるのは明治 30（1897）年までの変遷であることと、明治 30（1897）
年以降の資料に欠落が多くあることから、本研究は外国人教師が初めて来仙した明治 7
（1874）年から明治 30（1897）年までとした。 
                                                   
21 ここでは     は直接の受け継ぎではなく、制度が変わったものの校舎や生徒の移動が
あった場合を指す。  
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第 1 章 公立学校 
 
1. 分析対象学校とその選定方法 
本論文で扱う公立学校は以下のとおりである。 
 
・官立宮城外国語学校・官立宮城英語学校  
・県立仙台中学校・宮城中学・宮城県尋常中学校  
・第二高等中学校・第二高等学校  
 
これらの学校は、明治 30（1897）年までに外国人教師が授業を行ったと確認している
公立学校である。外国人教師が授業を行ったかどうかを決める大きな手がかりは、それぞ
れの学校の教育に触れた先行研究とユネスコの『資料 御雇外国人』以外に、当時の学校
綴りや年報である。外国人教師の存在を判断するもうひとつの資料は、『文部省年報』にあ
る文部省の統計である。明治 6（1873）年以降、文部省は毎年年報を発表しており、県別
でそれぞれの学校種の教員数を載せている。年によって統計の取り方が違うことや、同じ
年報でも表によって人数が一致しないこと、学校側の記録と文部省の統計に相違があるこ
となど、信頼性が疑わしい場合がある。しかし、他の文献と照合すると、宮城県の小学校、
師範学校、および商業以外の実業学校に外国人教師が雇われていなかった可能性が高いと
いうことがわかる。特に小学校教員養成を目的とした師範学校は全国規模でも外国人教師
の雇用が珍しかったため、宮城県でも雇用がなかったことは当然といえるであろう。1 商
業学校では英語教育を重視していたが、仙台の商業学校が外国人教師を雇ったのは明治 36
（1903）年になり、工業・農業・水産などの学校では英語を課さない学校も多く、外国人
教師が雇われなかったようである。 
 以下では上述の公立学校の実態をより詳細に述べる。  
 
 
                                                   
1 師範学校で外国人教師が雇用されたことが確認できたのは、秋田師範（明治 34（1901）
年～明治 38（1905）年）と群馬師範（明治 35（1902）年）の 2 校のみである。中学校
教員養成を目的とした東京の高等師範学校では外国人教師が 2 名程度雇用された。（文
部省『大日本帝国文部省年報』、『日本帝国文部省年報』、『文部省年報』）  
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2. 官立宮城外国語学校（明治７（1874）年設立）・官立宮城英語学校（明治７（1874）
年 12 月改称、明治 10（1877）年 2 月閉校） 
 
2.1 学校の変遷と教師  
官立宮城英語学校では、明治 7（1874）年 11 月から 1 年間外国人教師としてプロイセ
ン国籍のフェスフェルド（G. Fesefeld）が赴任した。フェスフェルドは初めて宮城県に教
師として来た外国人である。デジタルアーカイブにある「宮城外国語学校孛人フエスフエ
ルト雇入」によると、「英国ニテ成長シ学力適任ノ者」2 とあるため、さらに大蔵省翻訳局
などで英語教師を務めたため、3 英語は十分できたと思われる。宮城英語学校ではフェス
フェルドの月俸は 150 円であった。4 日本人教師の給料は 30 円から 50 円であったので、
外国人教師はその 3 倍以上であった。5 
 フェスフェルドの後任としてリットル（Henry Liddel）が明治 8（1875）年 11 月に赴
任し、1 年間勤務した。月俸は同じく 150 円であった。6 リットルと同時に米国人のグー
ルド（Charles L. Gould）も雇用されており、明治 8（1875）年 6 月から、宮城英語学校
を受け継いだ仙台中学校で明治 13（1880）年 7 月まで勤務した。7 リットルの後任は明
治 9（1876）年 11 月に赴任した英国人ペンニー（George J. Penny）であった。ペンニー
は廃校の明治 10（1877）年 2 月まで月俸 150 円で勤務した。8 ペンニーの婦人 M.A.ペン
ニー（M.A. Penny）も、明治 9（1876）年 12 月 2 日から廃校の明治 10（1877）年 2 月
まで、時給 60 銭で雇用された。9 
明治 8（1875）年には校長 1 名、教諭 3 名、教諭補 2 名、日雇い教師 1 名、外国教諭 2
名、助教員 2 名、および国文書教師 3 名に対し、生徒は計 90 名であった。10 当初の授業
はすべて外国人教師が英語を使って教授し、日本人教師は補助的な地位にあったようであ
                                                   
2 国立公文書館「宮城外国語学校孛人フエスフエルト雇入」。引用に当たって旧体字を新体
字に改めた。  
3 ユネスコ東アジア文化研究センター1975: 369. 
4 ユネスコ東アジア文化研究センター1975: 369. 
5 大村 1960: 28. 
6 ユネスコ東アジア文化研究センター1975: 456. 
7 ユネスコ東アジア文化研究センター1975: 265-266. 
8 ユネスコ東アジア文化研究センター1975: 396-397. 
9 ユネスコ東アジア文化研究センター1975: 396、国立公文書館「宮城英語学校授業補闕ト
シテペンニー婦日給雇入届」 
10 宇野 1973: 142. 
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る。11 
外国人教師の情報は表 1 のとおりである。 
 
表１ 
氏名・カ
タカナ 
氏名・ロー
マ字 
国
籍 
赴任 離任 給 料
（月） 
他の勤務場所  
ヘイルド 
 
フェスフ
ェルド 
 
フェスヘ
ルド 
 
ヘスヘル
ド 
G. 
Fesefeld 
プ
ロ
イ
セ
ン 
明 治 7
（ 1874 ）
年 11 月 
明治 8（1875）
年 11 月 
150円 大蔵省翻訳局明治 6
（1873）年 3 月～7
（1874）年 7 月、翻
訳局生徒教授・英学教
師、明治 7 年 2 月か
ら主簿術も教授、130
円＋20 円、明治 7 年
2 月より 200＋20 円。 
大阪英語学校明治 9
（1876）年 1 月～10
（1877）年 2 月、10
年 8 月～11（1878）
年 7 月満期、150 円。 
チャール
ス ・ エ
ル・グー
ルド 
Charles 
L. Gould 
米 明 治 8
（ 1875 ）
年 6 月 
明治 10（1877）
年 2 月 
（仙台中学校
で は 明 治 13
（1880）年 8
月まで） 
185円  
ヘ ン リ
ー・リッ
ドル 
Henry 
Liddel 
英 明 治 8
（ 1875 ）
年 11 月 
明治 9（1876）
年 11 月 
150円 山形県管下羽前国置
賜群米沢私立中学校
明治 10（1877）年 1
月～10 年 8 月満期、
100 円。 
新潟県明治 10 年 8 月
～11（1878）年 8 月、
125 円。 
ペンニー George J. 
Penny 
英 明 治 9
（ 1876 ）
年 11 月 
明治 10（1877）
年 7 月 
150円 大阪外国語学校明治
7（1874）年 9 月から
6 か月、明治 9（1876）
年 3 月～9 年 7 月満
期、150 円。 
大阪英語学校明治 11
（1878）年 9 月～12
（1879）年 7 月、紙
幣 120 円。 
ペンニー 
 
M. A. 
 Penny 
 
英 
 
明 治 9
（ 1876 ）
年 12 月 
明治 10（1877） 
年 2 月 
時 給
60 銭 
 
 
 
                                                   
11 重久 1951: 370. 
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当時の生徒であった小山武治の記憶によると、入試は当時では珍しかった新聞を読まさ
れ、入学した後に後述の学科の授業で用いた文献はすべて英語で書かれたものであった。
学科は英語、数学、歴史、地理、(英)文法、および体操で、明治 9（1876）年以降に飜訳
も加わった。12 
 
但し訳読を開始したのは九年以後のことで、開校当時は全く生徒は五里霧中であっ
たらしい。英和辞典があるではなし［中略］、おまけに外人教師の教授法の如きか
なり滅茶苦茶だったらしい。小山氏の話によると二三人宛組になって色々勉強し合
ったが始めはさっぱり解らなかったそうで随分ひどかったことゝ想像される。それ
でも妙なもので毎日五時間も英語ばかり聞かされていると慣れて来て大意を摑む
ことが出来るようになったとある。            （大村 1960: 25-26） 
 
以上の文章は池田が英語青年に寄せている原稿からの引用であり、高齢になった小山氏の
記憶に頼っているものである。しかし、グールド以外の外国人教師が 1 年で解雇されてい
った理由のひとつはここにあるのではなかろうか。回想ではさまざまな学科が記されてい
るが、当時の教育課程をみる限り、英語系の授業以外に算術しか記されていない。英語で
歴史と地理を勉強したと思われる。修身や国語、漢文、武道等がなかったことは、後の学
校に比べると英語と洋学にいかに重点が置かれたかということを表している。 
グールドの履歴書が宮城公文書館に所蔵されており、グールドの生い立ちや背景につい
ては大いに参考になる。以下でその内容を要約する。  
 
グールドはオハイオ州のジョージタウンで 1847 年 8 月 31 日に医者の父に生まれた。
オハイオ州のマリエッタ大学（Marietta College）を卒業し、鉄道会社で 5 年間勤務
した。その後は測量を担当したり、道路の造建を監督したりした。発病したため、軍
艦に乗ることになり、モノカシー号で書記官として 1 年半中国、アナム、マレッカ、
フィリピン、台湾を経歴した。日本に着いてから艦長カンテー氏が帰国したが、グー
ルドが宮城英語学校に雇われ、廃校の際雇継ぎになり 6 年間務めた。 
（「仙台中学校綴－2 学務課 明治十一年」） 
                                                   
12 重久 1951: 370. 
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グールドの担当授業に関する情報はむしろ県立仙台中学校時代の資料が豊富なので、残
りの考察は次節の 3a.1 に委ねる。ここでひとつだけ逸話を載せることにする。宮城英学校
には英語学者として有名な齋藤秀三郎が通い、齋藤が執筆した教科書に「I lived with one 
Mr. Gould who taught me English」などの例文が書かれている。実際にグールドと一緒
に住んでいなかったとしても、少なくともグールドの教えを受けたと思われる。13 
最後に、フェスフェルドをはじめ、すべての外国人教師に当てはめられた規律がある。
外国人は日本人に雇われていれば内地に住めたことは上述のとおりである。居住は外国人
居住地内でも内地でも、旅行券なしで移動できたのは自宅から 10 里（約 40 キロ）範囲で
あったため、フェスフェルドと彼以降の宮城英語学校の教師にも移動できる範囲が定めら
れていた。具体的な範囲は以下のとおりである。  
 
なお、この外国人教師の来仙に伴って、彼［注：フェスフェルド］が自由に遊歩で
きる地域の選定には、学校と県との交渉、地方への連絡など、かなり手数を要した
が、結局次の十五ヶ所が、彼の日帰り遊歩場と取り決められた。（その後の外人教
師にも、この例にならった。）  
庁下中（仙台町中）并大年寺、愛宕山、鹿門山（魂屋）及び近傍。東は、塩釜、
松島、石浜、寒風沢、深沼、松ヶ浜、石巻。西は秋保温泉、作並温泉、南は岩沼、
北は七北田。以上十五ヶ所は連絡すみ。右の他へ出かける時は、その時々に連絡す
るとの取りきめであった。                  （宇野 1973: 141） 
 
英語教授の仕事とは直接の関係を持たないが、当時の外国人がどのような制限の下で生
活したのかを理解するのに役立つと思われるので、敢えてここで言及した。 
 
2.2 教育課程14 
開校数ヵ月の明治 8（1875）年 1 月の時点では、フェスフェルド以外に日本人の教師が
校長を含め 4 名であった。開校時は予科と本科から構成されており、本科は第 6 級から始
まった。人数によってひとつの級を甲と乙に分け、6 カ月程度で進級する仕組みであった。
科目を英語と他教科に分けると、英語系には読み方、綴字、書取り、暗誦、習字、および
                                                   
13 木村 1960: 30. 
14 教育課程は付録１教育課程に収録した。  
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会話があり、他教科系には算術があった。この中、フェスフェルドが担当した科目は読み
方、綴字、書取り、及び暗誦で、第 5 級の綴字以外は日本人教師と一緒に担当したようで
ある。TT（ティームティーチング）か、時間を別けて受け持ったか判明しないが、書面で
はフェスフェルドは 1 日 5 時間、週 30 時間の授業を担当した。この教育課程では、「会話」
の時間は日本人教師が担当していた。  
 明治 8（1875）年 6 月の科目担当をみると、フェスフェルドとグールドが同じ級を教え
ていたが、11 月の時点では上級の生徒が増えるにつれ、別々の級を担当するようになった。
フェスフェルドが離任し、リットルが赴任した後の明治 9（1876）年 4 月では、5 級と 4
級乙は別々で教えたが、4 級甲と 3 級は 2 人で担当した。このように、フレキシブルに受
持ちを変えたりしたことがわかる。ペンニー婦人が時給で働いたことは上述のとおりであ
るが、明治 9（1876）年 11 月の担当の資料をみると、予想外に担当する時間数が多かっ
たようである。M.A.ペンニーは第 5 級甲乙を、夫の G.J.ペンニーは第 4 級・第 3 級、グ
ールドは第 2 級・第 1 級を担当した。明治 9（1876）年の時間割と 1 時間ごとの科目担当
表がないが、第 5 級の英語の授業は週 25 時間もあったので、M.A.ペンニーは時給雇いで
ありながらも、相当数の授業時を担当していた可能性がある。 
 
2.3 使用教科図書15  
英語のみならず数学系の教科書としても洋書を用い、1 日 5 時間の授業はことごとく英
語で行われた。このことから、宮城英語学校が完全に英学の学校であったことが明らかで
ある。 
また、「会話」の授業は教科書を用いず、書取りが中心であったそうである。16 「会話」
の授業は主に書取りであったのであれば、このことは日本人教師が担当したことの理由と
もいえる。ただし、別に「書取」という科目を設けているので、なぜ書取りをする時間を
増やしたのかという疑問が残る。 
  
2.4 宗教活動 
 宮城英語学校の外国人教師 5 名の中で宗教活動を行った記録がない。 
 
                                                   
15 使用教科図書は付録 2 使用教科図書に収録した。  
16 重久 1951: 372. 
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3a. 県立仙台中学校（明治 10（1877）年 2 月設立）・宮城中学校（明治 12（1879）年 6
月改称）・宮城県尋常中学校（明治 20（1887）年 8 月改称、明治 21（1888）年 3
月廃校） 
 
3a.1 学校の変遷と教師  
 官立宮城英語学校の廃校が決まると、その校舎・設備・教員の県移管が決まり、70
数名の生徒も移行した。その時、ペンニー夫婦が継続雇用されなかったが、グールドは
好評であったため、明治 13（1880）年まで働き続けた。ただし、仙台中学校では給料
が約 3 割削減された。この学校の名称が仙台中学校の間は教育課程も教科書も宮城英語
学校のものと同じであったが、改称とともに明治 12（1879）年に英語学科と邦語学科
が設置された。17 明治 12（1879）年には、146 名いた生徒が、明治 14（1881）年には
30 名にまで減った。18 明治 14（1881）年 3 月に、邦語科の生徒が進学しづらいことを
理由に、県令であった松平正直が英語科と邦語科の統合を許可した。19 しかし、その
時にグールドの後任としての外国人教師を雇用しなかった。明治 10 年代（1877-1887
年）の大学入学試験には英語の発信力も問われたので、進学を理由に改革を行いながら
外国人英語教師を雇用しなかったことは、進学したい生徒の人数の少なさと地域社会の
理解の貧しさによる結果であったのではないかと考えられる。 20 
 グールドの評判について残っている資料は、ほとんど学校の関係者が書いたものであ
る。その内容は例えば明治 8（1875）年の「宮城英語学校年報」にはこう書かれている。
「グウルド生徒ヲ教導スル懇篤能ク教諭ノ任ニ適シタル」。21 後述の資料には欠勤しな
いことが誉められ、「授業の宜きを得たる」、「性質温厚にして充分の学力を有し」、さら
にグールドの指導を受けた生徒が進学できたことなど、勤勉な態度と上手な教授が指摘
された。資料では明記していないが、後述するように数学を担当できることが好評の一
                                                   
17 重久 1951: 372. 
18 重久 1951: 373. 
19 宇野 1973: 174. 「コレ亦親密ニ英語科ニ付属仕ラズ候間、自ラ漢学ヲ疎略ニ致シ候弊
免レ難ク、又邦語科ハ専ラ訳書ニテ教授致シ候ニツキ、訳書中英書ニ通セサル者ニハ
折々難解ノ語少ナカラズ。要スルニ二科トモ完全ナル高等普通学科ト申シ難ク候様ニ相
考ヘ候。サスレバ邦語生徒ニテモ、卒業後ニ至リ大学ニ入ルノ階梯トモ相成リ申スベシ
ト存ジ候。」明治 14（1881）年 2 月 25 日、林吾一郎校長の二学科統合案より。（許可は
3 月 3 日に下された。）  
20 江利川 2011: 14-19, 27、宇野 1973: 175. 
21 宮城県教育委員会 1979: 157. 
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因なのではないかと推測できる。22 
グールドが父親の急病を受け、自ら辞めてから明治 18（1885）年まで外国人教師が
勤務していなかった。23 その理由は宇野（1973）の分析にあるのではないかと思われ
る。グールドが辞めた翌年の明治 14（1881）年に、「県会では教育殊に師範教育、中等
教育に対する「全廃」論すらあり」、24 当時の新聞記事によると、中学校は東京の学校
に入るための予備校であるため、県民の税金でそれを支える必要がないという意見があ
った。25 同年に宮城県会常置委員は「地方税支出予算の審議に当たって、(一)師範学校
の生徒半減、(二)中学校の全廃、(三)小学校補助費の廃除の意見書を保持」した。26 そ
のような世の中ではグールドの後任を雇うだけの資金が捻出され得なかったのであろ
う。このことから、外国人教師がいかに貴重な資源かが明確である。 
明治 18（1885）年にシュヴァルツ（Herbert Woodsworth Schwartz）が月給 150 円で雇
用された。その後、宮城尋常中学校がいったん廃校になったが、明治 25（1892）年に
再開校となった。明治 25（1892）年以降の考察を次節の 3b で扱う。  
県立中学校の外国人教師の情報を表 2 にまとめる。  
 
表 2 
氏名・カ
タカナ  
氏名・ロー
マ字  
国
籍 
赴任  離任  給料（月）・学歴  
グールド  Charles L. 
Gould 
米 開 校 と
同時  
明 治 13
（1880）年
8 月 
130 円 （ 明 治 10
（1877）年 1 月～同
年 8 月）、150 円（明
治 10 年 8 月以降）  
175 円 （ 明 治 12
（1879）年）27 
Marietta College 
スワルツ
／シュヴ
ァルツ  
Herbert 
Woodsworth 
Schwartz 
米 明 治 18
（1885）
年 10 月  
明 治 21
（1888）年
3 月 
150 円  
Syracuse University, 
MD 
 
                                                   
22 「宮城中学校綴 明治十二年」の「宮城中学校雇教師グールド氏雇継ぎの儀に付上申」 
23 「県庁御達書仙台中学校 明治十三年」 
24 宇野 1973: 175. 
25 宇野 1973: 176. 
26 宇野 1973: 177-178. 
27 「宮城中学校綴 明治十二年」の「宮城中学校第三年報 明治十二年」。この時、校長
の月俸が 50 円で日本人の月俸の平均が 17.5 円であった。  
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 グールドが勤務した時期は最も資料が豊富なので、それを中心に分析を行う。まず、宇
野（1973: 171）が要約した当時の下斗米校長の記述は以下のとおりである。  
 
米国人チャーレス・エル・グールド君は、明治 8 年 6 月、ダクトル・モーレー氏28の
照介（ママ）を以て、まず 6 カ月の期を約して、英語教師として宮城英語学校に雇
い入れたのである。性質は温厚で十分の学識があって、教授に当たっては懇切丁寧
なので、翌年 12 月更に一年半の契約を結んだ。［中略］十年二（？29）月下等卒業
若干名の中で、二名が開成学校に入校出来たのも、グールド君の力によることが多
い。  
英語学校の廃止の後は、仙台中学校に雇った。下等学科卒業生から、東京大学予備
門へ四名、東京商船学校へ三名、東京農学校へ二名入校できたにも（ママ）、グール
ド君の力が大きい。                     （宇野 1973: 171） 
 
グールドの履歴については既に官立宮城英語学校の 2.1 で紹介したので省略する。  
「仙台中学校第一年報」（明治 10（1877）年 2 月～8 月）によると、教員は校長、グー
ルド、および日本人 4 名で形成された。月俸はグールドの 150 円に対して、校長は 50 円
で、日本人教師は 3 名が 30 円、1 名が 35 円であった。30 グールドの高額な報酬がたびた
び県議会で問題視されたが、中学校側から以上のようにグールドの業績を強調するととも
に、外国人ほど教養のある日本人を雇っても決して安上がりにならないという旨を主張し
た。その資料を以下で紹介する。長文であるが、当時の状況を活写しているため、引用す
る。継続して雇用するかどうかを早く決めてほしいと前置きしてから、こう続く。31 
 
抑
そもそも
グールド氏義は初め明治八年英語学校に聘用せられ爾来
じ ら い
今日にいたるまでその
勤務に勉而なることは衆人の知る所にして前後四ヶ年余の勤務中止し難き、事故に
因
よ
り唯
ただ
二回の欠勤あるのみ。而
しこう
して本校生徒下等卒業の上、追々各種の専門学校及
                                                   
28 明治 6（1873）年から明治 11（1878）年まで文部省顧問をした David Murray と思わ
れる。 
29 原文でははてなマークが「二」の右側にある。  
30 宮城県教育委員会 1979: 215-216. 
31 引用に当たって、カタカナをひらがなに改め、旧字体を新字体に改め、句読点、濁点、
およびふりがなを加えた。  
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大学予備門等に入校せる者既に二十余名の多きに至れるも畢竟衆教員の勉職に因る
ものと云うと雖
いえど
も専
もっぱ
らグールド氏が授業の宜きを得たるに因ると謂
い
わざるを得ず、
且氏は固より性質温厚にして充分の学力を有し誠に至適の良教師なり。然
しか
り而
しこう
して
我国学制の旨たるや大中小の学固より国語を 以
もって
尽く之
これ
を教授せんとするものなり
と雖
いえど
も我国の教育未
いま
だ完全ならざるもの尠
すくな
からずして小学の如きは各種の訳書等
に因り邦語を以
もって
之
これ
を教授し得べきの期運に至れるも、中学に在
あっ
ては尚
なお
未だ教科書に
乏く国書のみを以完全の教科を授くる能
あた
わざるものあり。中学尚且
なおかつ
然り、况
いわん
や大学
に於
おい
てをや。是
これ
故
ゆえ
に今の大学なるものは已
や
むを得ず外国語を藉
か
り以其
その
学科を授く大
学既に外国語に因る時は設令
た と い
邦語を以てする中学を卒業し尚志望宏遠
こうえん
にして大学に
進まんとする俊才のものありと雖
いえど
も其
その
外国語を学ばざるが為
ため
に虚く大学に入る事
能
あた
わず。又
また
中学を以て足れりとし敢えて大学に入るを望まざるの徒と雖
いえど
も国書のみ
を以てする学科に至りては其
その
教育完全ならず。是
これ
を以完全なる中学教育を授けんに
は亦
また
外国語に因らざるを得ざるなり。今や我宮城中学校に於
お
ける邦語を以てする普
通教育は学校の主義たり、一般の学徒も亦
また
大学に入るべきの志望あるものは極めて
少かるべしと雖
いえど
も、 苟
いやしく
も中学にして大学に進むの道を立てざるが如きは中学校の
一大欠典なるのみならず完全の教育を期せんには到底
とうてい
外国語に因
よ
らざるを得ざるも
のあるが故
ゆえ
に別に英語中学科の設けあり。既に英語科を設置せる時は之
これ
に外国教師
を置かざるべからず。加 之
しかのみならず
本県の如きは東北地方の都邑
と ゆ う
たる一大県なるを以て盖
けだし
学校教授の外に外国教師を要すべきの件往々これあるべきなり。是
こ
れ外国教師を置
かざるべからざる所以
ゆ え ん
なり。夫
そ
れ今本県に外国教師なかるべからざるものとせば、之
これ
を他に聘するより寧
むし
ろ彼
こ
の良教師たるグールド氏が雇を継きて之を中学校に置くの
便益
べんえき
なるに如かざるなり。然れども論者或
あるい
は中学校に給料高額なる外国教師を置か
ず、之
これ
に代ゆるに内国教員を以てせば幾分か費用を節減すと云うものあるべしと雖
いえど
も、是
こ
れ唯
ただ
内外教員を変換するに過
すぎ
ずして授業上の実益に於
おい
て其
その
得失予め期すべか
らず如
ごと
。之
これ
経費に於
おい
ても大なる異同なかるべきや必
ひっ
せり。如何となれば今彼に代ゆ
べき程の学力を有せる内国教員を聘用せんとするも容易に之を得難く。縦令
た と い
その人
を得るも、果して給料の高額を有すればなり。然
さ
らば則之
これ
を経費の点より論ずるも
格別の費金を要せずして目下中学校に欠くべからざるグールド氏が雇を継ぐべきの
経済なるに如
し
かざるなり。是
これ
を以て願くば断然来
くる
十三年二月同氏の雇を継がれんこ  
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とを尤氏は精勤の良教師なるを以其
その
給額を増すべきは当然にして之
これ
を減ずる能
あた
わず
と雖
いえど
も、如何
い か ん
せん本年度の教費に於
おい
ては殊
こと
に国書中学を増設せんとするに際し永く
是迄
これまで
の給額を支出し得べきの見込みなきを是
これ
に因
よっ
て篤
とく
と本校経費の事情を明示し、
其
その
額を一ヶ月一百五十円に減じて雇継云々の儀、同氏に内談を遂げたるに略
ほ
ぼ承諾
の勢なり。杲メ32 一百五十円の給料なるときは校費に於
おい
ても差支無之候條前義速に
御許決相
あい
成度
なりたく
別紙雇入条約草案相添此段及具状
ぐじょう
候也 
          宮城中学校長  
    明治十二年九月廿二日       下斗米精三  
 宮城県令松平正直殿  
（「宮城中学校綴明治十二年」の「宮城中学校雇教師グールド氏雇継ぎの儀に付上申」） 
 
この願書ではグールドが事故を除いて欠勤せず働いたことと、卒業生 20 名あまりが各種
の専門学校や東京大学に入るための東京大学予備門に進学できたことに触れている。日本
語の教科書がまだ足りないため大学では英語の教科書が使用されているが、そのため中学
校で英語を勉強しないと、どんなに才能がある生徒でも進学することができないと主張し
ている。進学したい生徒のために英語科を設けている以上、外国人教師を雇わないわけに
はいかないと述べてから、外国人教師の高額な給料に反対する人に対し、外国人と同レベ
ルの教養のある日本人を雇うためには同レベルの金銭を使わなければならないので、すで
に雇用しているグールドを引き継ぎ雇用したいという旨の資料である。  
この願書から仙台中学校にとって良い外国人教師を持つことがどれだけ利点になって
おり、そして教養ある良い教師を確保することの難しさが読みとれる。グールドが帰国し
た際、宮城県は多年の功績を労うため金 2 百円を送って賞与とした。33 
 
明治十七（一八八四）年には仙台義会（在京仙台出身者）が下のように勧告したことが
功を奏した。宮城中学校が特色なき普通の中学校となり、生徒の英語の力の乏しきを憂
えて、仙台に「英語を拡張する方法」等を協議し、洋学を修めるのは今日の急務である
から、英語を振興させるために宮城中学校に外国人を雇用して英語の教育たらしめるこ
                                                   
32 「果たして」か「高締」（総額）と思われる。  
33 宇野 1973: 172. 
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とを宮城県県令及び県会議員に勧告した。          （重久 1951: 373）34 
 
明治 18（1885）年 3 月 1 日宮城県会で中学校費予算増額をめぐって、遠藤庸治議員は宮
城中学校を卒業しても、大学予備門に入るだけの英語力がないことを指摘した。  
 
結局この県会では、原案に一ヶ月二百五十円目安の外国人教員俸給を加算した修正
案が賛成多数で可決された。全国的に教育費削減傾向にある時期にもかかわらず、
宮城県会の大勢は東京大学進学志向を強くもち、地元での予備＝英語教育の充実を
望んでいたといえる。                    （田中 2012: 370） 
 
明治 14（1881）年の体制とは正反対になっている。このようなやり取りから、宮城県
は外国人教師を雇う目的はどこにあったのかが明確である。大学進学の準備をする機関と
しての中学校か、地域社会を支えるだけの教育をする機関としての中学校か、その見方に
よって目指したい英語力も変わってきた。興味深いことに、山口県の研究では、大正 6（1917）
年に新設の山口高等学校の受験を重視するために外国人教師を雇用しないことにした。35 
それに対し、宮城県では受験を重視するためにむしろ外国人を雇用した。この点は、大学
と高等学校の受験の差よりも、明治 18（1885）年と大正 6（1917）年の差であろう。明
治中期には東京大学で外国人教師がまだ多く、会話を含む英語力がなければ進学できなか
ったが、大正時代に求められていた英語力はもはや訳読に偏っていたであろう。  
明治 17（1884）年の宮城県会の決定を受け雇用されたのは、東京の築地にいたメソジ
ストの宣教師であったシュヴァルツ(Herbert Woodsworth Schwartz)であった。シュヴァ
ルツは明治 17（1884）年シラキュース大学で医学博士を取得し、すぐ宣教師として来日
した。明治 19（1886）年 9 月の時点でシュヴァルツの月俸は 150 円であったので、当初
の議案に比べるとかなり低額であった。ただし、同じ時点では校長の月俸は 60 円で、1
等教諭は 70~80 円、2 等教諭が 50 円であったので、日本人に比べると決して安いとはい
えない。36 しかしグールドは日本人教師の 5 倍も給料を取っていたのに対して、その差が
                                                   
34 引用に当たって旧体字を新体字に改めた。  
35 永添 2002: 512. 
36 田中 2012: 376.「なお、前年までの校長月俸は百二十円だったが、この年半額に減額さ
れた。」（注 36: 397） 
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2～3 倍に縮んでいた。シュヴァルツは仙台を去ってから東京英和学校（明治 27（1894）
年青山学院に改称）で教えた。37 
 
3a.2 教育課程38 
 明治 12（1879）年には、ひとつの授業が 1 時間で、授業は 9 時～12 時、1 時～3 時、
週 6 日行われた。明治 12（1879）年にはまだ下等しかなく、最下位の 7 級（32 名）、6 級
（58 名）、および 5 級（23 名）は日本人のみが担当した。 
4 級（2 名）ではグールドが読み方、算術、作文、および書取りを担当し、最低週 4 時
間を担当した。他に文法、史、および算術は日本人が担当した。3 級（1 名）は欠落して
いる。2 級（1 名）ではグールドが幾何、代数、作文、文法、および算術を、最低週 10 時
間担当した。日本人の担当科目は史、理科、経済、および画字であった。1 級（2 名）で
はグールドが幾何、代数、作文、文法、算術、および性理39を、最低週 11 時間担当した。
日本人担当は史、理科、経済、および翻訳で、担当が不明な教科はある。以上の情報に基
づきグールドの時間割を作成してみると、以下のようになる。 
 
表 340 
 9-10 時 10-11 時 11-12 時 1-2 時 2-3 時 
月 1 級 幾何 4 級 算術？ 4 級 読方   
火 2 級 幾何 1・2 級 代数 4 級 算術？ 1・2 級 算術  
水 1 級 幾何 4 級 算術？ 4 級 作文 1・2 級 作文  
木 2 級 幾何 1・2 級 代数 4 級 算術？ 1・2 級 算術  
金 1 級 幾何 1・2 級 作文 4 級 読方 1 級 性理  
土 2 級 幾何 1・2 級 代数 4 級 書取   
 
表 3 で明らかなことは、グールドの英語の持ち時間（6 時間）は、むしろ数学（11-15 時
間）より少なかったことである。このことから、当時の英語は正に英学と捉えられており、
原書を用いて英語で教育を施していたことがわかる。これは仙台中学校の教育課程である
                                                   
37 Methodist Episcopal Church, Missionary Society 1898: 226. 
38 教育課程は付録 1 教育課程に収録した。  
39 「性理」では人間身体の組織や顕微鏡の使用法、消毒法、養生法などを学習した。「宮
城中学校綴 明治十二年」の「宮城中学校教則」。  
40 4 級の算術は 2 人で担当しているので、他の授業がないところはグールドを入れてみた。
TT であった可能性もある。「1・2 級」が 1 級と 2 級の合同授業を指す。2~3 時は全級
が能力に応じて国書であった。  
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が、例えば官立英語学校では外国人教師が数学を教えたことは全国的でもみられた。しか
し、グールドのように数学に詳しい教師は少なかったようである。41 グールドが重宝され
た理由はそこにあるのであろう。 
もうひとつ注目すべき点は、下級生は日本人が担当していたため、在籍生徒 119 名のう
ち、外国人教師の教えを受けられたのは 5、6 名（約 5%）のみであった。まずは日本人教
師の教えによってある程度英語を覚えてから外国人教師の教室に入ったことは、数年前の
宮城英語学校の経験からの反省なのではなかろうか。  
英語の能力は仙台中学校において大きな機能を果たしていたそうである。第 1 期入学し
た生徒であった吉田二朗はこう回想している。「一学年六組の編成法は主として英語の履
修程度によるもので、英語を全く履修したことのない者は五組・六組に編入された」。42 英
語の履修歴の差は出身地と関係があった。  
 
また当時の中学校の英語はかなり程度が高かった。仙台の高等小学校では既に 1 年
から英語を始めていたから、中学校に於ける英語が程度の高かったのも当然なこと
で、英語を学んでいなかった郡部出身者にとっては全くの難物であった。  
（宮城県仙台第一高等学校編 1956: 42）  
 
当時の生徒であった平渡信は、仙台と郡部の違いについてこう述べた。  
 
郡部出身者の英語が全く駄目で、よく私の許に英語をききに来たものだった。私は
東二番丁小学校で高等一年から英語を教えられたので、四年の時にはナショナルや
ユニオンなどの三・四巻を既にマスターしていた。それに ABC も知らない新入の
連中がこれと一しょに進もうとするのだから分からないのが当然であった。  
（宮城県仙台第一高等学校編 1956: 42）  
 
高等小学校で英語を勉強した生徒と勉強していない生徒が同じ教室では困るので、英語
                                                   
41 堀井 2003: 176-7. 「大坂英語学校では外国人教員と日本人教員の両方が数学を教えて  
いたが，日本人教員が外国人教員より上級の科目を担当していた．また、同じクラスで
外国人教員と日本人教員の両方が算術を担当し，それぞれ試験をしていた．」  
42 宮城県仙台第一高等学校編 1956: 34. 
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の時間を別々に受けられるために英語学習歴に基づいたクラス分けが行われた。いいか
えると、他の教科では学級編成に関わるほどの差がなかった。  
仙台の高等小学校には外国人英語教師が雇用されなかったため、本論文で詳しく取り
上げないが、例えば明治 21（1888）年に東二番町高等小学校に男子部別科が設置され
たとき、1・2 年生の教育課程は週 34 時間（1・2 年生）授業時数中、英語は 1 年生では
10 時間、2 年生では 12 時間も割かれた。43 1 年だけでも、このような課程で勉強して
中学校に入学した生徒が、英語歴のない生徒と違うクラスに編成されるのも無理がない
ように思われる。 
 シュヴァルツが就任した１年目の担当科目の資料も残っている。「教員一覧表 自明治十
八年九月一日至同十九年九月十日」44 という表の中に、英語を担当する教師 4 名の給料と
担当科目が載っている。まず、シュヴァルツの担当科目は読方、会話、書取、会話、読方、
および英作文であった。1 等教諭の杉江輔人は年 960 円（月 80 円）で作文、翻訳、読方、
訳解、および万国史を担当した。同じく 1 等教諭の中野嘉作は年 840 円（月 70 円）で作
文、翻訳、講読、訳解、会話、および物理を担当した。さらにひとりの雇教員が月 10 円
で読方、訳解、および綴文を担当した。ここで顕著であることは 3 つある。第 1 は、グー
ルドに比べるとシュヴァルツの担当は英語のみで、数学を教えていなかった。第 2 は、英
語を教えていた日本人教師は英語のみではなく、他教科も担当していたことである。中野
は物理を担当したように、他教科は歴史と限らない。どの級を担当したかが分からないの
は残念である。第 3 は、同教科の教師と比べると、シュヴァルツの給料は 2 倍であったこ
とである。まだ格差が残っていたが、外国人教師と日本人教師の給料の差が時代が経つに
つれ、少しずつ縮んでいた。 
 
3a.3 使用教科図書45 
 宮城中学校では明治 12（1879）年には『ウイルソン』の読本シリーズ以外、2 年目から
歴史の本を使用し、高等科では修辞書や文学・詩の本を使用した。明治 16（1883）年に
は『ウイルソン』の代りに『ニューナショナル』を使用した。第 5 学年には文学の図書が
あるが、英語で書かれた歴史の図書が減り、修辞の図書も使用されなくなった。  
                                                   
43 宮城県教育委員会 1979: 481-3.「東二番町高等小学校へ男子部別科設置の義上申」  
44 「宮城中学校第十年報」公文書館所蔵。  
45 使用教科図書は付録 2 に収録した。  
25 
 
3a.4 宗教活動 
 上述のとおりグールドは宗教活動を行った記録はないが、シュヴァルツは宣教師であっ
た。シュヴァルツによって洗礼を受けた生江孝之の回想は以下のように述べている。  
 
中学時代に一時期を劃したのは私がクリスチャンになったことで、その後一生を通
じ基督教精神は私を支配するようになった。これは十九歳のとき、日本メソジスト
教会宣教師ドクトル・H・W・スワルツ師が中学校の英語の教師として招かれてきた。
私はその外人と種々な意味に於て、非常に親しくなり毎朝同行して学校に通う様に
もなった。ドクトル・スワルツはその当時極めて珍らしい自転車を持っておられ、
それの前の車は私の背丈位であったので自分一人なら二、三分で通勤し得るのを私
と同行する為に、毎日引いて歩いたという程に親しかったのである。スワルツ師は
日曜毎に学生を自宅に集めて英語讃美歌や、英語日曜学校教科書によって基督教を
説いたことに始まる。当時は基督教を邪教視する者もいた程が、スワルツ師の崇高
で辺幅を飾らず、しかも愛と寛容に富む人格に打たれた私は、弟妹を連れて参会す
るようになった。後には講義所も開かれ、定住伝道士によって日曜毎の礼拝も始め
られ、明治十九年五月二日、第一回の受洗式が行われるに至った。受洗者は二十五
名で多くは中学生だった。  
 [中略]それ以来、私は特に非常に熱心なクリスチャンになり、将来伝道士にならん
としてスワルツ師の同意を得た。               （生江 1988: 8-9） 
 
生江がその後青山学院大学を卒業し、社会事業に携われ、日本女子大学の教授になった
が、生江にとってシュヴァルツの影響が人生を変えたとは過言ではない。同時に、シュ
ヴァルツがどのような宗教活動を行ったかがよくわかる。回想ではあるが、シュヴァル
ツが自宅で英語による宗教教育をしたことは確かであろう。同時期に生江以外の受洗者
が実際に何名いたか定かではないが、この回想によればシュヴァルツが日曜日の礼拝な
ど宗教活動に力を入れ、一定の教え子の改宗に成功したはずである。 
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3b. 宮城県尋常中学校（明治 25（1892）年 4 月再開校） 
 
3b.1 学校の変遷と教師 
宮城県尋常中学校の再開校の背景にはさまざまな動きがあった。そのなかには、明治 24
（1891）年 12 月 14 日の中学校令中改正や第二高等学校の補充科の廃止、私立東華学校に
関する摩擦などが指摘される。尋常中学校が再設立されてからの外国人教師は、英国人の
グレゴリー（G.E. Gregory）が明治 25（1892）年 4 月から明治 26（1893）年 3 月まで、英
国人のウイリヤム・ヘンリー・スミスが明治 26（1893）年 5 月から同年 12 月まで雇われ
た。2 名とも月俸は 120 円であった。46 
 
表 4 
氏名・カタカ
ナ 
氏名・ロ
ーマ字  
国
籍 
赴任  離任  給 料
（月）  
学歴  
グレゴリー  G. E. 
Gregory 
英 明 治 25
（1892）
年 4 月 
明治 26（1893）年 3 月  120 円  
学歴不
明 
ウイリヤム・
ヘンリー・ス
ミス  
不明  英 明 治 26
（1893）
年 5 月 
明治 26（1893）年 12
月 
（契約は 27年 3月まで
であったが、早期解雇
された）47 
120 円  
学歴不
明 
 
この 2 名に関する資料はほとんどなく、詳細な考察が難しい。いえることは給料が 120
円に下がったことと、どちらも長く雇われなかったことである。ただし、G. E. Gregory
は George Elliot Gregory のではないかと推測する。同一人物だという証拠がないが、
George Elliot Gregory は南校（東京大学の前身）で明治 3（1870）年から勤務し、明治 5
（1872）年から山口県士族に雇用され、明治 6（1873）年から明治 8（1875）年まで文部
省（堺県）で雇用された。明治 8（1875）年に工部省鉱山局や電信寮で勤務し、同年から
明治 10（1877）年まで東京都下鹿児島県士族に雇用された。以上の職場では、一貫して
                                                   
46 国立公文書館デジタルアーカイブ「英国人ジー、イー、グレゴリヲ宮城県尋常中学校教
師トシテ傭入ノ件」、「長野宮城岡山高知福島茨城ノ各県尋常中学校教師トシテ英国人ト
ーマス、エドワルド、ハリファックス外五名傭入傭継及解傭ノ件」 
47 国立公文書館デジタルアーカイブ「宮城県尋常中学校雇英国人ウイリアム、ヘンリー、
スミス解雇ノ件」 
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言語教師であった。48 その後 15 年間程度記録がないが、明治 25（1892）年 6 月に愛知県
尋常中学校及び尋常師範学校に解雇され、明治 31（1898）年から明治 33（1900）年まで
に海軍機関学校に雇用された。49 明治 10（1877）年までの人物と明治（1892）25 年以降
の人物は同姓同名という可能性があり、愛知にいた時期と G.E.グレゴリーが仙台にいた時
期が重なるため、別人物の可能性も否定できない。ただし、明治 25（1892）年に宮城尋
常中学校の初代校長が大槻文彦で、大槻がジョージ・グレゴリーと同じ時期に南校にいた
ので、その人脈で雇用したこともありえる。以上は推測の域を出ないので、人物確定にさ
らなる調査が必要である。  
 
3b.2 教育課程50 
明治 25（1892）年再開校当時の教育課程の英語に関する部分は、明治 16（1883）年の
教育課程に非常に似ている。英語は週 28 時間中 5~7 時間であった。科目担当の資料は残
っていない。  
グレゴリーの条約書には、仕事の条件として週 24 時間の授業を教えること、作文の添
削を行うこと、それから試験を行うことが書かれている。51 契約どおりの仕事かは不明で
あるが、少なくとも県側は以上のことを外国人教師に求めていたということがわかる。 
 
3b.3 使用教科図書52 
明治 25（1892）年の「教科書名上申」には 1 年級からロングマンとナショナルの各第 2・
第 3 読本を用いることになっていた。しかし、ほとんどの学校では 1 年目に第 1 読本を教
えていたので、宮城県尋常中学校は新入生が 1 年程度の英語力を身に付けている想定にな
                                                   
48 ユネスコ東アジア文化研究センター1975: 267. 英語・フランス語・プロシア語を教え
た。 
49 国立公文書館デジタルアーカイブ「外客雇入 孛米両国教師来着無ニヨリ英人グレゴリ
ーヲ雇入」、「宮崎県具状入水人救援ノ英人グレーゴリーヘ謝儀伺」、「海軍機関学校雇語
学教師英国人ジョーヂ、エリヲット、グレゴリー」、「海軍機関学校雇教師英国人ジヨー
ヂ、エリヲット、グレゴリー雇満期ニ付更ニ米国人ドクトル、ヲフ、フィロソフィー、
シー、エム、ブラッドベリー雇入ノ件」、「愛知県尋常中学校及同県尋常師範学校傭教師
英国人ジヨージ、エリオツト、グレゴリー」 
50 教育課程を付録 1 教育課程に収録した。  
51「明治廿五年 学校 官立学校 県立学校」明治 25 年、19 号。 
52 使用教科図書は付録 2 使用教科図書に収録した。  
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る。53 さらに多くの学校では 1 年に 1 冊の読本を教授したため、1 年に 2 冊とはどのよう
な意図であったか不明である。  
 
3b.4 宗教活動 
 グレゴリーとスミスについて資料が非常に少ないため、宗教活動を行ったかどうかは不
明である。 
 
4. 第二高等中学校（明治 20（1887）年 7 月設立、明治 21（1888）年 4 月開校）・第二
高等学校（明治 27（1894）年 6 月改称） 
 
4.1 学校の変遷と教師 
 第二高等中学校は官立学校として高等中学校令に基づいて仙台に設置された。設置当初、
入学資格として尋常中学校 2 年修了程度の学力を条件にした 3 年間の予科と、尋常中学校
卒業程度の学力を条件にした 2 年間の本科、および医学部から構成された。54 最初の入学
試験は明治 20（1887）年 9 月中旬に行われ、募集した 73 名のうち、合格者は 7 名のみで
あった。55 12 月に補欠募集をした際さらに 20 名の入学が許されたが、入学者の少なさと
学力の低さが問題化していった。明治 21（1888）年 3 月に宮城尋常中学校が廃校になる
と同時に、4 月に第二高等中学校の生徒の学力の低さを解決するために予科補充科が設置
され、そこで尋常中学校の 1 年と 2 年の内容を教えることとなった。56 宮城尋常中学校が
明治 25（1892）年に（再）設立された後、第二高等中学校の教育課程が初めて改訂され  
たのは、第二高等学校に改称された 2 年後の明治 27（1894）年であった。そのときに補
充科をなくした他に、予科を文系と理系に分けた。  
 第二高等中学校・高等学校では主に英語教師として雇用された外国人が 8 名いた。表 5
にまとめる。57 
                                                   
53 「明治廿五年 学校 官立学校 県立学校」明治 25 年 2-0020 34 号 「教科書名上
申」  
54 宮城県教育委員会 1976: 721. 
55 宮城県教育委員会 1976: 721. 
56 東北大学 1960 (下): 1761、宮城県教育委員会 1976: 722. 
57 表 5 は東北大学史料館所蔵「明治 21 年～ 第二高等中学校一覧」に基づき作成した。  
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表 558 
氏名・カタカ
ナ 
氏名・ローマ字  国
籍 
赴任 離任 担当科目 学歴 
フランク W
ハーレル 
Frank W. 
Harrell 
米 明 治 21
（1888）年 
明 治 22
（1889）年 
不明 Maryland 
University, 
MD 
シ、メリウエ
ザー 
 米 明 治 22
（1889）年 
明 治 25
（1892）年 
不明 Johns 
Hopkins 
University, 
BA 
モーリス・エ
デン・ポール 
Maurice Eden 
Paul 
英 明 治 25
（1892）年 
明 治 27
（1894）年 
英語、ラ
テン語 
ブラッセルス
大学、MD 
ウ エ ス レ
ー・ビク 
 英 明 治 25
（1892）年 
明 治 28
（1895）年 
英語  
ハ ミ ル ト
ン・シャープ 
 英 明 治 27
（1894）年 
明 治 28
（1895）年 
英語  
カロザース Christopher 
Carrothers 
米 明 治 28
（1895）年 
明 治 29
（1896）年 
英語  
デニング Walter 
Dening 
英 明 治 28
（1895）年 
大 正 2
（1913）年
12 月 5 日
（死亡） 
英語 龍 動 府 大 学
[ロンドン大
学か] 
専門がラテン
語、ギリシャ
語、英文学、
歴史 
シーモール John 
Nicholson 
Seymour 
英 明 治 29
（1896）年
9 月 1 日 
明 治 36
（1903）年
7 月 31 日 
英語 ダ ブ リ ン 大
学、BA (Lit), 
 B.Med. 
 
8 名のうち、先行研究が最も豊富なのはカロザース（Christopher Carrothers）とデニ
ング（Walter Dening）である。カロザースは長老派の宣教師であった。明治 5～6（1872-73）
年頃東京の築地で妻と一緒に築地英語学校と築地六番神学校を設立したが、明治 9（1876）
年に同派の在日宣教師と意見の相違があったため伝道局をやめた。59 その後秋田県師範学
校、神奈川県師範学校、および横浜商法学校でも勤務した。60 カロザースが明治 29（1896）
年に第二高等学校を離任しているが、その理由は宗教上天皇と皇后の御真影に頭を下げる
                                                   
58 さらに東北学院のモールが週 8 時間英語を担当したが、在籍が東北学院であったので、
この表に入れず、第 2 章で詳しく述べる。  
59 Ion 2009: 283. 
60 編集部 1968: 395、ユネスコ東アジア文化研究センター1975: 250、Ion 2009: 289. 
30 
 
ことができなかったためなのである。61 このように明治政府の国家神道の強化が姿を現し
始めるなか、宗教と公立学校での英語教育がお互いに影響し合っていた。  
デニングは英国教会の宣教師としてモーリシャスやマダガスカルを経て明治 6（1873）
年に来日したが、伝道局と不仲になり、明治 16（1883）年 1 月に伝道局を辞めさせられ
た。1 年半程度私費で宣教師の活動を続けたが、明治 17（1884）年に牧師をやめている。
それから宣教活動や宣教師に対する嫌悪がますます強くなったようである。62 その後は文
部省の依頼を受けて英語読本『English Readers: the High School Series』（6 vol., 1887） 
を執筆し、高等師範学校や学習院で勤務したり、海軍省で英語やフランス語を教えたりし
た。明治 25（1892）年に妻の故郷オーストラリアに行ったが、明治 28（1895）年に再び
来日し、第二高等学校の英語教師として赴任した。63 履歴書には記されていないが、明治
17（1884）年から東京で英語学教師として個人に雇用された。この時の月給が 20～25 円
という、日本人にしては低め、外国人にしては非常に低い報酬であった。64 文部省の教科
書編纂をしながらの、いわゆるアルバイトであったのではないかと思われる。履歴書によ
ると、第二高等学校では当初の月俸が 200 円で「宿料」が 20 円であった。明治 31（1898）
年 9 月に月俸が 250 円に、明治 35（1902）年には 300 円に引き上げた。死亡した翌日に
遺族に 2 千円が支給された。  
さらにデニングは豊臣秀吉や宮本武蔵の伝記など、英語で日本を紹介する本も数冊書い
ている。この本は欧米人が日本を知る材料であった。デニングの妻リディア（Lydia）は
メルボルン師範学校や女子大学を卒業してからベルリンでピアノを学んだことがあり、65
仙台では仙台商業や第二中学校で英語を教えたり、私立学校で音楽を教えたりした。  
ハーレル（Frank W. Harrell）は米国聖公会の宣教師として明治 17（1884）年 3 月に
来日し、4 年東京で医療活動を行った。1888 年 9 月に第二高等学校に赴任するために伝道
局を辞任した。66 
シーモール（John Nicholson Seymour）の履歴書も残っており、その記述をまとめると、
                                                   
61 Schwantes 1955: 167. 
62 Ballhatchet 1982: 54-7. 
63 東北大学史料館所蔵「高等官の部 其ノ一 旧職員履歴書 第二高等学校」の「ヲルタ
ー・デニング履歴書」  
64 ユネスコ東アジア文化研究センター1975: 332. 
65 東北大学史料館所蔵「高等官の部 其ノ一 旧職員履歴書 第二高等学校」の「リジア・
ノルマン・デニング履歴書」 
66 Foreign Committee 1883. 
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ダブリン大学で文学を専攻し BA（文系学士）を取得し、2 年後 BS（理系学士）と BM（医
学学士）を同時取得した。その後 3 年間海軍軍医に就いたが、病気のため職を離れ、8 年
間高等師範学校で教えたり医業を営んだりした。当初の給料は月俸 150円に家賃 15円で、
明治 30（1897）年 4 月から月俸が 200 円、明治 31（1898）年 9 月から 250 円、明治 35
（1902）年 9 月には 300 円に達した。67 
  
4.2 教育課程68 
 明治 21（1888）年設立当時の教育課程では、補充科 1 年は週 29 時間中 8 時間英語の授
業があった以外に、週 3 時間の習字も課された。習字の内容は楷行草書とペンマンシップ
であったので、和習字と洋習字を同じ時間枠内に行われたようである。このような例はこ
の課程でしかみられない。さらに明治 21（1888）年には英語会という、教員および上級
生が月 1 回集合し、口演（elocution）や会話（dialogue）等を演習した。69 残念ながら、
この英語会に関する詳細な資料が残っていない。 
 明治 27（1894）年の教課程では、補充科が廃止された。明治 24（1894）年の教育課
程に比べると、明治 27（1897）年では医学部は英語を履修しなくなり、週 10 時間以上ド
イツ語を学んだ。ちなみに、このようにドイツ語の授業時間数が多かったが、ドイツ人の
教師を雇っていなかった。その理由は、ドイツ語の会話や（現代の意味での）作文をする
必要性が少なかったからのではないか。原書さえ読めればよいという状況ではなかったか
と推測する。 
 
4.3 使用教科図書 
 使用教科書のデータが見当らない。 
 
4.4 宗教活動 
 カロザース、デニング、およびハーレルは元宣教師であるが、宗教活動を続けたかどう
                                                   
67 東北大学史料館所蔵「高等官の部 其ノ一 旧職員履歴書 第二高等学校」の「ジョン・
ニコルソン・シイモール履歴書」  
68 明治 21（1888）年と明治 27（1894）年の教育課程を付録 1 に収録した。さらに、入学
試験については、明治 21（1888）年の予科第 1 年級の入学試験問題が江利川（2011：
33-34）にある。英文和訳、和文英訳、文法知識（品詞名とそれぞれの文中の役割、名
詞の複数形、動詞の過去形）の問題が課された。 
69 東北大学史料館所蔵「明治 21 年～ 第二高等中学校一覧」明治 21~22 年: 35-36. 
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かが定かではない。少なくともデニングは節 4.1 で述べた理由で行わなかったはずである。
カロザースは宣教師をやめたが、信教そのものは捨てなかったようである。しかし、在仙
の宣教師の資料に登場しないので、活動はしなかったのではなかろうか。また、第二高等
中学校・高等学校のキリスト教の生徒が団体を結団し、宣教師宅でバイブルクラスが開か
れたことがわかる。しかし、関わった人は第二高等中学校・高等学校の教師ではなく、私
立学校の宣教師や在仙の牧師であったので、第二高等中学校・高等学校の外国人教師が宗
教的な活動をしていなかったのであろう。70  
                                                   
70 学生の宗教活動をめぐる詳細なことは第 3 章で述べる。  
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第 2 章 私立学校 
１．分析対象学校とその選定方法 
 本章で扱う私立学校は以下のとおりである。 
 
・宮城英学校・東華学校 
・東北神学校・東北学院 
・宮城女学校 
・尚絅女学会 
・私塾 宮城英和学校（鈴木光俊）と宮城英学校（蜂屋可秀）  
 
これらの学校は、明治 30（1897）年までに外国人が雇用され、英語と関わりがあった
ことが確認できる学校である。当時の宮城県にはさまざまな私立学校や塾があったが、洋
学の塾でも外国人を雇ったものはこの 6 校以外確認できない。なお、明治 26（1893）年
に設立された仙台女学校はフランス人によって設立され、英語は日本人教師が教えたため、
本章から除外する。1 さらに南光学園（現在の東北高等学校）では明治 30 年代（1897-1907
年）に外国人が雇用されているが、本論文の範囲は明治 30（1897）年までとしているた
め考察に入れない。  
以下、それぞれの学校と塾について詳細を述べ、分析する。  
 
2. 宮城英学校（明治 19（1886）年 9 月設立）・東華学校（明治 20（1887）年 6 月改称、
明治 25（1892）年 3 月廃校） 
 
2.1 学校の変遷と教師 
東華学校は序章で述べたように、半官半民で同志社の分校ともいえる位置付けで設立さ
れた。新島襄が校長の名を有しながらも、学校が開校してから新島が来仙したのは明治 20
（1887）年の東華学校の開校式のみであるが、日本人教師 6 名のうち、5 名はキリスト教
徒で、2 名は同志社と関係があった。2 開校の経緯は序章で述べたとおりである。  
                                                   
1 仙台白百合学園 1996. 
2 DeForest 1914: 153、太田 2007: 211. 
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東華学校の特徴である運営組織について、当時の仙台の人々からすれば、この学校の魅
力のひとつは宣教師である外国人を雇用することにあった。宣教師なので、給料は全額ア
メリカにある伝道局が負担したので、仙台側にしてはお金を出さずにネィティブスピーカ
ーを雇用できたのである。宣教師の立場からは、地元の有力者と協力することで百人単位
の生徒を苦労せずに集めることができた。  
開校に合わせて教師として大阪からデフォレスト（John Hyde DeForest）とオールチン
（George Allchin）が赴任した。オールチンは後任が来日するまでの 2 ヵ月間のみ勤務し
たが、デフォレストは廃校まで東華学校で勤務し、廃校後も宮城女学校（明治 33 年～35
（1900-1902）年）と東北学院（明治 35 年～37（1902-1904）年頃）3 で教えながら仙台
を拠点にして宣教の活動を続け、亡くなる明治 44（1911）年まで仙台に住んだ。4 オール
チンの後任として W.W. カーティス（William Willis Curtis）とホワイト（Frank Newhall 
White）が明治 19（1886）年 11 月に赴任し、明治 20（1887）年にマイヤー（Mathilde H. 
Meyer）が赴任した。明治 23（1890）年から廃校まで W.L. カーティスも教えたようであ
るが、資料が乏しく、W.W. カーティスとの親戚か不明である。赴任と離任の時期、担当
教科等は表 1 のとおりである。6 名は全て米国人で会衆派であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
3 東北学院について述べる節 3.1 でも述べるが、旧職員名簿はないため、赴任と離任の明
確な年が不明である。  
4 DeForest 1914: 190. なお、池田 1969: 8 に明治 36（1903）年～大正 4（1915）年、第
二高等学校で「デフォレスト」が働いたという記述があるが、当時の履歴書で確認した
ところ、実際は英国人のガヸン・アレキサンター・フォーレストであった。  
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表 1 
氏名・カタ
カナ 
氏名・ローマ字  赴任 離任 担当教
科 
学歴5 
デフォレス
ト 
John Hyde 
DeForest 
明 治 19
（1886）年
9 月 
明治 25（1892）
年 3 月 
英語、
地理、
歴史 
Yale University 
オールチン George Allchin 明 治 19
（1886）年
9 月 
明治 19（1886）
年 11 月 
 Bangor 
Seminary 
カーティス 
 
カルチス 
 
William Willis 
Curtis 
明 治 19
（1886）年
11 月 
明治 25（1892）
年 3 月 
（明治 28（1895）
年まで仙台、1 年
札幌に行ってか
ら帰国）6 
英語、
修辞、
英文学 
Beloit College, 
Chicago 
Seminary 
ホワイト Frank Newhall 
White 
明 治 19
（1886）年
11 月 
明治 23（1890）
年 
英語、
哲学 
Ripon College, 
Andover 
Seminary 
マイヤー Mathilde H 
Meyer（女）  
明 治 20
（1887）年 
明治 24（1891）
年 7 月 
英語、
ドイツ
語 
Ripon College 
W.L. カ ー
ティス7 
 明 治 23
（1890）年 
明治 25（1892）
年 3 月 
英語  
 
 給料は伝道局から支給されたはずであるが、その金額は不明である。ただし、金額を推
測できるデータがある。東華学校の宣教師と同じアメリカン・ボード（会衆派）伝道局の
宣教師の給料は表 2 のとおりである。この金額は明治 17（1884）年の神戸大学関係者の
給料である。 
 
表 28 
  
年額 
うちわけ 
給料 教師給料 旅費・医療費  家賃・税金  
女子宣教師 $650 
730 円（月 61 円） 
$550 $75 $25 ―― 
デーヴィス牧師  
（既婚、子持ち） 
$2,180 
2451 円（月 204 円） 
$1,500 $100 $80 $500 
                                                   
5 学歴の情報は Gordon 1901 による。 
6 Nihon Kirisutokyo Kyogikai 1903: 297. 
7 太田 2007: 220. 他の 2 次資料では触れられていないが、宮城県公文書館所蔵の「東華学
校規則」（明治 23（1890）年、pg. 21）には載っている。（W.W. カーティス夫人なので
はないかと考えられるが、当時の妻は Lydia Virginia Cone Curtis なので頭文字が一致
しない。） 
8 Ishii 2004: 50. 円換算は明治 17（1884）年の両替相場（100 円につき$88.93）を基に
四捨五入し引用者が計算した（東洋経済新報社 1929: 156）。 
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仙台でも類似の給料水準だと仮定すると、伝道局にとっては数千ドルの負担があったとい
うことになる。ちなみに、明治 19（1886）年仙台にいた男性宣教師によると、「小学校の
教員の月俸は$5~$8 で中学校の教員は$10~$15 である。500 人の生徒がいる学校の校長の
月俸は$15 で、平均的な家賃は月$4 である」9 とされているので、宣教師の給料が日本で
は高水準であったことが明らかである。 
 東華学校が開校した翌年に第二高等中学校が設立され、明治 21（1888）年 3 月に県立
宮城尋常中学校が廃校となった。第二高等中学校に予科と補充科はあったものの、実質的
に東華学校が宮城県で唯一の中等教育を施す機関となった。開校当時には募集 200 名に対
し入学者が 107 名で、最初の 4 年間の各年次報告によると、生徒数が 116 名から 178 名で
あった。10 閉校時では 124 名（普通科 59 名、予科 65 名）になっていた。11 200 名の定
員に対し生徒数が 150 名前後であったといえるであろう。  
東華学校の日常教育はどのようにされたかをみてみよう。東華学校での宣教師の働き方
について、デフォレストが興味深い言葉を残している。明治 20（1887）年 8 月には、デ
フォレストが、東華学校の理事会と約束した「生徒 200 名に対して宣教師 3 名」を、伝道
局の総会で要求した。12 その理由としては自分が冬期を除き教えることから解放されたい
こと、ホワイトも日本語学習の時間の確保が必要なことだとされた。つまり、デフォレス
トは学校で教えてはいたが、冬期のみ教えるようにしたかったのである。デフォレストの
言葉を借りれば、彼らは「あくまでも教師ではなく宣教師であった」といったように、行
動しやすい春夏秋は伝道がしたかったのであろう。13 デフォレストはさらに次のように続
ける。「県（“the Government”）が県立学校よりも上質な科学教育（“better scientific 
training”）を行いうる外国人教師派遣を当てにしていると伝え、科学と数学の専門家の派
遣が望ましいと進言したのであった」。14 この要求から、県は英語のみならず他教科の指
導を期待していたことがわかる。しかも、「県立学校より」というので、宮城尋常中学校を
超えるレベルが期待された。同様に、宣教師ではなく 1 年中働く教師がほしかったのでは
                                                   
9 American Baptist Missionary Union 1886: 419. 
10 田中 2012: 384. 
11 太田 2007: 227, 230-231. 
12 田中 2012: 375. 
13 田中 2012: 377. ただし、この時点ではカーティスもホワイトも教えていたはずなので、
3 名の要求も、伝道局の「確約はできないが、できるだけのことはする」という決議も
疑問に感じる。田中 2013: 377. 元々の出典はデフォレストの書簡だという。  
14 田中 2012: 377. 
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なかろうか。 
県の考え方を示すもうひとつの資料は、明治 21（1888）年の県会議で「番外の和達孚
嘉書記官」が述べた言葉である。「人或は宗旨臭しと云うもあらんか。成程宗旨家が来て授
業を成すには相違なけれど素と農たり商たり工たるものへ充つるために編みたる教則を以
て教授することにて決して宗門のために置きたる学校には非ざることなり。」15 つまり、
「宣教師が授業を行っているため東華学校が宗教臭いといわれるかもしれないが、学校は
農商工「へ充つる」ための教育を行い、けっして宗教のための学校ではない」と述べてい
る。宣教師はキリスト教を広めるために日本まで来ているが、県の要望は県を強くするた
めに洋学を教えてもらいたいという両者間の考え方の相違が、東華学校の廃校にもつなが
ったといえる。 
最後に、デフォレストの教育に関する理念が残っている。宣教師と英語教師を兼ねた外
国人が多くいたなかで、その胸中を垣間見ることができる貴重な資料である。 
 
「教師の責任について」というスピーチで県の教育会（prefectural educational 
association）に向かって以下の話をした。「私は、時々こう聞かれる。『ABC を教
えるような初級の英語で時間を使うことをどうやって肯定的に思えるのか？退屈
ではないのか？』もちろんそれだけならば耐えがたい。しかし、私は決して忘れら
れないことは、私が外国の代表であり、日本人の学生を教えていることである。現
代というのは大規模で刺激に満ちている時代であり、西欧と東洋が初めてお互いに
寄り添う時代でもある。［中略］お互いの言語を知ることが国際交流への第一歩で
ある。［中略］したがって英語を教えることが、東洋と西欧を調和と公平条約と兄
弟的な交流という紐で結び付ける大きな仕事の手助けをすることである。この大き
な考え方を持っていなければ、私は到底日本で教師をしていない。  
（C. DeForest 1914: 175）16 
                                                   
15 田中 2012: 379. 「宗門とは宗教心が外面に現れた方式」＝mode of religious 
manifestation である(ibid. 378)。 
16 引用者訳。"To the prefectural educational association he said in an address on "The Responsibility 
of Teachers": "I am sometimes asked, 'How can you spend your time in such elementary work as 
teaching A-B-C? Is it not a bore?' Of course it would be intolerable if that were all. But I cannot 
forget that I am a representative of another country and am teaching Japanese students. This is a 
grand and inspiring age, one in which the East and the Wes t are coming together for the first time. 
… Mutual knowledge of each other's language is the first step towards international intercourse. … 
To teach English, therefore, is to be helping on the great work of binding the East and the West 
together in harmony, in just treaties, and in brotherly intercourse. Were it not for this great thought, 
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デフォレストは一宣教師なので、彼の考え方が全体を代表しているとはいえないが、宣教
師が外国の教育事業に携わる動機付けと働き甲斐の一例がここにあるのではないか。すな
わち、「目の前の生徒の英語力や宗教心だけに注目せずに、教えることを通して日本が列強
と肩を並べることができるようにする」という考え方である。これが宣教師としての目標
だとすると宗教的な側面があまりにも薄いと思えるかもしれないが、その裏には日本と欧
米が対等になれば、日本が自然とキリスト教に改宗するという前提があったのではないか
と考えられる。当時の宣教師の書簡や報告書から、西洋人ではない人々がキリスト教徒で
はない理由は、福音を聞いたことがないからである。つまり、「文明」に触れ福音を聞けば、
誰もが改心し改宗する、という考え方が読み取れる。したがって、宣教師が日本と列強の
平等をめざすことは、婉曲的に日本の改宗をめざすということになる。  
 
2.2 教育課程 
 東華学校は 5 年半しか存在しなかったにも関わらず、教育課程を何度も改訂している。
そのうち詳細のデータが残っている、1 回目の課程を含む 5 回分の英語教育に関するデー
タを付録 1 教育課程に収録した。田中（2012）によると 1 回目の改訂は東華学校に校名を
変更した明治 20（1887）年 6 月、2 回目の改訂が明治 22（1889）年 7 月、3 回目が明治
23（1890）年 12 月、4 回目が明治 24（1891）年 11 月と続いた。17 
改訂を重ねるなか、一貫して週に 1 時間聖書の講義が選択で提供された。設立当時の教
育内容は相当高いもので、アメリカのニューイングランド（東北）地域のカレッジ（大学）
レベルを目指していた。18 しかし、その勉強を支える英語に関する授業をみると、時間数
は「4、2」のように記されている。英語の時間を内容ごとに別けるつもりであったと考え
られるが、この学校でしかみない書き方である。予科 1 年で第 1 から第 3 読本を、週 6 時
間でカバーする課程であった。19 予科 2 年では第 2 読本を終えてから「万有略説」、本科
                                                                                                                                                               
I would not be a teacher in Japan."  
17 田中 2012: 383. 以上の日付は付録中の教育課程の日付と少々ずれるが、付録のものは
宮城県公文書館の資料中の日付によるものである。  
18 田中 2012: 376, 406. 「内規草按 第十 授業法ハ幾分ノ折衷ヲ施スヘキモ大体ハ米国
ノ大学校（コーレージ、即チ高等普通大学）ノ授業法ヲ採用ス其修身科ニ属スル大要ハ
左ノ如シ」。田中 2012: 407.「日本・仙台・東華学校の商議委員会規則追加事項」（デフ
ォレスト執筆、田中和訳）「V 教育方法はできるかぎり、ニューイングランドのカレ
ッジで普及している方法にのっとる」  
19 これは難しかったのであろう。当時多くの学校は 1 年でリーダー1 冊、しかも 1 年生は
週 8~10 時間の英語授業があった。ただし、予科 2 年のリーダーは「第二」と記されて
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では歴史や文学を学んだ。  
明治 23（1890）年 1 月の「東華学校規則」に収められている「変更前」の教育課程に
は、貴重なデータがある。この課程には、総時間数 30 時間前後の課程の中に、英語の時
間数は計 10 時間前後で、授業の内容によって時間配分を別けている。宮城英語学校と仙
台中学校以外の学校にここまで細かい情報は見当たらない。この教育課程には、予科 1 年
生は週 7 時間に習字と訳解のみを勉強したことがわかる。予科 2 年生は週 5 時間訳解を、
週 5 時間発音、綴字、読み方、会話、書取り、および習字を習った。学年が上がるにつれ、
時間の半分程度は訳解、残り半分程度は読み方、会話、作文、修辞等に割り当てられた。
明治 19（1886）年から明治 24（1891）年までに教育内容が 2 学年分も下がったというこ
とから、最初の想定はいかにレベルが高く、仙台の生徒の実状に合っていなかったかと推
測される。 
東華学校の授業がどのようなものであったかについて、資料が見当たらない。しかし、
授業以外の教育については、例えば朝の会でデフォレストが行った講義の内容が残ってい
る。 
 
朝の礼拝は、人格形成に役立つ内容を短く伝える場であった。デフォレストはこれ
に慎重に取り組み、聴き手側の熱心さを受けて朝会の時間が非常に楽しみであった。
閉校後、これらの話の代表が、元の教え子にささげて出版された。ジョージ・ワシ
ントン、シスター・ドーラ、トーマス・マコーリー等についての伝記的な話以外、
ある共通の出発点から始まる歴史的、社会的、科学的、哲学的な話もある。   
                         （DeForest 1914: 174）20 
 
道徳教育も兼ね、幅広い教養の話を聞かせていたことがわかる。 
 
                                                                                                                                                               
いるので、1 年の部分は記載ミスがあった可能性がある。  
20 引用者訳。"The morning chapel exercises called for brief addresses on subjects helpful in 
character-building. Into these he put his best thought, and the inspiration of his eager audience 
made the chapel talks one of his keenest pleasures. After the school closed, some of these talks 
were published in a volume dedicated to his former pupils. There are biographical talks on George 
Washington, Sister Dora, Lord Macaulay; there are historical, social, scientific, philosophical 
subjects, starting from some familiar point of departure ..." 
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2.3 使用教科図書 
 使用教科図書の情報は見当たらない。ただし、上述の「東華学校規則」（明治 21（1888）
年 7 月）によると、普通科第 1 年の入学試験では英語は「ナショナル第一第二読本若クハ
之レニ相当スルモノ」となっているので、予備科の教科書はナショナルの第 1 と第 2 の読
本であったと推測できる。21 1 年に読本 1 冊というペースはほとんど共通であり、設立当
初の 1 年 3 冊の改善と思われる。 
 
2.4 宗教活動 
 宣教師は明治 19（1886）年度にはこう報告している。「校内に十二人から十四人のクリ
スチャンがおり、多数が任意の聖書クラスに参加し［中略］、受洗者は八人から十人であっ
た」。22 開校してからの 1 年間に改宗した生徒が 20名いたという報告もある。23 しかし、
より詳細な情報が見当たらなく、東華学校がおよぼした宗教的な影響を総括的に把握する
ことは困難である。  
 宣教師の報告によると、学校内に Light-Salt Club（光塩会）という組織もあった。24 具
体的な活動はわからないが、生徒の中のキリスト教徒から構成されていた。東華学校が廃
校になってから、「クラブの 8 人がまだ仙台にいるため、新しい学校［注：宮城県尋常中
学校］の生徒に届けんがために組織を維持する」と、W.W. カーティスが伝道局に報告し
た。25 
 ここでもうひとつ言及しなければならない取り組みがある。正式には東華学校ではなく
デフォレストの取り組みであるが、東華学校がなければデフォレストが来仙しなかったは
ずなので、ここで扱うことにする。それは序章でも述べた YMCA 青年教師の制度である。
YMCA 青年教師派遣の影響で何人の改宗者が出たかという統計は見当たらないが、規模が
多かったため英語教育にとっても宗教教育にとっても仙台から発されたこの制度は影響が
大きかったのではなかろうか。 
  
                                                   
21 宮城県教育委員会  1979: 485-486. 
22 田中 2012: 397, 注(38). 
23 Gordon 1901: 79.  
24 American Board of Commissioners for Foreign Missions 1892:  49. 
25 American Board of Commissioners for Foreign Missions 1892:  49. 引用者訳。  
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3. 東北神学校（明治 19（1886）年 5 月設立）・東北学院（明治 24（1891）年 7 月改称） 
 
3.1 学校の変遷と教師 
 東北神学校は押川方義とホーイ（William E. Hoy）を始めドイツ改革派の宣教師の協力
によって作り上げられた。最初は生徒が 5 名のみであったが、生徒数が徐々に増え、明治
23（1890）年には 26 名であった。26 東北学院の外国人教師は表 3 のとおりである。 
 
表 327 
氏名・カタ
カナ 
氏名・ローマ
字 
赴任 離任 担当教科28 学歴・給料29 
ウ ィ リ ア
ム・ホーイ 
William E. 
Hoy 
明 治 19
（ 1886）
年 
明 治 32
（1899）
年 
英語・聖経・心
理学・ギリシャ
語｜解釈神学 
Lancaster 
Seminary． 
明治 19（1886）年：
年 俸 $700 、 旅 費
$700 
 
 
デ イ ヴ ィ
ド・ボーマ
ン・シュネ
ーダー 
David B. 
Schneder 
明 治 21
（ 1888）
年 1 月 
昭 和 11
（1936）
年 
英語、神学、哲
学、倫理学｜ 
英文学、組織神
学実践神学  
Franklin and 
Marshall College, 
Lancaster 
Seminary．小学校
教員。 
 
明治 21（1888）年：
年俸$1200 
JP モール Jairus P. 
Moore 
明 治 22
（ 1889）
年 
明 治 26
（1893）
年 
教会歴史、英
語｜ 
歴史神学 
 
 
                                                   
26 東北学院百年史編集委員会 1989: 270. 
27 旧職員名簿が整備されていないため、それぞれの年の職員体制から氏名をピックアップ
している。初めて名前が挙がったのは明治 24（1891）年ならば、それまでに赴任して
いるが、赴任が具体的に何年かわからない人が多い。さらに明治 34（1901）年までに
Allen K. Faust も赴任しているが、明治 30 年（1897）までに赴任したかどうかわから
ないので、考察に入れないことにした。個人の赴任・離任については東北学院百年史編
集委員会 1989 を参考にした。  
28 ｜の前の科目は普通科、｜の後の科目は神学科。東北学院百年史編集委員会 1990: 41-58
（明治 24（1891）年 7 月 14 日「東北学院設立認可申請書類」）、Ibid: 62（明治 25（1892）
年 8 月 29 日「東北学院新憲法の制定」）、Ibid: 72-73（明治 26（1893）年 2 月 21 日「規
則改正認可申請書類」）。 
29 給料は東北学院百年史編集委員会 1989: 185（ホーイ）、Ibid: 282（シュネーダー）。両
替相場の年間平均（明治 19（1886）年は 100 円につき$78.88、明治 21（1888）年は
100 円につき$74.24）を基に四捨五入し円換算するとホーイの給料が年 552 円（月 46
円）で、シュネーダーは年 891 円（月 74 円）である。（東洋経済新報社 1929: 156.） 
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氏名・カタ
カナ 
氏名・ローマ
字 
赴任 離任 担当教科 学歴・給料  
ホーイ婦人 Mrs. Hoy 
(Ault) 
明 治 24
（ 1891）
年までに 
不明 英語、音楽   
シュネーダ
ー婦人 
Mrs. 
Schneder 
明 治 24
（ 1891）
年までに 
不明 英語  
ヘンリー K
ミラー 
Henry K. 
Miller 
明 治 25
（ 1892）
年 10 月 
明 治 41
（1908）
年 
倫理学、英語、
基督教倫理、証
拠論｜徴証論 
Franklin and 
Marshall College 
ノッス Christopher 
Noss 
明 治 29
（ 1895）
年 
明 治 36
（1903）
年 
 Franklin and 
Marshall College, 
Lancaster 
Seminary．米国の
師範学校で 3 年間
物理を教えた。  
ポール・ラ
ムバルト・
ゲルハルト 
Paul L. 
Gerhard 
明 治 30
（ 1897）
年 
昭 和 14
（1939）
年 11 月 
 Franklin and 
Marshall College, 
Lancaster 
Seminary 中退。中
学校教員。  
  
給料が確認できたのはホーイとシュネーダー（David B. Schneder）の赴任当時のみで
ある。 
モール（Jairus P. Moore）が東北学院に赴任する前に 2 年程度山形にあった同教派の山
形英学校を設立し勤務したが、廃校後明治 22（1889）年に仙台に戻って東北学院で勤務
した。その翌年に第二高等学校で週に 8 時間英語を教えることになった。30 
 
3.2 教育課程31 
 東北学院でも教育課程の改正が頻繁に行われた。明治 19（1886）年から明治 24（1891）
年までの間は神学のみで、詳細な課程が不明である。明治 20（1887）年の教育課程によ
ると、神学校は 3 年間のみで、教科は英語および新約書論や牧会学入門等の神学の科目で
あった。32 
 開校当時から神学部は英語神学部と日本語神学部に別れた。英語神学部は名前どおり
                                                   
30 東北学院百年史編集委員会 1989: 693-694. 
31 明治 24（1891）年から明治 28（1895）年までの 4 つの課程を付録 1 教育課程に収録し
た。 
32 東北学院百年史編集委員会 1990: 268-269. 
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基本的に英語で行われたため、入るのに高度な英語力が必要で、入学後英語という授業は
なかった。当時の授業内容について、島貫という学生の回想が残っている。20 年後に書か
れたものではあるが、それによると最初はホーイが英語で講義をし、それを押川が通訳し
た。33 当時直接英語の講義を理解できる生徒がいなかったためであろう。通訳形式の講義
がいつまで続いたかわからないが、シュネーダーが明治 23（1890）年 2 月に書いた記事
には、「神学の授業の多くは通訳で教えなければならなかった」とある。34 「当時」とい
うのはシュネーダーが赴任した明治 21（1888）年であるため、通訳形式の講義は少なく
とも 2 年続いたようである。ただし、この授業形態を何年生にまで当てはめたのかは不明
である。 
明治 24（1891）年 7 月の「東北学院設立認可申請書類」35によると、英語以外の言語は
任意で、本科 2 年からドイツ語、3 年からラテン語、4 年からギリシャ語があった。ギリ
シャ語とラテン語が教授されたのは、神学を勉強する上で必要であるからであろう。教員
の担当教科をみると、哲学や外国語はアメリカ人の教師が教えていたので、そこから「英
語をある程度覚えてから英学に移行する」という学校の教育方針が読み取れる。  
明治 25（1892）年 9 月の改訂には授業時間数が記載されるようになり、予科 1 年から
順に 10 時間、9 時間、8 時間、8 時間、4 時間、3 時間、1 時間と、最初は時間を多く割け
るが、少しずつ時間数を減らす方式になっている。36 上級の本科 3，4 年では英語の文学
史や詩歌を扱い、高等的な英語の授業が提供された。 
明治 28（1895）年 3 月に普通科と専修部が設置された。この時、さらに 2 年間の文学
専修科が新設され、予科と本科を合わせた在学期間が 7 年から 5 年に減った。37 これを受
け、総時間数も第 2~4 年で週 2 時間増え、第 5 年で週 6 時間増えた。英語の時間数が最初
の 5 年間で計 39 時間から 5 年間で 40 時間へと、あまり変化しなかった。 
教育課程とその変遷からわかることは、（1）英語にかけていた時間が、予科では総時間
数の 3 割を超えた、（2）学年が上がるにつれ英語の時間数が減り、特に上級になると英学
の時間が増えた、ということである。この時期には英語の教師が外国人のみならず日本人
                                                   
33 東北学院百年史編集委員会 1989: 265-266.  
34 東北学院百年史編集委員会 1990: 856. 
35 東北学院百年史編集委員会 1990: 41-58. 
36 東北学院百年史編集委員会 1990: 63-69. 
37 東北学院百年史編集委員会 1990: 89. 
44 
 
も担当しており、外国人宣教師がむしろ神学部の持ち時間が多かったようである。38 宣教
師は東華学校のデフォレストと同様に、自分達が英語教師ではなく、宣教師だという意識
が高かったのではなかろうか。そのひとつの証拠としては、以下の叙述を挙げる。 
 
先任のホーイ、シュネーダーを始め、ミラー、スナイダー、ノッスらは正規の神学教
科の授業のほかに担当を余儀なくされる英語の授業で悩み抜き、かねがね外国伝道局
に英語を専門に担当する学校専任の宣教師の派遣を強く要望していた。  
（東北学院百年史編集委員会 1989: 708） 
 
その要望に応じて派遣されたのがゲルハルト（Paul L. Gerhard）であった。  
 
3.3 使用教科図書 
 残念ながら、東北学院の使用教科書が確定できないが、推定用の資料として明治 24（1891）
年 7 月の「東北学院設置願認可」には「科用図書目録」がある。ここにある図書はすべて
教科書として用いたかどうかはわからないが、付録 2 使用教科図書に挙げた。1 部しかな
い本は教科書として用いられたのか疑わしいが、多くの読本や文法書は 10 部以上あった
ので、授業で用いられたのではないかと思われる。英語の教科書以外に他教科で外国人が
執筆した図書は天文学、論理学、歴史、地理、科学（物理、生理学、地質学、化学、動物
学、植物学）、数学、道徳、経済、健全学など多岐にわたる。39 
 
3.4 宗教活動 
 東北学院が仙台で設立された初めての男子のいわゆるミッションスクールであった。最
初の 5 年は神学校であったため、全生徒がキリスト教徒であり、牧師になることを目指し
ていた。成果の例として、1 年目に入学した学生が初めての休みを迎えると、伝道活動を
行い、20 名も改宗させることができたと報告されている。40 
東北学院に改称してからキリスト教徒の生徒数が、残念ながら見当たらない。 
 
                                                   
38 日本人の担当科目は「英語」と「訳読」と書かれている。日本人教師には留学歴 6 年間
の唐澤造酒などがいた。 
39 宮城県教育委員会 1979 : 547-548. 
40 東北学院百年史編集委員会 1990: 857. 
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4. 宮城女学校（明治 19（1886）年 9 月設立） 
 
4.1 学校の変遷と教師 
 宮城女学校はドイツ改革派のポールボー(Elizabeth Poorbaugh)とオールト（Mary Ault, 
後ホーイ婦人）を始めドイツ改革派の宣教師によって設立された。宮城県内初の普通教育
を施す女子教育機関であったため、人気があり、松平県令の娘のような、権力ある家のお
嬢さんも通った。東北神学校に比べ生徒数が多く、場所の確保に苦労しながら教育を行っ
た。 
プールボーとオールの生い立ちを簡潔に述べると、プールボーはアメリカで数年間中学
校や師範学校で教えた。オールとはペンシルバニア州立師範学校を卒業して間もなく来日
した。2 人とも 17 歳ごろに両親を亡くした。41 
 明治 30（1897）年までの外国人教師を表 4 にまとめる。スイス生まれのズーフルを除
き全員は米国籍である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
41 宮城学院編 1987: 112-115. 
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表 442 
氏名・カタ
カナ 
氏名・ローマ
字 
赴任 離任 担 当 教 科
43 
学歴 
メアリー・
B・オール
ト 
Mary B. Ault 明 治 19
（1886）年
9 月 
明 治 21
（1888）年
6 月 
英語、聖書 Keystone State Normal 
School (Pennsylvania) 
エ リ ザ ベ
ス・R・プ
ールボー 
Elizabeth R. 
Poorbaugh 
明 治 19
（1886）年
9 月 
明 治 26
（1893）年
3 月 
聖 書 、 英
語、家事、
音楽、体操 
York High School
（Pennsylvania） 
エマ・F・
プールボー 
Emma F. 
Poorbaugh 
明 治 21
（1888）年
9 月 
明 治 26
（1893）年
5 月 
英 語 、 聖
書、家事、
音楽 
Berlin High School 
（Pennsylvania） 
M・C・ハ
ロウェル 
Mary C. 
Hallowell 
明 治 24
（1891）年
9 月 
明 治 31
（1898）年
7 月 
英語、音楽 Wilson College 
ジ ャ イ ラ
ス・P・モ
ール 
Dr. Jairus P. 
Moore 
明 治 26
（1893）年
4 月 
明 治 27
（1894）年
8 月 
英語、聖書 Franklin and Marshall 
College, Heidelberg 
Theological Seminary 
ア ニ ー ・
M・モール 
Annie M. 
Moore 
明 治 26
（1893）年
9 月 
明 治 27
（1894）年
7 月 
英語、聖書  
レナ・ズー
フル 
Lena 
Zurfluh 
明 治 27
（1894）年
9 月 
明 治 41
（1908）年
7 月 
聖書 Heidelberg University 
(Ohio) 
リ リ ー ・
M・ロール
ボー 
Lillie M. 
Rohrbaugh 
明 治 30
（1897）年
9 月 
明 治 33
（1900）年
3 月 
英語 Heidelberg University 
(Ohio) 
 
残念ながら、給料の金額が見当たらない。 
 
4.2 教育課程44 
 設置申請書類によると明治 19（1886）年では、学校は予科 3 年と本科 4 年から構成さ
れた。45 しかし、予科 1・2 年の教育課程が欠落している。授業時間数がないが、英文学
の教授内容をみると、他学校と異なる点は本科第 1 年では言語分析法を、第 3 年から英詩
を学んだことである。46 
                                                   
42 宮城学院編 1987: 839-841（旧職員名簿 外人の部）、169（設置関係者の履歴書）。  
43 宮城学院七十年史編集委員会 1956: 219-221. E.R.プールボーと E.F.プールボーの担当
科目は宮城学院編 1987: 222 も参照。E.R.プールボーは 1 日 5 時間授業であったようで
ある。 
44 宮城女学校の教育課程を付録 1 に収めた。 
45 宮城学院編 1987: 172-173. 
46 宮城学院編 1987: 172-173. 
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開校当時の授業風景を伝える報告や回想がある。まず、ポールボーが明治 20（1887）
年 1 月 19 日に書いた書簡から、「ファースト・リーダー」の授業で、教授内容が早く終わ
ると英文朗読をさせ、「正しく読めるかどうかの試験をしてみ」たそうである。勉強し始め
てから 3 ヵ月が経っているというお冬さんは「3 頁もの長い分を一箇所の間違いもなく読
んだのです」。47 同じ書簡に書取り試験の内容は 2 音節の単語 25 語であったと書かれてい
る。学生であった武藤ゆきと岸波せき連名の回顧文には、課業は最初英語のみで、体操は
10 分英語で行った。休憩時間がなかった。学生が必至になり興味を持ったのはスペリング
であった。 
 
通例 20 人から 25 人位が一列に並び、綴を間違ったら順送りに当てられ、正答者は
順番を上げられ、一週間続けて首席の者は次の週の第一日には態と列の最後の順番に
置かれましたが、それでも能力や勉強の如何によって順番に異動を生じ、正答はズン
ズン順番を上げられるので、誰も彼も皆懸命に競争をしたものであります。  
（宮城学院編 1987: 193-194） 
 
学期末に正答数の最も多い人がカードをもらえたそうである。 
 明治 23（1890）年に教育課程が改訂され、時間数が記載されるようになった。週 30 時
間の授業で、そのうち英語は予科 3 年と本科 1 年の 7 時間を除き、残りの学年は 5 時間で
あった。48 英語の授業の内容に関し、地理や歴史という記述がなくなり、本科 3 年と 4 年
では心理学が新出する。さらに、明治 23（1890）年の改訂に関する校長のポールボーの
書簡に以下の興味深い記述がある。「この改訂によって、今年より多く、よりレベルの高い
日本人の教師を雇うことになるが、同時に英語の教師の数を減らせる。なぜならば、自然
科学と数学をことごとく日本語で教えることにしたから。」 49 この言い方から、明治 23
（1890）年までは自然科学と数学を英語で教えていたように受け取れる。残念ながら、こ
の書簡の記述を裏付けるデータが見当たらない。  
これから顕著なことは次の 2 つであろう。ひとつ目は、女子学校でも男子中学校と同程
度の時間数を英語に割けたことある。明治 30 年代（1897-1907 年）に設立された公立の
                                                   
47 宮城学院編 1987: 189. 
48 宮城学院編 1987: 219. 
49 宮城学院編 1987: 223. 
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女学校では英語は週に 2，3 時間であったのに対し、宮城女学校はその 2 倍以上を確保し
た。さらに、同じドイツ改革派の東北学院の時間数がわかる明治 25（1892）年の課程に
比べると、7 年間合わせた時間数が東北学院の 43 時間に対して宮城女学校は 39 時間であ
った。まさに男子と同様の英語力を育てようとしていたのではなかろうか。2 つ目は、本
科の高学年では英語で心理学を勉強し、女子の学校でも英学の授業になっていることであ
る。これは英語の授業時数に多くの時間を割けた理由でもあり、教師の多くが外国人だけ
あって、英語を使えるようにならないと勉強が進まなかったのであろう。 
宮城女学校でも英語の授業は外国人のみならず、日本人も担当した。明治 23（1890）
年 6 月に退職した稲垣姉妹は倫理、英学、および地理歴史を担当しており、明治 30（1897）
年までの日本人の教師 27 名のうち、5 名が訳読を、3 名が英語を担当した。50 
 
4.3 使用教科図書 
 宮城女学会の使用教科図書に関する情報がほとんどない。唯一ポールボーの明治 20
（1887）年の書簡に、授業でスイントンの第 1 読本を用いたと書かれている。51 
 
4.4 宗教教育 
 明治 20（1887）年 6 月、開校してから 10 ヶ月の時点では受洗者が 2 名以上出た。52 第
2 年末には在籍生徒 48 名中、受洗者は 12 名おり、8 名が希望しており、さらに 3 名は親
の許可を得られない状態にあったので、合わせるとちょうど生徒の半分がキリスト教志向
を持ったことになる。53 明治 22（1889）年 4 月には受洗者が 19 名であった。54 このよ
うな統計から、宮城女学校の生徒が徐々に改宗していって、生徒の 2 分の 1 から 3 分の 1
程度がキリスト教徒であったことがわかる。受洗希望者が減らなかったことから、キリス
ト教徒として入学したよりは在学中に刺激を受けてキリスト教に改宗したケースが多かっ
たのではないかと思われる。なお、宮城女学校の外国人教師が学校を離れて裁縫塾等でも
バイブルクラスを開いたが、そのような活動による受洗者がどれくらいいたのかは不明で
ある。 
                                                   
50 宮城学院編 1987: 222-223（稲垣姉妹）、宮城学院七十年史編集委員会 1956: 222-223（日
本人旧職員名簿）。 
51 宮城学院編 1987: 189. 
52 宮城学院編 1987: 199. 
53 宮城学院編 1987: 206. 
54 宮城学院編 1987: 209-210. 
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4.5 女子教育 
 宮城女学校が仙台市で初めての女子の普通教育機関であっただけに、女子教育への貢献
が大きかった。具体的にみると、公立女子校の設立をめぐる興味深い逸話がある。ホーイ
婦人（オールト）が大正 8（1919）年 4 月に書いた回顧文によると、「二年目に政府の基
準に合わなければ公立の女学校が設立されると［注：政府に］いわれた。もちろんそんな
ことは私達の仕事を台無しにするので、よりよい対応を乞う手紙を書いた」。55 政府がお
金を節約するために私立の女学校の存在を利用し公立の女学校の設立を伸ばしていた可能
性があるのではないか。しかも政府が公立女学校の設立を脅迫にさえ用いたところが非常
に興味深い。  
 50 周年の回顧文には、当初授業を担当していた稲垣秋香（ぎん）は以下のように述べた。
「軍人官吏の妻女を初め種々雑多の婦人らが西洋人から直接英語の稽古が出来るといふ好
奇心にかられて入学されましたので忽ち教室も手狭を感ずるほどになりました。」従って
20 代の生徒も多かった。日本人は「大和魂を失はせぬ様な女学校を作りたい念願に満ち満
ちてをりましたのに、外国の教師らは又日本女子をあっぱれ米国婦人に作り上げようとさ
れるので自然意思の疎通を欠」く点で苦しんだという。56 明治 23（1890）年 6 月に妹と
ともに学校をやめた理由もこの点にあるのであろう。57  
宮城学院の影響は入学した生徒以外にもおよんでいた。節 4.4 でも触れたが、明治 20
（1887）年に私立松操学校（朴沢女子校・仙台大学と明成高等学校の前身）の校長はキリ
スト教に関心を持ったため、100 名ほどいた塾の生徒に週 3 時間英語を教えてもらうよう
に外国人教師を雇用した。58 外国人教師が月に 1 回キリスト教講話も塾で行った。59 同
時期に陸軍の将校婦人達のグループに英語と婦人一般教養を教え、ポールボーとオールト
が週 2 時間ずつ担当した。60  
                                                   
55 宮城学院編 1987: 192. 引用者訳。“We were told [by the government] if we did not 
measure up to their requirements, a Government school for girls would be opened. 
That of course would have wrecked our work, and so we wrote very pleading letters 
for better quarters.” 
56 宮城学院編 1987: 192. 
57 宮城学院編 1987: 224. 
58 午後に 1 
時間ずつ、月曜日はポールボー、水曜日はオールト、金曜日はホーイ。  
59 塾主の朴沢三代治は「明治 10年 8月には宮城師範学校女子師範学科の裁縫教員となり」
教育に熱心であったようである。宮城県教育委員会 1976: 667. 
60 宮城学院編 1987: 198. 
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 明治 20（1887）年から生徒数を 50 名前後保っていた。61 男子校に比べると小人数では
あったが、上で述べたように受洗者が多く出たり、英語が上達したりするという結果を残
せた。 
 
5. 尚絅女学会（明治 25（1892）年 8 月設立、同派宣教師の居住は明治 17（1884）年か
ら） 
 
5.1 学校の変遷と教師 
 尚絅女学会はバプティスト派によって創立された私塾である。仙台において明治 17 年
末からバプティスト派男性宣教師ジョンズ（E.H. Jones）が仙台で居住しながら伝道活動
をしており、仙台の教育状況が激変した明治 19（1886）年に女性宣教師ブラウン（Harriet 
M. Browne）が、翌年にファイフ（Nellie E. Fife）が来仙した。62 この 2 人の女性は尚
絅女学会設置の前に仙台を離れているが、仙台で「家塾生の教育」を含め英語でさまざま
な活動を行った。ミード（Lavinia Mead）が明治 25（1892）年に女学会を正式に設立し
た。尚絅女学会が正式に女学校に昇進したのは明治 32（1899）年であった。  
明治 25（1892）年以前はバイブルクラスを開いたりし、バイブルウーマン（伝道する
女性）の育成を目指していた。その延長線で明治 23（1890）年に宣教師が少女 5 名と同
居し、将来に寄宿学校を開設する準備を進めた。この少女達はキリスト教徒の母親と死別
した女子 3 名で、宣教師と一緒に住みながら公立小学校に通い、残り 2 名はキリスト教徒
であるため家族に勘当された女子であった。63 明治 25（1892）年の尚絅女学会設立当初、
生徒 3 名が普通科、2 名が聖書科で学んだ。64 徐々に校舎を整備し、学校らしい教育を施
すようになった。この点は尚絅女学会とそれ以外の在仙キリスト教系学校との大きな違い
である。つまり、尚絅女学会のみが最初から学校教育を目指していなかったことにある。
他の 4 校は生徒の数を問わず最初から教育課程や入学手続きを決めたりしていたのに対し、
尚絅女学会ではバイブルウーマンの育成が学校に発展したのである。  
明治 24（1891）年に規模拡大に向けての準備が始まったが、さまざまな事情でミード
                                                   
61 宮城学院編 1987: 202（1 年目 78 名、正規に通学約 40 名）、206（第 2 年末 48 名）、209-210
（明治 22（1889）年 4 月 49 人）。 
62 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 26. 
63 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 37-39 
64 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 41. 
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がひとりになってしまい、結局ひとりで明治 25（1892）年 8 月に塾を正式に開いた。ブ
ゼル（Annie S. Buzzell）が 11 月に来仙してから 2 人で率いた。ブゼルは子供のころから
日本での伝道を志したが、姉が先に海外伝道に就いたため、待たざるを得なかった。その
間に、ギッボン神学校を卒業し、6 年間小学校の教員を務めた。65 その後仙台に来てから
女学校の設立に関わり、初代校長になった。  
 宮城女学校との比較で興味深いところが、目指す生徒像である。宮城女学校の教師はア
メリカ風の女性の育成を目指したことは上述のとおりである。尚絅女学会の目指す生徒像
は八田とき子の回想で以下のように述べられている。  
 
其の頃66 のミッション・スクールと云へば大方は欧米式そのまゝを日本人に応用
する事が多い様で御座いました。しかし先生［注：ブゼル］は日本のむすめ、日本
のむすめ、とよく仰せられ、日本風の教育を只管に念頭に置かれ、つとめて日本の
事情に即せられた事は申す迄もなく、日本の美しい習慣をよく強調せられました点
など、当時の西洋人間には全く異彩を放ちました。        （栗原 1940: 
809） 
 
尚絅女学会の外国人教師の情報を表 5 にまとめる。 
 
表 567 
氏名・カタ
カナ 
氏名・ロー
マ字 
赴任 離任 担当教科 学歴 
ハリエット
M ブラウン 
Harriet 
M. 
Browne 
明治 19（1886）
年 
明 治 22
（1889）年 
家 塾 生 の 教
育 
 
ネリーE フ
ァイフ 
Nellie E. 
Fife 
明治 20（1887）
年 
明 治 24
（1891）9 月 
 
家 塾 生 の 教
育 
 
ラ ヴ ィ ニ
ア・ミード 
Lavinia 
Mead 
明治 23（1890）
年 
明 治 24
（1891）年 
聖書（寮生） プ リ ス バ リ
・ーアカデミー 
L ア デ ー
レ・フィリ
ップス 
L. Adele 
Phillips 
明治 23（1890）
年 
明 治 24
（1891）年 4
月 
家 塾 生 の 教
育 
 
アニーS ブ
ゼル 
Annie S 
Buzzell 
明治 25（1892）
年 11 月 
大正 8（1919）
年 
英語、家政、
聖書等 
ギッボン・アカ
デミー 
                                                   
65 栗原 1940: 69. 
66「その頃」とはいつごろか、残念ながら書かれていない。  
67 赴任・離任・担当教科については尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 674. 
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給料は直接アメリカの伝道局から支給された。給料は表 6 にまとめる。68 
表 6 
氏名 年 給料 個 人
先生 
ミッションの
仕事 
家賃 
ファイフ 明 治 22
（1889）年 
$545.83 
726 円 
$50 
67 円 
$125 
166 円 
 
明 治 24
（1891）年 
$500 
640 円 
$50 
64 円 
$200  
256 円 
$125 
160 円 
ミード 明 治 24
（1891）年 
$416.66 
533 円 
$50 
64 円 
 $150 
192 円 
明 治 26
（1893）年 
$500 
805 円 
$50 
81 円 
$200 
322 円 
$250 
403 円 
明 治 29
（1896）年 
$500 
950 円 
$80 
152円 
  
ブゼル 明 治 26
（1893）年 
$416.66 
671 円 
$50 
81 円 
  
明 治 27
（1894）年 
$500 
985 円 
$100 
197円 
$300 
591 円 
 
 
年$500 程度（約 533~950 円）の給料に加え、日本語教師を雇うために年$50~$100（約
60～200 円）や、ミッションの仕事のために$125~$300（約 160～590 円）以外に家賃も
支給されたことがわかる。  
 
5.2 教育課程  
 残念ながら、尚絅女学会の使用教科図書の情報は見当たらない。教育課程については、
明治 32（1899）年以前のものが残っていない。付録 1教育課程に参考までに明治 32（1899）
年の課程を載せた。 
正式な書類以外に、回想文や教師の書簡から教育課程についてわかることを以下で述べ
る。大正 12（1923）年の時点で千葉勇五郎が書いた回顧文によると、明治 25（1892）年
                                                   
68 学校経営に関する項目を略した。Woman’s Baptist Foreign Missionary Society of the 
West 1889: 90-91, Woman’s Baptist Foreign Missionary Society of the West 1891: 
109, Woman’s Baptist Foreign Missionary Society of the West 1893: 130, Woman ’s 
Baptist Foreign Missionary Society of the West 1894: 122, Woman’s Baptist Foreign 
Missionary Society of the West 1896: 117, Woman’s Baptist Foreign Missionary 
Society of the West 1897: 115. 
円換算は当時の年間平均為替相場を基に引用者が四捨五入し計算した。東洋経済新報社
1929: 156. 明治 22（1889）年：100 円=$75.28、明治 24（1891）年：100 円=$78.01、
明治 26（1893）年：100 円＝＄62.12、明治 27（1894）年：100 円=$50.79、明治 29
（1896）年：100 円＝＄52.75。 
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に当時青山学院在学中に帰省の際に尚絅女学会を見学したことがある。その時は「五、六
人の少女が集まって聖書、英語、国語、算数、裁縫、編物位の事を学んでおられました」
という。69 ミードの明治 25（1892）年の報告によると、科目は聖書、国語、英語、音楽
など十科目以上で修業年が 4 年であった。70 この時にはすでに普通科と聖書科に分かれて
いた。明治 26（1893）年 3 月に尚絅女学会でブゼルが午後１時から 2 時まで週 4 日英語
を教えていたと書いている。71 さらに明治 29（1896）年 2 月のブゼルの書簡に、自分の
1 週間のスケジュールが書かれている。72 授業としては編み物（週 1 時間）、英語聖書（週
2 時間、「英語で自由に生徒に聖書の講義をされた」73）、英語（週 1 時間）、聖書（週 4 時
間、予め準備した日本語で）があり、さらに日本語の教えを受ける時間が週 3 時間あった。
自ら音楽を個人に教える時間が 6 時間で、練習する時間が 9 時間であった。この 2 つの報
告をみると、かなりきめ細かな教育課程が用意されたようである。人数は少なかったが、
キリスト教徒の一女性として必要な教養と家政的な知識をしっかり教えようとした意図が
読み取れる。  
ブゼルの時間割について、明治 26（1893）年の書簡に比べると 1 週間で英語を教えた
時間が週に 4 時間から 1 時間まで減り、さらに英語で聖書を教える時間が週 2 時間であっ
た。週 14 時間の授業時間のうち、もっとも多かったのが音楽で、2 番目が 4 時間日本語で
教えた聖書であった。明治 29（1896）年には日本語で授業ができるようになっていたの
で、生徒がわかりやすいように敢えて英語で教えなかったのであろう。  
時期は不明であるが、毎土曜日の放課後、学校全体が讃美歌の練習をした。そのとき、
ブゼルが難しい発音や間違いやすい英語を黒板に書いて練習させた。早口言葉を使用し、
ブゼルが「笑の中に、発音矯正に努力してくださいました。私共はこの時間を発音讃美歌
の時間と称し、一週間に於ける最も楽しい時間のひとつとして、待遠しく思つて居りまし
た」という回想が残されている。74 
最後に、明治 36（1903）年頃、ブゼルはこんなに忙しくしている甲斐があるかという
質問に対し、こう答えている。  
                                                   
69 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 42-43、『むつみのくさり』第 14 号（1923）から  
引用。 
70 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 43. 
71 栗原 1940: 18. 
72 栗原 1940: 130-131. 
73 栗原 1940: 132. 
74 栗原 1940: 166-168. 
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それは千倍もあります。誰が何と云つても、私の今の位置を人と換へたくはありませ
ん。学校の生徒たちが、始め年若い無分別な「異教徒」であつたのが、熱心な高潔な
基督教婦人に変化していくのを見る時、私は神様がかゝる立派な仕事に私を招き給ひ
しことを感謝し、喜び勇むのです。              （栗原 1940: 137） 
 
デフォレストは国際交流を助けることにやり甲斐を感じたと述べたのに対し、ブゼルはキ
リスト教徒の若い女性を育つことにやり甲斐を感じた。その差の一因は報告の場（県教育
委員会に対するものか、個人の書簡なのか）であろうが、明治時代の宣教師はさまざまな
意図で学校教育に関わったということが明確である。  
 
5.3 使用教科図書 
 尚絅女学会の使用教科図書に関する情報が見当たらない。  
 
5.4 宗教教育 
 尚絅学院の生徒のどれくらいが改宗したか不明である。ただし、塾として始まった最初
から聖書科を設けたり、キリスト教の信徒者を育てようと若い女性と同居したりし、宗教
教育に力を入れたことは確認できる。 
 明治 27（1894）年頃、入学した布澤よしぢの回顧によると、朝は騎兵隊のラッパとと
もに起床し、先生、生徒、コック、および賄が一室に集まり礼拝をした。毎朝 1 人ずつ順
番に祈った。同時期ブゼルの書簡によると、朝の礼拝ではオルガンに伴奏され讃美歌を歌
い、ブゼルが聖書を 1 節ずつ朗読したそうである。75 
ひとり目の卒業生は日本人の牧師と結婚し、次に卒業した 5 名は全員寄宿舎に住み、バ
イブルウーマンとして活動した。このバイブルウーマン達も伝道局から援助をもらってい
たようである。76 額について、上述の布澤よしぢは月 3 円 50 銭をもらったと回想してい
る。77 
 宮城女学校と同様に、尚絅学院の外国人教師も裁縫塾や仙台商業などで校外授業を行っ
                                                   
75 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 56. 
76 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 59-61. 
77 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 68. 
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た。さらに男子の生徒を対象にしたバイブルクラスは明治 26（1893）年 4 月から大正 8
（1919）年まで続いた。資料が少ないが、例えば明治 32（1899）年にブゼルが書いた原
稿から、その概要がわかる。通訳なしですべて英語で行ったようである。週に何時間も英
語を勉強していた男子生徒ではあったが、「われわれは語学不足のために、最初は彼女の英
語が理解できなかったが、彼女の熱心を感じ、それに感動した」と内ヶ崎作三郎は回想し
ている。78 バイブルクラスのきっかけは第二高等学校の学生で、尚絅で図学を教えていた
飯塚啓の依頼によるものであったが、1 年の間にメンバーが増え、4 名が洗礼を受けた。
書斎の広さの関係で、人数が 14、5 名に限られていた。79 全員が改宗したわけではないが、
受洗者が多くいた。80 さらに明治 30 年代（1897-1907 年）以降になるが、ブゼルは仙台
第二中学校の生徒を対象にバイブルクラスや例会を開いた。81 
 
5.5 女子教育 
 宮城県で外国人が開いた女子教育機関は明治 30（1897）年までに尚絅学院、宮城女学
校、およびフランス・カトリック系の仙台女学校のみであった。宮城県内で公立女学校が
できたのは明治 30（1897）年であるため、宮城県において女子の普通教育は 11 年間もキ
リスト教系の私立学校のみで行われた。尚絅女学校の創立 10 周年の祝賀会について、デ
フォレストが以下のように述べている。  
 
女子教育は日本人にとって驚くべきものであった。［中略］女性のミッションスク
ールが公立女学校に及ぼした影響は永遠に記録されるべきである。最近、仙台のバ
プティスト系の女学校の 10 周年の祝いでは、政府の役員（High official）がこう
いった。 
貴女方ミッションの女性達が、日本の為に夢で見たよりも大きなことを成し遂げた。
私達の政府が、貴女方の成功に刺激されるまで女学校の設立の成功を望めなかった。
貴女方の先例なしに現代普及しつつある女子の高等教育はなかっただろう。             
（DeForest 1904: 130-131）82 
                                                   
78 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 77. 
79 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 78-79. 
80 栗原 1940: 858-859. 
81 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 82. 
82 引用者訳。”Schools for girls were a surprise to the people here… The influence of 
56 
 
ミッションスクールと女子教育の普及の関係は先行研究で詳細に証明されている。その傾
向は宮城県でも見受けられる。  
 
5.6 社会貢献 
 教育以外に、ブゼルを中心に、バプティストのミッションが自営館という授産施設を設
けた。開設の年は不明であるが、明治 31 年（1898）に移設しているということから、そ
の前にできたはずである。自営館には、貧困者約 30 名が自立を目指しながら共に暮らし
た。このような施設は当時の仙台で珍しかったようで、貧困層の自立には大きな役割を果
たした。83 
 
6. 私塾 宮城英学校（蜂屋可秀、設立不明～明治 23（1890）年）と宮城英和学校（鈴
木光俊、明治 23（1890）20 年 3 月～閉校不明） 
 
6.1 学校の変遷と教師 
 宮城英学校と宮城英和学校は尚絅女学会と同じバプティスト派の宣教師が英語を教えた
私塾である。記述が限られているので、一緒に扱うことにした。まず尚絅学院の 100 年史
には以下のような記述がある。 
 
そして、［ジョンズが］仙台第一浸礼教会の執事蜂屋可秀が創設した「宮城英学校」
の教師となり、居留地外に定住する資格を取得した。その学校は 1890［注：明治
23］年に廃校となるが、その後まもなく、旧仙台藩士でジョンズの伝道助手兼日本
語教師の鈴木光俊が設立者となって「英和学校」を開設する。ジョンズはこの学校
の教員という資格で仙台居住を継続することができた。  
（尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 27） 
 
                                                                                                                                                               
these [girls’ mission] schools on the Government girls ’ schools is a point that 
deserves permanent record. I heard a high official say not long since, at the 
celebration of the tenth anniversary of the Baptist Girls ’ School in Sendai, ‘You 
missionary ladies have done a vastly greater work for Japan than you ever dreamed 
of. Our Government had no hope of success in establishing girls ’ schools until we 
were inspired by your successes. …without your example there would now be no 
growing system of higher female education. ’” 
83 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 76. 
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一次資料では、明治 21（1888）年の伝道局報告書にはジョンズ（Ephriam H. Jones）が
「この一年間、私が私達の学校で英語教師を務めていたため、森岡にも八戸にも行けなか
った。ところで、仙台は条約都市ではないので仙台の居住を許すパスポートを得るために
英語を教えねばならない」と書いた。84 さらに同年にこう報告した。「今仙台に居住する
ために公立学校か私立学校で英語を教えねばならない。公立学校でキリスト教を教えられ
ないので、教えることができる我が校を創立した」。85 明治 22（1889）年の報告書には、
明治 21（1888）年 1 月には 20 名であった男子生徒が 5 月には 80 名に増えたとある。農
作業と関連して生徒数が減ったり増えたりしたが、数十名程度で授業が維持できたようで
ある。10 月にはハルシー（Mr. Halsey）が学校の経営権をほとんど手に入れた。86 
私塾で英語を教えた宣教師の名前は完全に把握されていないが、表 7 でわかっている範
囲を記す。 
 
表 7 
氏名・カタカ
ナ 
氏名・ローマ字  赴任（来仙）  離任（離仙） 
ジョンズ Ephriam H. 
Jones 
明治 17（1884）年
11 月 29 日 
明治 38（1905）年 
ハルシー R. L. Halsey 明治 21（1888）年 明治 23（1890）年 6 月
ごろ 
 
その他、女性宣教師も働いていたと思われる。87 
 
6.2 教育課程 
 宮城県側の資料には、宮城英学校の記述は年が違うためか、外国人教師の雇用が書かれ
ていない。教育課程や使用教科図書の情報も見当たらない。  
宮城英和学校については明治 20（1887）年 3 月の設置願に教育課程と使用教科図書の
                                                   
84 American Baptist Missionary Union 1888: 289. 引用者訳。 “During the past year, my 
duty as a teacher of English in our school – which duty I have to perform in order to 
obtain a passport to live Sendai (sic), as this is not a treaty port – made it impossible to 
go to Morioka and Hachinohei.” 
85 American Baptist Missionary Union 1888: 372. 引用者訳。“We are now compelled to 
teach English, either in a government school or in our own, in order to get a passport to 
live in Sendai. As we are not free to teach Christianity in a government school, we have 
established one where we have liberty to do so.” 
86 Woman’s Baptist Foreign Missionary Society of the West 1889: 81. 引用者訳。“From 
October Mr. Halsey has taken almost complete charge of the school…” 
87 女子宣教師の氏名や赴任・離任情報については表 5 を参照。 
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資料がある。88 授業は 1 日 3 時間、週 17 時間となり、英語は週 3 時間であった。この設
置願に「エフレーム ヒルヲルス ジョンズ」の履歴書が入っており、伝道局側の資料と
合わせるとジョンズが雇われたと思われる。上述の伝道局の資料によると、この塾はあく
までも宣教師のもので、「経営権をほとんど手に入れた」とさえ書いている。それに対し、
宮城県の資料では塾は県民が開いたものとなっており、日本人が教えたと思われる漢学、
歴史、数学、および習字が授業時間のむしろ多数であった（週 17 時間中 14 時間）。この
食い違いがどこで生じたのであろうか。ひとつの可能性が、設置者の鈴木光俊が名前だけ
を貸したことに起因する。当時外国人が学校を設置できなかったため、日本人の協力者を
通して事務的手続きをしてもらったことがよくあった。この鈴木光俊がジョンズの伝道助
手というので、協力する動機も十分にあったと思われる。しかし、教育内容は英語より日
本語の科目が多いということは、宣教師が伝道局に送る資料であえて自分達の役割を大き
くみせようとした可能性もある。仙台でお金を送ってもらうだけの仕事をしていると思わ
せるために、週数時間の英語の授業を故意に誇張した可能性がある。いずれにせよ、授業
の具体的な内容について資料が皆無に近いため、推測しかできない。 
 
6.3 使用教科図書 
使用教科図書については、宮城英和学校の資料のみがあり、『ニューナショナル』の読
本と、スイントンの大・小文法を用いたことがわかる。 
 
6.4 宗教活動 
 明治 21（1888）年の報告書にはジョンズはこう書いている。「学生は毎日福音を聞き、
多くが自主的に日曜の礼拝やその他の礼拝に出席した。」89 明治 22（1889）年報告書には
最近 1 年半に 38 名が洗礼を受け仙台教会に加入したとある。その内、17 名が学校の生徒
であった。それについてハルシーがこう述べた。「この青年達は教会の金銭的な支えにこそ
なっていないが、交際の場では活発に動いてくれる」。90 明治 21（1888）年 11 月にジョ
                                                   
88 それぞれの付録に挙げている。  
89 American Baptist Missionary Union 1888: 372. 引用者訳。”The scholars have heard 
the gospel every day, and many of them have voluntarily attended the Sabbath and 
other services.” 
90 American Baptist Missionary Union 1889: 51. ハルシーが明治 21（1888）年に書い
たものである。引用者訳。”These young men do not contribute so much to the financial 
support of the church as they do to the active element in the social meetings. ” 
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ンズの報告には信徒に 7名が加わり、その内 2名が学校の青年であると書かれている。91 さ
らに明治 23（1890）年にはジョンズはこう書いている。「ハルシー氏が管理している男子
学校、つまり私達が毎日一定の時間教える学校は、数人の改宗者を出したので私達全員が
喜ぶ。」92 このように、私塾で教えた宣教師が少しずつ改宗者を増やしていった。  
                                                   
91 American Baptist Missionary Union 1889: 52. ジョンズが明治 21（1888）年 11 月に
書いたものである。  
92 American Baptist Missionary Union 1889: 290. 引用者訳。”The school for boys, 
presided over by brother Halsey, and in which we all teach a portion of the day, has 
yielded some converts, for which we all rejoice.” 
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第 3 章 公立と私立の対比 
 
 この章では第 1章と第 2章でまとめたデータに基づき外国人英語教師の役割における公
立学校と私立学校の対比を行う。分析に当たって注目する点は以下のとおりである。序章
で述べた「英語の位置づけ」を英語と英学に分け分析する。 
 
1．英語（英語を教える） 
2．英学（英語を使って他教科を教える） 
3．学校経営 
4．宗教教育 
5．女子教育  
6．その他の地域社会貢献 
 
1. 英語（英語を使っての英語の教授） 
 教授法や教室内の状態を示唆する資料がほとんど残っていないため、当時の英語授業の
実態について知るには使用教科図書、英語の時間数、それから英語の科目または内容であ
る。 
 
1.1 使用教科図書 
 本文に取り上げた学校の半分程度の情報しか残っていないので比較は難しい。使用教科
図書が確認できた学校は、公立としては宮城英語学校と仙台中学校・宮城中学校、私立と
しては東北学院と私塾宮城英和学校である。そのデータを表 1でまとめる。 
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表 1 
公立 私立 
宮城英語学校1 （年不明） 
ウイルソン スペリング（綴字書） 
ウイルソン リーダー（読本） 
カッケンボス大・小文法 
バルンス（ナショナル）第 4読本 
朱氏会話編 2巻 
ブラウン会話書 
アンターウーツ氏アメリカンリテラチュアル 
東北学院2 （明治 24（1891）年） 
文部省会話読本 第 1～第 4 
ユニオン第 2読本 
ロングマン第 3読本  
ニューナショナル第 4読本 
デクソン文法書   
ケロッグ氏修辞学  
ケロッグ氏英国文学 
ケロッグ文法書 
ワイカッフ英作文書 
宮城県尋常中学校（明治 20（1887）年） 
バルンス（ナショナル）読本 
英和通語 松本孝輔 著 
朱氏会話編 吉田信夫 訳 
クエッケンボス大・小文法書 
アンターウーツ氏アメリカンリテラチュアル 
宮城県尋常中学校（明治 25（1892）年） 
スイントン大・小文典 
ロングマン読本第 2～第 5 
バルンス（ナショナル）リーダー第 2～第 5 
バーター英語会話 
宮城英和学校 （明治 20（1887）年） 
バルンス（ナショナル）読本 第 1～
第 6 
スイントン大・小文法 
マンロース 
 
使用された教科図書は主に読本、文法書、および会話書であったことがわかる。読本シ
リーズとしては公私両方で『ナショナル』と『ロングマン』、さらに公立で『ウイルソン』、
私立で『ユニオン』と『ニューナショナル』が使用された。文法書において、公私両方は
『スイントン』大・小文法を使用し、さらに公立でカッケンボス、私立でデクソンとケロ
ッグを使用した。会話の教科書は、公立で『ブラウン』、『朱氏』、および『バーター』を、
私立では『文部省会話読本』を使用した。 
リーダー別の使用状況を表 2にまとめる。 
 
 
 
 
 
                                                   
1 全教科書は英語で書かれたが、ここでは言語としての「英語」の教科書のみを載せる。 
2 9部以上ある、「英語」に当てはまる図書のみ。 
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表 2 
リーダー名 使用学校名（年：何巻） 
『ウイルソン』 
（Willson） 
宮城英語学校 仙 台 中 （ 明 治 12
（1879）年：1~3巻） 
 
『ニューナショナ
ル』 
（New National） 
 
宮城中学校（明治 16
（1883）年：1~4 巻）、
宮城尋常中（明治 20
（1887）年、明治 25
（1892）年：2~5巻） 
東北学院（明治 24
（1891）年：4巻？） 
宮城英和学校
（明治20（1887）
年：1~6巻3） 
『文部省会話読本』 
（ The Monbusho 
Conversational 
Readers） 
 
東北学院（明治 24
（1891）年：1~3巻？） 
  
『ユニオン』 
（Union） 
 
東北学院（明治 24
（1891）年：2巻？） 
  
『ロングマン』 
（Longman） 
 
宮城尋常中（明治 25
（1892）年：2~5巻） 
東北学院（明治 24
（1891）年：3巻？） 
 
『スイントン』 
（Swinton） 
 
宮城女学校（明治 20
（1887）年：少なくとも
1巻） 
  
 
宮城県では明治初期は『ウイルソン』のリーダーが使用されたが、『ニューナショナル』が
出版されるとそれが圧倒的に採用された。『ニューナショナル』の人気は全国的にもみられ
た。4 『スイントン』は宮城女学校で、『ロングマン』は宮城尋常中学校と東北学院で使用
された。宮城尋常中学校では『ロングマン』と『ニューナショナル』を同時に使用してい
たようである。『文部省』と『ユニオン』のリーダーは東北学院の欄にのみ載っているが、
東北学院の資料では教科書と参考書の区別が明記されていないので、授業で使用したかど
                                                   
3 史料には第 6巻までと書かれているが、『ニューナショナル』は 5巻しかなかった。 
4 小篠・江利川（2004）には教科書の使用状況を把握する手がかりとして、「舶来５大リ
ーダーの発行点数」を挙げている。舶来５大リーダーは National, Longmans, Swinton, 
Union, Willsonで、「訳注書」とはそのリーダーに「準拠した訳注書（いわゆる虎の巻）」
をいう（p.3）ものである。それによると明治 12～14（1879-1881）年は『ウイルソン』
のみが発行され、明治 17（1884）年まで王位であった。明治 17（1884）年には総点数
が急増し、ウイルソンがまだ半数程度を確保しながら、『ニューナショナル』が全体の約
3分の 1に増えた。明治 18（1885）年には『ニューナショナル』が『ウイルソン』の約
3倍にまで達した。明治 19（1886）年に検定条例が制定、中学校令で検定教科書の使用
が義務づけられたため、明治 20（1887）年以降総点数が激減したが、根強い人気があっ
て標準読本の扱いをされた（p.2-3）。 
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うかが不明である。 
このデータからは公・私の区別がはっきりしない。むしろ宮城県では当時人気のあった
教科図書がむらなく使用されていたことがわかる。そのため、本論文でリーダーの分析を
しないことにする。ひとつだけいえることは、小篠・江利川（2004）の質的・量的分析に
よると、5 宮城県で使用されたリーダーの累計異語数は全巻の合計では 6,045語（『正則文
部省英語読本』）、12,340語（『ニューナショナル』）、および 15,567語（『ユニオン』）であ
った。6 江利川（2011）には、累計異語数が 11,131語であったユニオン第 4巻が「英検 1
級レベルと考えればよい」とあることから、最も人気のあった『ニューナショナル』も全
5巻では英検 1級程度の内容であったといえるであろう。7 参考ほどに、現代（平成 20（2008）
年告示）の学習指導要領では、中学校では 1,200 語程度、高校では 1,800 語程度、6 年合
わせて 3,000 語程度を習得することになっている。明治期に使用された英語教材はその 2
～5 倍を求めたことだけをみても、公立・私立を問わず期待された英語のレベルの高さが
明確であろう。 
 
1.2 英語の授業時間数  
 授業時間数に関し、付録１教育課程に基づき、私立の学校を男子校と女子校に別けて考
察する。なぜなら、女子校では進学することが想定されなかったことと、当時公立の女子
校がなかったことを考慮すると、男女を合わせて比較すれば偏りが生じる可能性がある。 
 以下の表 3は、時間数がわかっているそれぞれの学校の最後の教育課程を反映したもの
である。改訂を何回も重ねた学校が多くあるため、代表的な教課程としてその最後の改訂
を選んだ。8 数字は週当たり、年度別の英語の時間数／総時間数となっている。 
 
 
 
                                                   
5 小篠の分析には『ユニオン』、『ニューナショナル』、および『正則文部省英語読本』が含
まれる。 
6 なぜ累計異語数かというと、シリーズを通して生徒が覚えるはずの単語の数として、そ
のリーダーのシリーズ全体の難しさのひとつの目安になりうるからである。小篠・江利
川 2004: 112（『ユニオン』）、115（『ニューナショナル』）、123（『正則文部省英語読本』）。 
7 江利川 2011: 25. 
8 最後の改訂は、試行錯誤の結果だと思われるので、教育信念と現実のバランスを最もと
ったものという意味で代表として選んだ。 
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表 3 英語の時間数（週当たり）9 
宮城英
語 
明治 8
（ 1875
）年 
仙台中 
明治 12
（ 1879
）年 
宮城中 
明 治 16
（1883）・ 
25（1892）
年10 
二高11 
明治 27
（ 1894
）年 
東華 
明治 24
（ 1891
）年 
東北学院 
明 治 28
（1895）
年 
宮城女 
明 治 26
（1893）
年 
宮城英和 
明 治 20
（1887）
年 
24/30 4/28 6/28 9/29 7/31  9/27 5/30 3/17 
27/30 7/28 6/28 8/30 10/33 8/27 5/30 3/17 
  7/28 9/30 9/32 8/25 7/30 3/17 
  5/28 8/30 9/32 8/26 7/30  
  5/28 7/30 9/30 7/26 5/30  
    8/28  5/30  
    5/27  5/30  
 
表 4では、表 3のデータから、それぞれの学校のすべての学年の総時間数と英語時間数を
合計した場合を上段に、それから比較できるように最初の 5年間の同合計を下段に載せた。 
 
表 4 英語の時間数（総計） 上段英語、下段全教科 
学校名 官立 県立（明
治 12年） 
県立（明
治 16年） 
二高 東華 東北 宮女 私塾 
総学年総時間数 
       
51 
60 
11 
56 
29 
140 
38 
149 
57 
213 
40 
131 
39 
210 
9 
51 
最初の 5学年総時間数 51 
60 
11 
56 
29 
140 
38 
149 
44 
158 
40 
131 
29 
150 
9 
51 
 
表 3と表 4にまとめたデータから個別学校の傾向がつかみやすいが、公私立別の比較をす
るため、表 5で最初の 5年間分の平均を計算する。官立宮城英語学校と県立仙台中学校で
は、2級分のデータしかないので、公立学校の対象は明治 16（1883）年宮城中学校・明治
25（1892）年宮城尋常中学校と第二高等学校のみにする。 
 
 
 
 
                                                   
9 紙面の都合上、学校名の「学校」を略した。「宮城中明治 25（1892）年」とは宮城県尋
常中学校で、二高は第二高等学校の略である。 
10 宮城中学校明治 16（1883）年と尋常中学校明治 25（1892）年の教育課程は総時間数と
英語の時間数が同じである。 
11 補充科と本科のみ、補充 1年生に習字の時間を 1時間として計算した。 
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表 5 英語の時間数（最初の 5年間分、平均） 上段英語、下段全教科 
宮城尋常中学校 
第二高等学校 
東華学校 
東北学院 
宮城女学校 
 
33.5  
144.5 
42  
144.5 
29  
150 
 
公立学校の全学年の平均時間数は 144.5時間で、英語の平均時間数は 33.5である。私立
男子学校で東華学校の最初の 5年分と東北学院の平均を計算すると、全学年の平均時間数
は同じく 144.5時間で、英語は 42時間である。女子校は宮城女学校のデータしかないが、
5 年間の総合時間は男子校の平均を上回り、英語の時間数のみをみても、宮城尋常中学校
と同レベルの 29時間であった。学校別の時間をみれば、7年の課程ということもあり総時
間数は東華学校に続き 2番目である。 
学校の数が少ないので詳細な傾向はいえないが、明治 20 年代（1887-1897 年）に宮城
県の公立男子校と私立男子校では総合時間数が同じなかで、私立学校が英語に割り当てた
時間がより多かった。さらに私立女子校は公立男子校と同程度の時間を英語に当て、総合
時間数がむしろ公立男子校より高かった。この傾向は次項で考察する「英学」と関連して
いると考えられる。つまり、私立学校では公立学校に比べ英学の要素が多かったため、そ
の英学を学ぶために十分英語を学ぶ必要があった。 
 
1.3 英語の科目・内容 
 それぞれの学校の英語に関する科目を、科目別の表 6にまとめる。科目の内容を定義す
る学校史料が少ないため、同名でも内容が異なる場合があり、逆に名称こそが違うが内容
が同じ科目もある。しかし、傾向をつかむのに学校の名称にしたがって作成した。 
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表 612 
 宮 城
英語 
仙台中 宮城中 宮城県
尋常中 
二
高 
東華 東北
学院 
宮城
女 
私塾宮
城英和 
読方 ○ ○ ○ ○ ○ ○    
読法       ○   
書取 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
習字 ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
綴字 ○   ○  ○ ○ ○  
綴文   ○  ○     
綴方       ○   
会話 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
作文  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
リード
ル・文典 
○ ○        
文法   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
暗誦 ○         
翻訳  ○ ○ ○ ○ ○    
訳解   ○ ○ ○ ○    
講読   ○ ○ ○ ○  ○  
訳読      ○ ○ ○  
語論     ○ ○    
質問      ○    
修辞      ○ ○ ○  
英 文
学・詩 
     ○ ○ ○  
英語作
文・演説 
     ○    
発音      ○ ○ ○  
英文      ○    
 
 この表 6では私立学校と公立学校の違いが顕著である。ほぼすべての学校に共通する科
目は読み方、綴字、書取り、習字、会話、作文、講読、および文法である。この科目は当
時の教授法を反映しているであろう。さらに公立学校と東華学校にのみある科目は翻訳と
訳解である。私立学校 3校で共通しており、かつ公立学校にない科目は訳読、修辞、およ
                                                   
12 表 3同様、紙面の都合上、学校名の「学校」を略した。この表はそれぞれの教育課程に
基づいた作成した。英文学と英詩のように、似ている科目を同じ行に縮小した（例：名
家文集・詩集、英文学、英文学史を「英文学・詩」にまとめた）。教育課程の改訂があ
った学校の場合、その課程に現れるすべての科目を入れた。明治 12（1879）年の仙台
中学校と明治 16（1883）年の宮城中学校の場合のみ差が多かったため分けた。 
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び発音である。13 ただし、科目は分けられなかったが、明治 12（1879）年の宮城中学校
の教科図書には修辞本や文学・詩の図書があり、教育課程の説明にはそれらを教授すると
書かれているため、修辞を勉強したと思われる。それから、各科目の名称が異なるが、私
立学校では英文学や詩も多く取り入れられたようである。 
全体として、公立学校で教えられた科目のほとんどは私立学校でも教えられたが、私立
学校には公立学校にない科目が多くあった。そのなかで語論や修辞のような言語を深く考
える科目と、英文学や詩という言語を楽しむ科目と分けられる。「発音」という科目は私立
学校にのみあった。私立学校にこそ複数のネィティブスピーカーがおり、発音が自然と強
調されたのか、公立学校では発音指導をあえて独立した科目にしなかったのか、原因を究
明するのに資料が足りないが、興味深い結果である。 
 
2. 英学（英語を使っての他教科の教授） 
 英学を決める鍵は授業がどこまで英語で教えられ、どこまで日本語で教えられたのかに
ある。しかし、宮城英語学校と当初の仙台中学校以外、それを直接記する資料が見当たら
ない。そのため、ここでは教授言語を示唆するデータを述べ、それから英学の程度の結論
を導く。ただし、データからのみ判断できないケースが多くある。例として、外国人教師
が英語の教科書を以て英語で教授していたとしても、教室内に通訳者がいたかどうかは、
データから読み取れない。ちょうどそのようなケースが当初の東北学院の神学部にあった。
日本語のわからないホーイが授業を担当しており、英語で教えた。しかし、たまたま数少
ない記述から、その講義に同時通訳が付いたことがわかるので、英学として扱うべきかど
うかが悩ましい。 
 
2.1 使用教科図書 
教科図書をみれば、どの言語を使用したかについてある程度の見当がつくであろう。し
たがって、まず「英語」以外の洋書の教科用図書を表 7にまとめる。英語の教科用図書と
同様、記録が残っている学校が限られている。 
 
 
 
                                                   
13 ただし、私立の「訳読」は公立の「訳解」のであれば、これも全校共通の科目になる。 
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表 7 「英語」以外の洋書の使用教科図書 
公立 私立 
宮城英語学校 
数学：ロビンソンの著書を用い初等・高等代
数学・幾何学・ランド・セービング（測
量学）・三角法 
ミッチェルの大・小地理 
パーレー万国史 
ウースター万国史 
 
東北学院14 （明治 24（1891）年） 
天文学、物理学、地文学、生理学、科学書、
動物学、植物学、算術、代数、幾何、道徳、
経済、倫理学 
ゼボン氏倫理学 
ラベーロン ヒストリカル・アットラス 
マコーレー ワーレン・ヘスチングス 
カッケンボス小米国史 
スウヰントン万国史 
ケロッグ健全学 
マコツ氏 コクニチーブプーアル 
モーチーブパール 
宮城中学校・宮城尋常中学校 
明治 12（1879）年 
グードリッチ氏英国史 
ウイルソン氏万国史 
チャンプル氏近世史 
アンダウーツ米国名家文鈔 
明治 16（1883）年 
マコーレー ワーレン・ヘスチングス 
マコーレー ライフ・オフ・クライブ 
明治 20（1887）年 
マコーレー フレデリック・ゼ・グレート 
マコーレー ワーレン・ヘスチングス 
マコーレー ライフ・オフ・クライブ 
マコーレー ハラム コンスチチュショ
ナール・ヒストリー 
チンダル ベルハスト・アドレス 
スマイルス セルフ・ヘルプ 
 
  
英語で書かれた英語以外の教科用図書の特徴は、英語の教科書程公立と私立とでは重複
がないことである。宮城英語学校は完全に英学の学校であったので、歴史や数学等全教科
の教科用図書は英語で書かれた。それに比べ、明治 12（1879）年の宮城中学校では歴史
はまだ英語の教科書を使用したが、数学の教科書は日本語か英語科分からない。ただし、
明治 12 年というのは、グールドが数学の授業の多くを担当していたため、少なくとも上
級では英語の教科書を使用したと思われる。明治 16（1883）年以降、英語以外の教科用
図書は主に歴史、特にマコーレー（Thomas Macaulay）の著書を使用した。それに対し、
                                                   
14 理科の書物は多くあるためここで略したが、原題は東北学院百年史編集委員会 1990: 
54-55にある。 
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私立の学校では、東北学院の資料しか残っておらず、しかも教科書と参考書を区別してい
ない。東北学院には歴史の書物以外に、英語で書かれた本は天文学、物理学、地文学、生
理学、科学書、動物学、植物学、算術、代数、幾何、道徳、経済および倫理学まで多岐に
亘った。 
東華学校の使用教科書のデータがないのは誠に残念である。デフォレストの発言からす
るとある程度の授業は英学を目指していたと思われるが、それを裏付けるデータがほとん
どない。結局教科書のデータは 3校分のみなので比較は難しい。ただし、洋書が多かった
科目は外国の歴史で、特に公立学校では科学系の本がほとんどななかった。このことから、
外国の歴史と地理を教えるのに洋書が適していると思われたといえるのではないか。 
 
2.2 外国人教師の担当科目 
外国人教師が必ず英語で教えていたわけではなく、日本語で授業を行った教師の記録が
あるのは事実である。しかし、多くの教師は日本語で授業を行うだけの言語力がなかった
はずなので、担当科目は主に英語で教授したと考えられる。 
まず公立学校においては、宮城英語学校の教育課程は主に英語と数学から構成された。
フェスフェルドが英語のみを担当し、フェスフェルド以外の教師の担当科目が直接書かれ
ていない。しかし、明治 9（1876）年 11 月に第 1 級の授業はすべてグールドが受け持っ
たという記録から、数学等を担当していたはずである。15 さらに、仙台中学校・宮城中学
校では、グールドが数学を担当しており、少なくとも明治 12（1879）年には英語の時間
よりむしろ数学の時間が 2倍もあった。宮城尋常中学校になってから、教科担当の情報が
ない。第二高等中学校・高等学校では外国人教師は英語とその他外国語のみを担当してい
たようである。 
私立学校をみると、東華学校で外国人教師は英語とドイツ語を担当した。東北学院では、
外国人教師は英語を始め外国語と神学、心理学、倫理学、哲学および音楽を教授した。理
科と数学は日本人が担当した。宮城女学校では外国人教師が英語、聖書、および音楽を担
当した。尚絅女学会では少なくとも英語、聖書、音楽、および家政や編み物が外国人教師
の担当であったが、そのなかでブゼルが担当したものが多く、ブゼルは明治 20 年代
（1887-1897年）から日本語で授業をすることがあった。私塾では英語のみを担当してい
たようである。 
                                                   
15 「元英語学校一覧表」明治 9年 
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ひとつ注意すべき点は、英語は外国人教師のみが担当したわけではなかったことである。
日本人教師も英語を担当し、科目別の情報が残っている学校では日本人が主に訳読を担当
したようである。訳読は英語力のみならず高レベルの日本語力も必要とするので、外国人
教師には難しかったのであろう。特に日本語が流暢に話せたといわれている教師（デフォ
レスト、ブゼル、シュネーダー等）についても、読み書きには多少の困難があったようで
ある。 
以上の分析から、公私合わせて外国人は主に外国語を教えたが、特に私立においては担
当教科が多岐にわたり、それは男子校についても女子校についてもいえることである。公
立学校でも年代が早い宮城英語学校のように英学を重視する学校ほど外国人が英語以外の
科目を担当したが、その場合でも担当科目は数学に留まったようである。私立学校の方が
英学の要素が多かった。 
 
2.3 学校の目的 
学校目的は一時代の教育方針を反映するものである。それぞれの学校が改訂を重ねてお
り、同じ目的を貫いていないが、それでも目的は考察する価値があるのではなかろうか。 
 それぞれの学校の目的は以下のとおりである。 
 
（１）仙台中学校・宮城中学校 
仙台中学校設立当時の目的はこうであった。「英語ヲ以テ普通ノ学科ヲ教授スルモノニシ
テ在学五ヶ年トス」。16 これは英語学校を引き継いだ英学であった。 
明治 12（1879）年に校名を宮城中学校に改めたときの教則では、邦語科・英語科・英
語変則科が設置された。目的を要約するといかのとおりである。 
 
中学校卒業を目的とする生徒のために邦語科を設け、東京大学または専門学校に入
学したい生徒のために「英語ヲ以テ其階梯タル普通学科ヲ教授スル」ための英語科
を設け、最後に年齢や「各種ノ故障」などの理由で「永ク英学ニ従事スルコト」が
できない生徒のために英語変則化を設けた。               （重久 1951: 160）17  
 
                                                   
16 重久 1951: 157. 引用に当たって旧体字を新体字に改めた。 
17 引用に当たって旧体字を新体字に改めた。 
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それぞれの学科の目的がさらに以下のとおりである。 
 
邦語中学科：「邦語中学科ハ邦語ヲ以テ中学々科ヲ教授スルモノニシテ在学四年トス」 
英語中学科：「英語中学科ハ英語ヲ以テ普通ノ学科ヲ教授スルモノニシテ在学四年ト
ス」 
英語変則中学科：「英語変則中学科ハ教科ノ順則ヲ踏マス英書ヲ教授スルモノニシテ
在学二トス年」                   （重久 1951: 160-161）18 
 
英語科と英語変則科の違いは、明治時代によくあった正則・変則の区別である。19 明治
14（1881）年に英語科と邦語科を統合した経緯は第 1章の 3a.1で述べたとおりである。 
 
（2）第二高等中学校・第二高等学校 
第二高等中学校・第二高等学校の目的は中学校令（明治 19（1886）年 4 月）と高等学
校令（明治 27（1894）年 6 月）にある。中学校令では目的を明記していないが、第三条
では法科、医科、工科、文科、理科、農業、および商業の分科を設けることができるむね
が書かれている。20 明治 23（1890）年 10月の「文部省直轄諸学校官制改正」には、高等
中学校についてこう書かれた。 
 
第一条 高等中学校ハ文部大臣ノ管理ニ属シ高等ノ普通教育ヲ授ケ及大学竝高等専
門学科ノ学習ニ須要ナル予備ヲ為サシムル所トス  
（旧制高等学校資料保存会 1980: 35） 
 
高等学校令では、高等学校は専門学科を教授するところであるが、帝国大学入学の予科
を設けることができると書かれている。21 目指すべきものは普通教育か専門教育か、少々
                                                   
18 引用に当たって旧体字を新体字に改めた。 
19 「正則教授法とは、言葉の学習の本道、すなわち、月音、アクセント、イントネーショ
ン等を正確にし、いちいち日本語におきかえなくても十分理解されるように教授する方
法で、［中略］変則教授法は、文意をとることを主眼とし、漢文素読式な読み方で音声
面には注意しないいわば亜流である。」 編集部 1968: 348. さまざまな異なる定義に
ついて Ibid. 346-348を参照。 
20 旧制高等学校資料保存会 1980: 34. 
21 旧制高等学校資料保存会 1980: 63 
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揺れがあったようであるが、一貫していえることは高等中学校・高等学校は高等教育を行
うところであった。予備校的な位置づけも認められている。 
 
（3）東華学校 
東華学校設立当初の「宮城英学校概則」に「本校ハ正則英語ヲ以テ高等普通学科ヲ教授
スル処ト」し、「予科ハ英語学科ヲ除クノ外凡テ邦語ヲ以テ教授シ本科ハ和漢学科ヲ除クノ
外専ラ英語ヲ以テトス」とあるように、想定は予科では日本語で教えるが、本科に進んだ
ら和漢学以外はすべて英語で教えるつもりであった。22 しかし、それは実現できたかどう
かが疑わしい。なぜなら、東華学校は規則の変更を頻繁にし、変更するたびに教育内容の
レベルが下がっていったので、最初の教育課程では無理があったであろう。明治 21（1888）
年 7 月の「東華学校規則」の改訂には、「本校ハ各種専門学校ニ入ラントシ或ハ中人以上
ノ業務ニ就カント欲スル者ヲ育成スル所トス」となっており、教育言語に及んでいない。23 
  
（4）宮城女学校 
宮城女学校設立当時の目的はキリスト教に基づいた高等普通学科を教授し、良妻を育成
することであり、言語に触れていない。24 明治 23（1890）年の改訂には女子に高等の普
通教育を教授することを目的にしている。25 ここでも教授言語に触れていない。 
 
（5）東北学院 
東北学院は仙台神学校として設立された当時、その目的は完備な神学を教授し、福音の
役者を養成することで、つまり牧師を育てることであった。26 東北学院に改称した明治
24（1891）年 7月当時の目的は「一開発的主義ニ基キ智徳併行ノ教育ヲ授クル」ことであ
った。27 更に翌年の明治 25（1892）年 8 月の「東北学院新憲法の規定」には、目的が充
実されている。 
第二条 目的 当院ノ目的  
                                                   
22 宮城県教育委員会 1979: 448. 
23 宮城県教育委員会 1979 : 484. 
24 宮城県教育委員会 1979: 457. 
25 宮城学院編 1987 : 220. 
26 東北学院百年史編集委員会 1990: 24. 
27 東北学院百年史編集委員会 1990: 43. 
73 
 
（其一）基督教主義ニ相反スルナカラン事ヲ期シ以テ完全ナル高等普通教育ヲ授ク
ルニアリ  
（其二）聖書ニ従ヒ基督教ニ基キ以テ徳育ヲ授クルニアリ  
（其三）基督教々師タラン事ヲ希望スル者、若クハ他ノ職務ヲナサント欲スル青年
ノ為メニ更ニ高等ノ教育ヲ授クルニアリトス 
（東北学院百年史編集委員会 1990: 58） 
このように、神学科を維持しながら、キリスト教に基づいた高等普通教育を教授するを目
指していた。 
残念ながら、宮城英語学校、宮城尋常中学校、尚絅女学会、および私塾の目的が書かれ
ている資料が見当たらない。 
  
2.4 以上の英学に関する情報に基づいた結論 
教育のほとんどを英語で行った学校は宮城英語学校、当初の仙台中学校、および東北学
院の英語神学部であった。それ以外の学校は英語の時間が多少あったが、英語以外の科目
の多くが日本語で教えられたようである。 
 
3. 学校経営 
 公立と私立の差異が最も顕著であるのは学校経営であろう。公立学校では外国人教師は
政府に雇用され、主に半年か 1年契約を結んだ。外国人教師が学校の経営に参加した記録
がない。私立学校では 1年勤務の外国人教師がいれば、10年単位の教師もいる。東華学校
以外はミッション・スクールであることもあり、学校経営に深く関わった。東華学校も理
事会にはデフォレストが入ったので、学校経営に関わることができたと思われる。28 
学校経営とは直接関係がないが、在任期間を比較することで、地域社会との関係や、学
校に対する気持ちがある程度わかるであろう。特に期間が短い人ほど経営に関わることが
難しいため、長さも経営との関わりのひとつの指標になりえるのではないか。宮城県では
最も長く公立学校に勤めた教師は、デニング（18年）、シーモール（7年）、およびグール
ド（5年）であった。さらに、公立学校で明治 30（1897）年までに就任した 16名のうち、
1年以内に離職した人は 9名であった。つまり 2年以上勤務した外国人教師が上述の 3名
                                                   
28 太田 2007：188. 内規草按にはこう書かれた。「教科教則ノ編制及ヒ其変更ハ商議委員
ニ於テ校長初メ外国教師ト協議ノ上決定スヘキ事」 
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に加え、2~3年勤務した 4名であった。私立学校では東北学院の赴任・離任の年月日が不
明なため詳細な在任期間がわからない教師は 2 名いるが、残り 26 名の情報をみると、10
年以上勤めた外国人教師はシュネーダー（48年）、ゲルハード（42年）、ブゼル（27年）、
ミラー（16 年）、ズーフル（14 年）、ホーイ（13 年）、およびミード（12）であった。一
方、1年以内に離職した教師は 2名であり、そのうちひとりは東北学院教師モールの妻で、
1 年だけ宮城女学校で教えた。もうひとりは尚絅女学会のフィリップスで、仙台で 1 年過
してから東京に派遣された。29 公立学校と比べると、長い間教鞭をとった教師が多くおり、
しかも 1 年以内に離任した割合が非常に低い（公 56％対私 8%）。この現象の主な原因は
来日経歴にあったと考える。特に明治初期の公立学校では、母語話者でさえあればよいと
いう雰囲気があり、教師歴や技術を問わず外国人を雇用した傾向があった。つまり、公立
学校の教師の質が低く、契約の更新に値しないと判断された人が多かったのではないか。
それに対し、私立学校は本国伝道局の審査を受けてから来日した。中心は宣教師で、教師
の経験が必要ではなかったが、師範学校を卒業したり教師経験があったりした人が比較的
多かった。30 日本の生活に適応できず数年で帰った人もいなくはなかったが、1年か半年
契約ではなく、最初から数年で滞在する覚悟で来たと思われる。その成果が長期間の滞在
に繋がった。さらに長期間の滞在によって地域社会との関係作りが進み、社会貢献に繋が
りやすい。 
 給料の面をみると、公立・私立と同時に、男性・女性という対比も行わねばならない。
明治 7（1874）年から 30（1897）年まで、公立学校で勤務した男性の初任給はほとんど
月 150 円（年 1800 円）であった。これに家賃などが足された。この間に円とドルの相場
は 100 円 101.58 ドルから 49.31 ドルに半減したにも関わらず同じ初任給であった。経験
を積むにつれ、特に第二高等学校では月 300円まで上がった教師が多くいた。日本人教師
の給料と比べると、その差が少々縮んだが、それでも外国人教師の方は給料が何倍もあっ
た。私立学校は、給料がアメリカの伝道局から出たため、日本側の記録に残っていない。
給料が確実にわかった宣教師は東北学院の 2名と尚絅女学会の 3名のみである。東北学院
の 2名はそれぞれ赴任当時の給料で、明治 19（1886）年のホーイは独身で 700ドル（889
円）であり、明治 21（1888）年のシュネーダーは既婚で 1200ドル（1620円）であった。
                                                   
29 尚絅女学院 100年史編纂委員会 2002: 39. 
30 私立学校の外国人教師 26名のうち、アメリカで教師経験が確認できたのは 5名で、さ
らに 1名が師範学校を卒業してすぐ来日した。 
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尚絅女学会の給料は家賃や学校経営のお金が含まれており、年によって大幅に変わる。そ
のなかで給料、個人先生、ミッションの仕事、および家賃のみの合計を計算すると、ファ
イフは明治 22（1889）年に 720.83ドル（957.5円）、明治 24（1891）年に計 875ドル（1120
円）をもらった。ブゼルは明治 27（1894）年に計 900ドル（1773円）をもらった。31 公
立学校で勤めた男性に比べると、明らかに低規準である。東北学院の外国人教師の給料と
尚絅女学会のそれとはほぼ同じである。傾向としては私立学校の外国人教師は、公立学校
の外国人教師に比べると給料が低かったといえるであろう。さらに、日本人に比べると公
立学校の外国人教師は高額であったが、私立学校の外国人教師は同じか少しだけ上回る。 
 
4. 宗教教育 
 第 1章と第 2章で挙げたそれぞれの学校の宗教教育関係の情報を総合的に分析する。 
 まず、公立学校で宣教師と確認できた教師は宮城尋常中学校のシュヴァルツである。シ
ュヴァルツの努力によって数名の洗礼者が出たようであるが、詳細な数字はわからない。
さらに第二高等学校では元宣教師のデニングとカロザースがいた。しかし、デニングは就
任の 11 年も前に既に宣教師のみならず牧師籍も失っているので、宣教活動をしなかった
のではないかと思われる。32 カロザースも明治 9（1876）年に伝道局をやめたが、牧師は
続けたようである。33 しかし、どこまで宣教活動をしたかわからない。 
 私立学校においては、当時外国人が関わった学校は東華学校を除きすべてキリスト系と
いうことがあり、宗教教育が盛んに行われた。具体的には毎週の礼拝やバイブル・クラス、
それから毎日の説教や祈禱会、休業期間の伝道活動の手伝いなどがあった。尚絅女学会と
東北学院には聖書科があり、東華学校と宮城女学校には聖書の随意科目があった。バプテ
ィスト派の宣教師が関わった私塾の学生からも改宗者が出たため、宗教活動はそこでも行
われたと思われる。 
さらに、私立キリスト系学校で勤務した外国人教師の多くが、公立学校の生徒のための
                                                   
31 円換算はその年の平均為替相場を基に四捨五入し引用者が計算した。為替相場は東洋経
済新報社 1929: 156. 明治 19（1886）年：100円=$78.88、明治 21（1888）年：100
円=$74.24、明治 22（1889）年：100円=$75.28、明治 24（1891）年：100円=$78.01、
明治 27（1894）年：100円=$50.79。 
32 Ballhatchet 1982: 52, 57. 牧師籍を失った背景には、神道や仏教に対する尊敬と、非
キリスト教徒が必ず地獄に行くという信教を指示できなくなったことがあるので、なお
さら伝道活動をしたと思いがたい。 
33 Ion 2009. 
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バイブル・クラスを開いていた。宮城尋常中学校と第二高等中学校・高等学校には独自で
結団したキリスト教徒の学生が、宣教師の援助を受けながら活躍した例がある。例えば、
第二高等中学校ではキリスト教徒の生徒を集めた Loyal and Loving Friends（二高忠愛之
友倶楽部）という会が明治 24（1891）年に始まり、1年間で 6名から 30名に増えた。こ
れは宣教師が開始した会ではなさそうであるが、そのメンバーを毎週宣教師の自宅に呼び
バイブルの勉強を続けた。34 その 20 年史によると、「宣教師諸氏」は書籍を寄付したり、
書籍を購入するために 9 円 10 銭を寄付したりした。35 名誉会員には、外国人として明治
20（1887）年から J.P.モール、デフォレスト、東京在住のスイフト、明治 29（1896）年
からシュネーダーとホーイである。36 ブゼルは明治 43（1910）年に推選された。37 この
名簿からわかるとおり、忠愛之友倶楽部はひとつだけの教派と活動したわけではなく、会
衆派、ドイツ改革派、バプティスト派など仙台にいたすべてのプロテスタント宣教師と協
力した。兵隊を対象にしたバイブル・クラスも宣教師によって行われた。 
ただし、学校間の差もあった。東華学校は東北学院等のミッション・スクールに比べる
と、受洗者の数が少なかった。特に教育課程をみれば、東北学院と同様に聖書の講義は週
1 時間の随意科目となっており、日本人の教員にキリスト教徒が多くいたので、キリスト
教の考えに触れさせる時間がさほど変わらなかったであろう。従って、受洗者の数の差異
は、公立中学校がなかったあいだ東華学校が公教育に近い役割を果たし、必ずしもキリス
ト教に興味のある生徒が入学してきたわけではないということを反映しているのではない
か。 
 
5. 女子教育 
明治 19（1886）年までに、宮城県で女子が通えた学校は、小学校と高等小学校以外に、
明治 10（1877）年 9月～明治 17（1884）年の師範学校の女子師範学科・女子部と、主に
裁縫を教えた私塾のみであった。明治 19（1886）年に宮城女学校が創設されると、女子
にも中等・高等普通教育の扉が開いた。明治 28（1895）年でも女子が進学できた学校は
キリスト教系の 3 校を除き、宮城県尋常師範学校（明治 23（1890）年以降）以外、裁縫
                                                   
34 Gordon 1901: 49. 
35 木村 1911: 36. 
36 結団が明治 24（1891）年であったのに、『二十年誌』には推薦年月が「明治廿年」（明
治 20（1887）年）と書かれている。 
37 木村 1911: 125-126. 
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塾 6塾程度と、男女共学の習字塾・漢文塾ひとつずつであった。38 いわゆる普通教育の教
育機関は師範学校とキリスト教系の学校以外になかった。広範囲でみても、明治30（1897）
年までに東北 6県でできた女子学校は福島県の私立会津女学校（設立明治 26（1893）年）
のみであった。39 
 先行研究や当時の役者の発言から、宮城県のみならず全国規模でもキリスト教系女子学
校が公立女子学校を先駆けた。しかもキリスト教系学校の成功をみて公立女学校が作られ
たことが明確である。宮城女学校の次に、尚絅女学会と仙台女学校（現白百合学園）が設
立された。その後、いよいよ公立の女学校ができたのは明治 30（1897）年であった。40 宮
城女学校が設立されてから 11 年も待たねばならなかった。キリスト教系の女子学校が政
府に与えた影響は既に第 2章で紹介したとおりである。 
 
6. その他の地域社会貢献（校外授業、福祉活動） 
 公立学校の外国人教師が他機関で授業を行ったという資料がないが、私立学校の教師は
比較的に公立学校や塾で校外授業を行った。明治 30（1897）年までに最も多かったのは
宮城女学校と尚絅女学会の教師が、裁縫塾で英語を教えたことであるが、明治 30（1897）
年以降に公立学校が増えると、私立学校の外国人教師が非常勤という形で公立学校で英語
を教えた。ひとつ興味深いことは、東北学院と比べ、尚絅学院の教師による公立学校の校
外授業はブゼルが明治 30 年代（1897-1907 年）以降 3 年間仙台商業で授業を持ったにと
どまる。東北学院は高学歴の男性教員が多かったためか、多くの公立学校で英語の時間を
受け持った。ただし、この現象は明治 30（1897）年以降のものなので、さらなる研究に
ゆだねる。 
 福祉活動としては尚絅女学会のブゼルが設立に関わった、貧困者 30 名を助けた自営館
（授産施設）がある。41 
 最後に、公立学校の教師が何もしなかったわけではない。明治 9（1876）年 12 月に宮
                                                   
38 宮城県教育委員会 1976: 669. 教育機関は明治 28（1895）年現在、塾は石巻の裁縫塾
ひとつを除きすべて仙台市であった。古川では明治 14（1881）年にできた算術や読書
も含まれた祇園寺私塾（宮城誠真短期大学の前身）など他もあったが、普通教育とはい
えない。 
39 現在福島県立葵高等学校。『福島県立葵高等学校』。  
40 仙台市高等女学校。明治 33（1900）年に県に移管された。 
41 詳細なことは第 2章 5.5を参照。 
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城英語学校が火事に遭ったとき、グールドが金 100円を寄付した。42 明治 12年に県令に
建築土木の本を 4冊奉呈した。43 時期が少々遅くなるが、大正に入ってから第二高等学校
の外国人教師による公立中学校の英語授業が多くなった。44 
 全体としては、私立学校の外国人教師の方が地域社会に対する貢献が圧倒的に多くあっ
たのではないか。仙台に来た目的は英語を教えるというより、人々にキリスト教の優れて
いるところを見せることにあったため、社会貢献を多く行ったことが当たり前であろう。 
                                                   
42 宇野 1973: 171. この額はグールドにとって 1ヶ月の給料の 3分の 2であったが、明治
10～11（1877～1878）年の時点では日本人教師にとっては 3ヶ月分の月俸であった。
（「県庁御達書仙台中学校 明治十～十一年」） 
43 宇野 1973: 172. 
44 例えばデニング（第二中学校、大正 2（1913）年離職）やカレ （ーGeorge Sansmarez Carey、
第二中学校大正 4（1915）年～13（1924）年、第二女学校大正 11（1922）年～15（1926）
年）。（「仙台二高八十年のあゆみ」編集委員会編（1980）、宮城県第二女子高等学校編
（2005）。） 
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終章 
 
1. 結論 
 本研究では、宮城県の明治期における外国人英語教師の役割には公立学校と私立学校と
で根本的な違いがあったことを明らかにするため、序章で挙げた 5つの観点から考察を進
めた。ここではその項目に着目しながら違いが顕著であった順に結論を述べる。 
 
1．英語の位置づけ（英語を教える「英語」に対し英語を使って他教科を教える英学） 
2．学校経営（給料含） 
3．宗教教育 
4．女子教育  
5．外国人教師の地域社会に対するその他の貢献 
 
 違いがもっとも顕著であった項目は学校経営と女子教育であった。学校経営において、
本論文に取り上げた私立学校は私塾を除き、外国人が設立に関わったこともあり、外国人
教師は私立学校の学校経営に深く関わることができた。それに対し、公立学校では学校経
営に関わった記録がなく、短期間で離職した外国人教師が多いことから、学校経営の面で
は役割がなかったといえるであろう。ただし、給料は公立学校の外国人教師のほうが高か
った。女子教育においては、宮城県内に公立の女学校が設立されたのが明治 30（1897）
年で、県内の私立の女子教育機関のほとんどが裁縫塾であったため、外国人が設立した普
通教育とキリスト教教育を目指した学校の存在は影響力が大きかった。キリスト教系の女
子校が繁栄したからこそ公立の女子校ができたとさえいえる。 
 その他の地域社会貢献の項目においても、私立学校の外国人教師は公立学校の外国人教
師に比べてさまざまな取り組みを行った。まず、宮城女学校と尚絅女学会の教師が裁縫塾
で英語を教えたり、尚絅女学会の教師が貧困者の自立を促したりした。それに対し、公立
学校の外国人教師の貢献は金銭や本の寄付以外に記録に残っていない。 
 宗教教育においては、本論文に取り上げられた私立学校はすべてキリスト教系学校であ
ったため、私立学校の外国人教師の役割が圧倒的に大きかった。ただし、ここで着目しな
ければならないのは、実際は公立学校にも宣教師が勤務したことである。公立学校の教師
16名中、宣教師であったことが確認できたのは 1名と、元宣教師が 2名であった。私立学
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校は全員が宣教師なので、公立学校の教師の働きかけによる受洗者の数が少なかったはず
であるが、公立学校の外国人英語教師でも伝道活動を行ったことが、簡単な線引きを困難
にする。さらに、聖書の授業の位置づけについて、公立学校では聖書の授業がなかったの
はいうまでもないが、私立学校でも聖書を必須科目にすることが文部省に許されず、選択
科目にせざるをえなかった。それでもそれぞれの学校で受洗者が出ており、統計が分かる
宮城女学校では生徒の 33%~50%程度がキリスト教徒であった。 
 最後に英学対英語という、その学校における英語の位置づけにおいては、その差異が公
立・私立では鮮明に分かれない。英学を施した学校は宮城英学校、当初の仙台中学校、お
よび東北学院の英語神学部で、公立学校は 2校、私立学校は 1校の一部であった。これだ
けみると公立学校の方が英語以外の教科まで英語で勉強できるほど高い英語力を求めたと
いうように見えるが、英語の科目を分析すると、私立学校だけが英文学・英詩や修辞を教
えた。宮城英学校と当初の仙台中学校が宮城県内で最も初期に設立された学校であり、洋
学を可能な限り取り入れようとした時代にできた学校であるため、日本語以外の教科がす
べて英語で行われざるを得ないというところがあったであろう。しかし、英語と歴史以外
の教科のための日本語教科書や日本人教師が整った後は、英語は限られた科目を教えるた
めの言語に変化していったのではなかろうか。明治 19（1886）年以降に設立された宮城県
の学校では、公立学校では英語はもはや他教科を学習する言語ではなくなっていたが、私
立学校では外国人教師が多くおり、英語を学習したうえで文学や心理学などを教えること
が可能であった。このように、明治 20年代（1887-1897年）には他教科を英語で学習する
ことを含め高度な英語力が認められた学校は私立学校であったことが分かる。これは授業
の時間数からでも明確であるが、予想外なことに英語の授業で用いられた教科図書は公私
立で差が見られない。 
 このように、宮城県では公立学校と私立学校では外国人教師がさまざまな点で似たよう
な取り組みをしたのは確かであるが、公私立を対比させることによって明確な違いが見ら
れる。 
 さらに、本研究は明治時代を中心に調べたが、当時の現象のなかには現代に通じるもの
がいくつかある。そのひとつは、現代の ALT（Assistant Language Teacher、外国語指導
助手）制度では多額の給料で海外から教師経験のない人々を雇用するが、明治時代では宮
城県の公立学校でも似たようなことがあった。公立学校の外国人教師が必ずしも教師経験
があったわけではないにもかかわらず、日本人教師に比べ給料が 2倍から 5倍高かったと
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いうことがわかった。私立学校では教師経験のある外国人教師が多く、給料は日本人教師
とほぼ同じであった。もうひとつは、現代の ALTは数校で勤務することが多くあるが、明
治時代の宮城県でも外国人教師も数校で教えることがあった。これが特に明治 30 年代
（1897～1907年）以降の現象である、明治 20年代（1887～1897年）でも私立学校の外
国人教師が学校を離れ、公立学校を含む違う場で英語を教えることが多くあった。ただし、
当時の公立学校の外国人教師ではそのことが見られない。このように、明治時代の英語教
育の実態を調べることで、現代の英語教育を理解する手助けを得ることができる。 
 
2. 残される課題 
 本論文は明治 7（1874）年から明治 30（1897）年までと調査機関を限定しているが、
無論明治 30（1897）年以降にも宮城県に外国人教師が多く勤務した。明治 30（1897）年
以降の実態の分析が必要である。1 
特に興味深いのは、永添（2002）のデータでは、山口では公立学校で英語を教えた外国
人の多くが YMCA 経由で来日したことが証明されているという点である。しかし、本研
究で確認できた限り、宮城県では YMCA 経由の教師もいたが、私立学校が盛んであった
ためか、私立学校の教師が短期的もしくは非常勤という形で公立学校で教えたことが多か
った。さらに、私立学校と第二高等学校の男性教師の妻が公立中学校で教えることも多か
った。 
 それと関連して、明治 30（1897）年以降公立中学校の増設が行われると、宮城県を含
め多くの地域では外国人教師をも増やす財源がなかったため、ひとりの教師が数校を訪問
することになっていた。この実態は今の ALT と変わらないが、2 早くも明治 40 年代
（1907-1917）から問題視された。『英語教授』という雑誌に、明治 42（1909）年に東京
帝国大学総長と京都帝国大学総長や文相を務めた菊池大麓がこう書いている。 
 
                                                   
1 さらに、宮城県公文書館にある「学務綴」（明治 16年 2-0057一号）には明治 16（1883）
年 2月 20日の日付で「私雇外国人明細簿御届 平民窪田敬輔届外国人明細簿成規ニ準
拠別冊之通調製上申候也」という届がある。「別冊」が含まれていなかったが、窪田敬
輔とは明治 6（1873）年に受洗され、弁護士や仙台市議会副議長を務めた人なので、宣
教師を雇用したことが考えられる。（逸見英夫 2002）。 
2 例えば業務委託契約を扱う大手会社インタラックの数字によると、多くの ALTはベース
校（"base school”）と訪問校があり、平均は 3～5校である。教育委員会によって 15
校以上訪問することがある。Interac FAQ #34 “How many schools will I visit?". 
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中学校での英語教授法において、外国人教師をいかに効率よく使用できるかという
問題はまだ解決されていない。現在、外国人教師は大量のクラスに時間を別けねば
ならず、それぞれのクラスを 1週にたまにしか会えない。このやり方は教師のエネ
ルギーを無駄にしているかもしれない。クラスを絞って数クラスに集中していただ
いた方が有利かもしれない。  
（大村喜吉 高梨健吉 出来成訓 編集 1980: 659）3 
 
外国人教師をいかに活用すべきかという問題について、明治時代の実態をさらに明らかに
した上で検討すべきなのではないかと思う。そのために明治 30（1897）年以降の実態分
析の必要が必要である。 
 それから、明治後期では国粋主義の台頭に伴い反外国・反キリスト教の感情が激化した
ことは先行研究で検証されている。しかし、英語教育の面に限って見ると、YMCA 教師の
制度化によって海外からキリスト教徒の若者を招聘し公立学校で英語教師として雇用する
ことになった。さらに、雇用の条件のひとつは、YMCAの教師が放課後や休日に自由に自
宅でバイブルクラスを開いてよいということであった。文部省がどのような立場で英語教
育を引率したのか、調べる価値があるであろう。YMCA教師の制度を提案し、力になった
人は長年にわたって仙台で活躍したデフォレストなので、この研究は宮城県の英語教育史
の上でも重要であろう。 
 最後に、本論文では宮城県の英語教育史を考察したが、他の非開港都市、それから全国
の地方都市や町村の当時の状況の究明がまだ十分なされていない。 
                                                   
3 元は『英語教授』2巻 3号、明治 42（1909）年 4月。引用者訳。 "With regard to the methods 
of teaching English in the middle schools the question as to how the foreign teacher can 
best be utilised is still an open one. At present he is called upon to divide his time among 
a large number of classes, each of which he can meet but seldom in the week. This may 
be a waste of his energies, and it might be profitable if he were asked to concentrate his 
efforts on a few classes.” 
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付録１ 教育課程 
 
以下の学校の教育課程の資料を載せる。  
 
1．官立宮城外国語学校・官立宮城英語学校   
2．県立仙台中学校・宮城中学・宮城県尋常中学校   
3．第二高等中学校・第二高等学校   
4．宮城英学校・東華学校   
5. 東北神学校・東北学院   
6．宮城女学校   
7．尚絅女学会   
8．私塾（宮城英和学校、宮城英学校）  
 
1．官立宮城外国語学校・官立宮城英語学校  
 
明治 8（1875）年 
「元英語学校一覧表」 明治 9 年 2-0212 
 
明治 8（1875）年 1 月調べ  
生徒総計 77 人 第 6 級乙 30 人、第 6 級甲 27 人、第 5 級 18 人 
F＝フェスヘールド、松＝松井秀二、花＝花輪虎太郎、飯＝飯塚従松、下＝下斗米精三（校
長） 
正課表 
表 1 第 5 級 
 9～10 時 10～11 時 11～12 時 1～2 時 2～3 時 
月 読方（F、松） 算術（松）  綴字（F） 書取（F、花） 習字（花）  
火 同 同 同 暗誦（F、花） 会話（花）  
水 同 同 同 書取 習字 
木 同 同 同 暗誦 会話 
金 同 同 同 書取 習字 
土 同 同 同 暗誦 会話 
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表 2 第 6 級甲 
 9～10 時 10～11 時 11～12 時 1～2 時 2～3 時 
月 会話（花） 読方（F、花） 習字（花） 暗誦（松）  綴字（F、松） 
火 同 同 同 算術（松）  同 
水 同 同 同 暗誦 同 
木 同 同 同 算術 同 
金 同 同 同 暗誦 同 
土 同 同 同 算術 同 
 
表 3 第 6 級乙 
 9～10 時 10～11 時 11～12 時 1～2 時 2～3 時 
月 会話（飯） 読方（飯）  習字（飯） 暗誦（飯）  綴字（飯）  
火 同 同 同 算術（飯）  同 
水 同 同 同 暗誦 同 
木 同 同 同 算術 同 
金 同 同 同 暗誦 同 
土 同 同 同 算術 同 
 
表 4 予科表 
 甲（松） 乙（花）  丙（飯） 丁（下） 
 12～1 時 12～1 時 12～1 時 12～1 時 
月 第三リードル  第二リードル  第一リードル  第一リードル  
火 文典 同上 同上 同上 
水 第三リードル  同上 同上 同上 
木 文典 同上 同上 同上 
金 第三リードル  同上 同上 同上 
土 文典 同上 同上 同上 
 
明治 8（1875）年 6 月調べ 
表 6 
課 級 受持ち 
正 第 5 級甲 グールド、フェスヘールド、鴨池亘之  
正 第 5 級乙 グールド、フェスヘールド、飯塚、三浦  
正 第 6 級甲 グールド、飯塚、鴨池、花輪  
正 第 6 級乙 飯塚、花輪、三浦  
予  鴨池、花輪、飯塚、三浦、下斗米  
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明治 8（1875）年 11 月調べ 
表 7 
課 級 受持ち 
正 第 4 級甲 グールド、他  
正 第 4 級乙 フェスヘールド、他  
正 第 5 級甲 フェスヘールド、他  
正 第 5 級乙 グールド、他  
 
明治 9（1876）年 4 月調べ 
表 8 
課 級 受持ち 
正 第 3 級  リッドル・グールド 日本人 2 名 
正 第 4 級乙 リッドル 日本人 2 名 
正 第 4 級甲 リッドル・グールド 日本人 5 名 
正 第 5 級乙 リッドル 日本人 3 名 
正 第 5 級甲 グールド 日本人 3 名 
 
明治 9（1876）年 11 月調べ 
表 9 
課 級 受持ち 
正 第 1 級 グールド  日本人 0 名1 
 第 2 級 グールド  日本人 1 名 
正 第 3 級 ペンニー  日本人 1 名 
正 第 4 級 ペンニー  日本人 4 名 
正 第 5 級乙 ペンニー婦人 日本人 4 名 
正 第 5 級甲 ペンニー婦人 日本人 3 名 
 
明治 8（1875）年 1 月の表 1~4 に基づき、英語時数と総時数を以下の表 10 にまとめる。  
 
表 10 
級 英語時間
数 
総時間数  
5 24 30 
6 27 30 
予科 6 6 
 
                                                   
1 前月第 1 級の生徒数は 3 名であった。 
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同じく明治 8（1875）年 1 月の表 1~4 に基づき、それぞれの科目の週当たり授業時数を以
下の表 11 にまとめる。  
 
表 11 
 5 級 6 級 予科乙丙丁  予科甲 
読み方 6 6 ‐ ‐ 
綴字 6 6 ‐ ‐ 
書取り 3 ‐ ‐ ‐ 
暗誦  3 3 ‐ ‐ 
習字  3 6 ‐ ‐ 
会話 3 6 ‐ ‐ 
リード
ル 
‐ ‐ 6 3 
文典 ‐ ‐ ‐ 3 
 
２．県立仙台中学校・宮城中学・宮城県尋常中学校  
 
明治 10（1877）年 
「仙台中学校第一年報」2 の「第二条 教則及学科概目」によると、下等科と上等科に分
かれていた。この資料には教科のみが載っており、年級に分かれていない。  
 
表 12 
上等科 
 
文法 代数学 幾何学 歴史 理科地理<ママ>  
経済学 図法 作文 翻訳 生理学 文明論  
三角法 化学  物理学 修身学 記簿法 健全論 
下等科 
 
習字 綴字 読方 会話 翻訳 書取 算 術  
文法 地理 作文 歴史 代数学 図法 
 
明治 12（1879）年 
「宮城中学校綴 明治十二年」2-0055 
「第三学年宮城中学校統計表」学科課程 
 
 
                                                   
2 宮城県教育委員会 1979: 212-218.  
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表 13 
下 等 第 
七級 
下等 第
六級 
下等第
五級 
下等第
四級 
下等第
三級 
下 等 第 
二級 
上等第五級、下
等第一級 合級 
生徒数廿 二四 一九 二二 一一 一一 二と二 
習字 習字 習字 習字 読方 書取 書取 
綴字 綴字 綴字 読方 書取 文典 修辞 
読方 読方 読方 書取 文法 作文 作文 
読本素読 書取 書取 文法 作文 翻訳 翻訳 
 万国史 文法 作文 米国史 地図 地図 
 算術 万国史 地理 英国史 自然地理 自然地理 
  算術 万国史 翻訳 英国史 経済書 
   英国史 算術 万国史 近世史 
   翻訳 画学 経済書 性理 
   算術  算術 代数 
   画学  代数 幾何 
     画学 画学 
 
「宮城中学校綴 明治十二年」号外  
「仙台中学校課程表」 明治 12（1879）年 2 月調べ 
「国書は生徒の学力に差等あるを以て一級より七級まで順次に課程を定め整きにより一般
の生徒を合してさらに国書の組を設く下表のごとし」 
 
表 14 下等第一級 
 9－10 時 10－11 時 11－12 時 1－2 時 2－3 時 
月 幾何 合 自然地理  合 万国史 合 文典 国書 
火 歴史 合 代数 合 経済書 合 算術 同 
水 幾何 合 自然地理  合 万国史 合 作文 同 
木 歴史 合 代数 合 経済書 合 算術 同 
金 幾何 合 作文 合 万国史 性理 同 
土 歴史 合 代数 合 翻訳   
受持 
グールド 幾何、代数、作文、文法、算術、性理  
曽良誠太郎 万国史   
佐瀬精一 自然地理、翻訳  
下斗米精三 万国史、経済書  
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表 15 下等第二級 
 9－10 時 10－11 時 11－12 時 1－2 時 2－3 時 
月 歴史 合 自然地理  合 万国史 合 文典 国書 
火 幾何 合 代数 合 経済書 合 算術 同 
水 歴史 合 自然地理  合 万国史 合 作文 同 
木 幾何 合 代数 合 経済書 合 算術 同 
金 歴史 合 作文 合 万国史 画学 同 
土 幾何 合 代数 合 翻訳   
受持 
グールド 幾何／代数、作文／文法、算術  
曽良誠太郎 歴史    
佐瀬精一 自然地理  
下斗米精三 万国史／経済書  
川東田 剛 画学   
 
第三級は資料に載っていない。  
 
表 16 下等第四級 
 9－10 時 10－11 時 11－12 時 1－2 時 2－3 時 
月 米国史 算術 読方 文○ 国書 
火 英国史 同 算術 地理 同 
水 米国史 同 作文 文典 同 
木 英国史 同 算術 地理 同 
金 米国史 同 読方 文典 同 
土 英国史 同 書取   
受持 
グールド 読方、算術、作文、書取  
曽良誠太郎 算術     
佐瀬精一 米国史    
下斗米精三 英国史    
花輪虎太郎 文法、地理  
 
上の表 14~16 に基づき、英語時数・総時数、それからそれぞれの科目の週当たり授業時数
を以下の表 17 にまとめる。「（グ 3）」とはグールドがそのうち 3 時間を担当したという意
95 
 
味である。 
 
表 17 
級 総時間数 英語時間
数 
英語の内容  
下等第一 28 4（グ 3） 作文（2 時間）、翻訳（1）、文典（1） 
下等第二 28 4（グ 3） 同上 
下等第四 28 7 読方（2）、作文（1）、書取（1）、
文典（3） 
 
明治 16（1883）年 
「宮城中学校第十年報」明治 16 年 2-0016 
 
「第一外国語 一週六時 
 読方及訳解 バレンス氏第一第二読本ニ拠リ読方ヲ授ケ音調ヲ正クシ兼其意義ヲ訳解セ
シム 
 書取 バレンス氏第一第二読本ニ拠リ或ハ他書中ヨリ緊要ノ章句ヲ択テ書取ラシム  
 会話 英和通語ニ拠リ会話ヲ授ケ或ハ読方及訳解ノ際其書中ノ意義ニ付会話ヲ文ヘ問答
セシム 
 綴文 ウエボストル氏綴字書ニ拠リ綴字ノ法ヲ教ヘ且簡易ナル字句ヲ択テ綴ラシム」  
 
表 18 「学科課程表」  
学年 英語時間数  総時間数  第一外国語（英語）の内容  
1 28 6 読方及訳解、書取、会話、綴文  
2 28 6 読方及訳解、書取、会話、作文  
3 28 7 講読、会話、作文、文法 
4 28 5 講読、会話、作文、翻訳 
5 28 5 同上 
 
明治 25（1892）年 
「明治廿五年 学校 官立学校 県立学校」明治 25 年 2-0020 
 
11 号「宮城県尋常中学校規則」  
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表 19 
年級 英語 時
間数 
総 時
間数 
内容 
第 1 28 6 綴字 文字ノ綴リ方ヲ授ク  
読方及解訳 読方ヲ授ケ音調ヲ正クシ兼テ其意義ヲ訳解
セシム 
習字 文字ヲ習ハシム  
書取 読方及解訳用書ニ拠リ緊要ノ章句ヲ読取ラシム  
会話 日常須要ノ会話ヲ授ク  
作文 読本中簡易ナル字句ヲ択ケ作ラシム  
第 2 28 6 読方及解訳 前級に同じ 
習字 前級に同じ 
書取 前級に同じ 
会話 前級に同じ 
作文 簡易ナル文ヲ作ラシム  
文法 文法ノ初歩ヲ授ク 
第 3 28 7 講読 講読ヲ主トシテ専ラ其意義ヲ了解セシムルヲ要ス  
会話 日常須要ノ談話ヲ問答セシム  
作文 前級に同じ 
文法 言詞ノ区別及其用格等ヲ授ク  
第 4 28 5 講読 前級に同じ 
会話 前級に同じ 
作文 簡易ナル小説或ハ尺牘
せきとく
文
ぶん
3 
翻訳 講読用書及其他ノ文章ヲ摘折シテ之ヲ和訳セシメ
或ハ和文ヲ摘抄シテ之ヲ英訳セシム  
第 5 28 5 講読 前級に同じ 
会話 前級に同じ 
作文 簡易ナル論説ヲ作ラシム  
翻訳 前級に同じ 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
3 手紙文。 
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3．第二高等中学校・第二高等学校  
 
明治 21（1888）年 設立当時  
「明治 21 年～ 第二高等中学校一覧」、東北大学史料館所蔵（マイクロフィルム資料） 明
治 21 年 p. 39-50. 
 
表 20 
学年 総時間数  第 一 外 国 語
の時間数 
英語の内容  
補充科第 1 年 29 8 
習字 3 
読方及解釈、書取、会話及綴文  
楷行草書、ペンマンシップ  
補充科第 2 年 30 8 
習字 2 
読方及解釈、書取、語論、会話及作文  
楷行草書、ペンマンシップ  
予科第 1 年 30 9 講読、会話、作文及文法 
予科第 2 年 30 7 講読、会話、作文及文法、翻訳  
予科第 3 年 30 6 講読、会話、作文、翻訳 
本科一部（文
系）・二部（理
系）第 1 年 
30 4 講読、翻訳、会話、作文 
本科一部（文
系）第 2 年 
28 4 同上 
本科二部（理
系）第 2 年 
39（ただし
8-10 時間
を「欠クコ
トヲ得」  
4 同上 
医学部第 1 年 29-30 3（英語） 講読、翻訳   
 
本科は学部に当たり、1 部と 2 部から構成された。予科第 2 年から第二外国語も加わる。
医学部では外国語（英語）は 1 年生のみ課された。学科によって第一外国語が英語ではな
かった可能性があるが、教員の担当教科を見る限り、英語以外の外国語を担当している教
員がいなかったのである。  
 
明治 23（1890）年 
補充科第 1 年の習字時間が 3 時間から 2 時間に減らされた。  
予科第 2 年と予科第 3 年はそれぞれ総時間数が 1 時間増えた。  
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明治 24（1891）年 
補充科第 2 年の習字時間が 2 時間から 1 時間に減らされた。  
 
明治 27（1894）年 
「明治 21 年～ 第二高等中学校一覧」、東北大学史料館所蔵（マイクロフィルム資料） 明
治 27 年 p. 17-22. 
 
表 21 
予科第一部（文
系） 学年 
総 時 間
数 
第一外国語の
時間数（英語） 
第二外国語の時間数
（ラテン語）＊随意  
第 1 年 30 9 5 
第 2 年 30 8 4 
第 3 年 法科 30 8 6 
第 3 年 文科 30 8 4 
 
表 22 
予科第二部（理
系） 学年 
全時間数  第一外国語の時間数（英語） 第二外国語の時間数（ドイ
ツ語） 
第 1 年 30 8 5 
第 2 年 30 8 4 
第 3 年 工 33   
第 3 年 理 30 6 4 
第 3 年 農 27~31 6 4 
 
医学部は第一外国語がドイツ語であった。  
 
４．宮城英学校・東華学校  
 
明治 19（1886）年 
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表 23 「私塾開設之義申請」明治 19（1886）年 9 月4  
学年 全時間数 英 語 の 時 間
数 
英語の内容5 
予科１ 19？ 4、2 読本一～三、読方、訳読、会話、書取  
予科 2 22？ 4、2 読本二（第二期以降万有略説）、読方、訳読、会話、
書取、文法、作文  
本科１ 20？ 4、2 米国史（第二期以降読本五）、読方、訳読、翻訳、
会話、書取、文法及作文 
本科 2 20？ 4、2 名家文集、読方、訳読、翻訳、質問、会話、作文  
本科 3 20？ 2、2 名家詩集、読方、訳読、翻訳、質問、会話、作文、
修辞学 
本科４ 19？ 1、3 英文学、英語作文、英語演説  
本科 5 21 2（第三期 3） 英語作文、英語演説  
なぜ 4、2 と書かれているかは不明である。総時間数は「4、2」を計 6 として計算した場
合である。 
 
明治 21（1888）年 
 
表 24 「東華学校規則」明治 21（1888）年 7 月 14 日6 
学年 全時間数  英語の時間数  英語の内容  
予備科 27 5 発音、綴字、読方、会話、書取、習字  
普通科第一年  27 5 綴字、読方、会話、書取 
普通科第二年  27 5 読方、会話、書取、作文 
普通科第三年  28 5 書取、会話、作文、読方、文法  
普通科第四年  27 4 読方、作文、文法、修辞 
普通科第五年  30 3 作文、修辞、英文  
 
明治 23（1890）年 
「学校 官立学校 県立学校 私立学校」明治廿四年 2-0016 
 
「東華学校規則」明治 23（1890）年 1 月（変更前）  
                                                   
4 宮城県教育委員会 1979: 449-454. 
5 予科 1 年は 1 学期に読本一、2 学期に読本二、3 学期に読本三とある。しかし予科 2 年 1
学期には確かに読本二とある。二つの読本シリーズを用いたか、コピーミスか、不明であ
る。 
6 宮城県教育委員会 1979: 485-6.   
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表 25 
学年 総時間数 英語時間数  英語の内容  
予科 1年 27 0  
  7 訳解、習字  
予科 2年 30 5 発音、綴字、読方、会話、書取、習字  
  5 訳解 
本科 1年 30 5 綴字、読方、会話、書取 
  6 訳解、文法  
本科 2年 30 5 読方、会話、書取、作文 
  5 訳解、文法  
本科 3年 31 5 書取、会話、作文、読方、文法  
  4 訳解 
本科 4年 29 5 読方、作文、文法、修辞 
  3 訳解 
本科 5年 28 3 作文、修辞、英文  
  2 訳解 
 
表 26 「東華学校規則」明治 23（1890）年 1 月（変更後）  
学年 総時間数 英語時間数  英語の内容  
予科 1年 29 5 読方、訳解  
予科 2年 34 10 読方、訳解、書取、綴文 
本科 1年 33 9 読方、講読、書取、会話、作文  
本科 2年 33 9 読方、講読、書取、会話、作文、語
論 
[注：第 3・4・5 年は変更なし］  
 
明治 24（1891）年 
「東華学校規則」明治 24 年 5 月 
ｐ.21-22 英語 DeForest, W.W. Curtiss, W.L. Curtiss、ドイツ語 M.H. Meyer 
表 27 
学年 総時間数 英語時間数  英語の内容  
予科 1年 31 7 読方、訳解  
予科 2年 33 10 読方、訳解、書取、綴文 
本科 1年 32 9 読方、講読、書取、会話、作文  
本科 2年 32 9 読方、講読、書取、会話、作文、語論  
本科 3年 30 9 読方、講読、書取、作文、文法  
本科 4年 28 8 読方、講読、作文、文法 
本科 5年 27 5 読方、講読、作文、修辞 
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５．東北神学校・東北学院  
 
明治 24（1891）年 
「東北学院設立認可申請書類」7 明治 24（1891）年 7 月 
 
表 28 
予科一年 秋期 発音、読法、綴字、 
書取、習字、訳読 
 冬期 同上 
 春季 発音、書取、綴字、 
読法、訳読 
予科二年 秋期 読法、書取、会話、 
訳読、英文法 
 冬期 読法、書取、会話、  
訳読、英作文、 
英文法 
 春季 読法、会話、作文、 
訳読、英文法 
 
表 29 
本科 1 年 
 
秋期 読法、書取、会話、作文、 
訳読、英文法 
 冬期 同上 
 春季 作文、会話、英文法、 
訳読ヘスチング  
本科 2 年 秋期 英文法、訳読、修辞、作文 
 冬期 同上 
 春季 修辞、作文 
本科 3 年 秋期 修辞、作文 
 冬期 英文学 
 春季 同上 
本科 4 年と神学部（計 3 年）には英語はなかった。  
予科と本科を合わせ聖書の教科は神学部志願者以外、任意であった。 
 
 
                                                   
7 東北学院百年史編集委員会 1990: 41-58. 
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明治 25（1892）年8 
 
表 30 
 総時間数 英 語 時 間
数 
英語の内容  
予科 1年 27 10 訳読、綴字、発音、習字 
予科 2年 25 9 訳読、綴方、書取、発音 
予科 3年 23 8 訳読、文法、綴方、書取、作
文 
本科 1年 24 8 訳読、文法、会話、作文 
本科 2年 20 4 修辞、作文、英文学  
本科 3年 20 3 英文学史 
本科 4年 21 1 高等英文学（詩歌之類） 
さらに聖書は 1 時間、ドイツ語は 2~3 時間、ギリシャ語 2 時間、ラテン語 2 時間、フラン
ス語 3 時間であった。  
 
明治 26（1893）年9 
 
表 31 
 総時間数 英 語 時 間
数 
英語の内容  
予科 1 年 27 10 訳読、綴字、発音、習字 
予科 2 年 25 9 訳読、読方、書取、発音 
予科 3 年 23 8 訳読、文法、読方、書取、作
文 
本科 1 年 24 8 訳読、文法、会話、作文 
本科 2 年 20 4 修辞、作文、英文学  
本科 3 年 20 4 英文学史 
本科 4 年 20 1 高等英文学（詩歌之類） 
 
明治 28（1895）年 
明治 28（1895）年 3 月にはさらに 2 年間の文学専修科が新設された。10 予科と本科を合
わせて 7 年から 5 年に減らした。  
                                                   
8 東北学院百年史編集委員会 1990: 63-39. 
9 東北学院百年史編集委員会 1990: 74-76. 
10 東北学院百年史編集委員会（1990 資料編）p. 87-9. 
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表 32 
 総時間数 英語時間数  
1 年 27 9 
2 年 27 8 
3 年 25 8 
4 年 26 8 
5 年 26 7 (3 学期 6) 
 
６．宮城女学校  
 
明治 19（1886）年 
「学校 私立学校 宮城県」 自明治十九年至同廿年 明治 20 年 2-0060 
「私立学校開設申請」宮城女学校  
 
表 33 
 「英文学」の内容・第一期 第二期 第三期 
予科 3年 ○11読、訳読、習字、書取、
文法、地理  
同左 同左 
本科 1年 作文、習字、会話、合衆国
史、言語○○○   
同左 作文、習字、会話、言
語○○○、英国史  
本科 2年 作文、修辞、英国史  作文、修辞、万国史  文法、修辞  
本科 3年 万国史、文法、修辞  英詩、文明史  英詩抄読 
本科 4年 英詩抄読 同左 復習 
 
予科第 1・2 年の課程は欠落されている。  
英文学以外は和漢文学、算術、雑科（唱歌、裁縫、体操、画学など）、聖書  
 
 
 
 
 
 
                                                   
11 ○は判読不可箇所。  
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明治 23（1890）年 
表 34 「宮城女学校規則変更認可願」12 
 総時間数 英語時間数  英語の授業の内容  
予科 1年 30 5 発音・講読・会話  
予科 2年 30 5 講読・作文・会話・綴字 
予科 3年 30 7 講読・書取・文法・会話 
本科 1年 30 7 講読・書取・文法・会話 
本科 2年 30 5 修辞学・文章・讃文  
本科 3年 30 5 文章・詩・心理学  
本科 4年 30 5 心理学 
 
明治 26（1893）年 
「学校 市町村立学校 私立学校 教育会 報告」明治 26 年 2-0012 
38 号 「宮城女学校規則中更生願」  
「規則」という冊子に年は書かれていないが、表紙から判断すると明治 26（1893）年 7
月 15 日と思われる。  
 
表 35 
学年 英語時間数  英語の内容  
予科 1 5 発音、講読、会話  
予科 2 5 講読、会話、作文、綴字 
予科 3 7 講読、会話、書取、文法 
本科 1 7 同上 
本科 2 5 修辞学、文章、讃文  
本科 3 5 文章、詩、心理学  
本科 4 5 心理学 
 
７．尚絅女学会  
 
明治 30（1897）年までの教育課程の資料が見つからない。参考までに明治 32（1899）年
女学校設置当時の資料を載せる。 
 
 
                                                   
12 宮城学院編 1987: 219. 
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明治 32（1899）年 
表 36 普通科13 
学年 総時間数 英語時間数  英語の内容  
1 33 6 発音、訳読、会話、書取、習字  
2 33 6 同上 
3 32 5 発音、訳読、文法、作文 
4 30 5 発音、訳読、修辞、作文 
 
聖書科も設置されたが、教育課程には英語はなかった。14 
 
８．私塾 
 
宮城英和学校 
 
明治 20（1887）年 
「学校 私立学校 宮城県 自明治十九年至同廿年」 明治 20 年 2-0060 
鈴木光俊「私立英和学校設置願」明治 20（1887）年 3 月 25 日 
学校名：私立宮城英和学校  
「毎級修業ヲ六ヶ月間一周十七時 即
すなわち
一日三時間ノ課程トス」 
 
表 37 
級 総回数 英 語
回数 
英語の内容  
6 17 3 バールンス第一、第二読本、会話、習字  
5 17 3 バールンス第三読本、スヰントン小文法、会話、作文、書取  
4 17 3 バールンス第四読本、スヰントン大文法、会話、作文、習字 
3 17 3 バールンス第五読本、スヰントン大文法、会話、作文  
2 17 3 バールンス第六読本、マンロース、文法、会話、作文  
1 17 3 同上 
 
英語以外は漢学（歴史含）、数学および習字を教授した。  
                                                   
13 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 107-109. 
14 尚絅女学院 100 年史編纂委員会 2002: 109. 
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付録 2 使用教科図書 
 
以下の学校の使用教科図書を示す資料を載せる。 
 
1．官立宮城外国語学校・官立宮城英語学校 
2．県立仙台中学校・宮城中学・宮城県尋常中学校 
3．東北神学校・東北学院 
4．宮城女学校 
5．私塾（宮城英和学校、宮城英学校） 
 
第二高等中学校・第二高等学校、宮城英学校・東華学校、宮城女学校、および尚絅女学会の教科
図書に関する資料が見当たらない。 
 
1．官立宮城外国語学校・官立宮城英語学校 
 
使用された年は定かでない。1 
 
表 1 
科目 教科用図書 
綴字 ウイルソンのスペリング 
習字 スペンセリアンの習字書 
読み方 ウイルソンのリーダー 
文法 カッケンボスの大・小二種の文法 
数学 ロビンソンの著書を用い初等・高等代数学・幾何学・ランド・セービング（測量学）・
三角法 
地理 ミッチェルの大・小地理 
歴史 （上等学年）パーレーの万国史とウースターの万国史 
 
 
 
 
                                                   
1 重久 1951: 372. 
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2．県立仙台中学校・宮城中学校・宮城県尋常中学校 
 
明治 12（1879）年 
「宮城中学校綴 明治十二年」2-0055  
「宮城中学校教則」107号 
 
表 2 
 使用教科図書 
1年目 ウエブストル氏綴字書（「専ら綴字法」「兼て英文字を書取」）、スペンセリヤン習字本 
2年目 前期からブラウン氏小文典で文法の大体、大文典で補う。 
二期からウイルソン氏第一第二読本（読方訳読）。 
その後は第三読本、グードリッチ氏英国史、ウイルソン氏万国史、ウエブストル綴字書・
カウドリー修身訓（書取）。 
3年 教科書の記述なし 
高 等
科 
チャンプル氏近世史（輪読）、カッケンホス修辞書（字句の法）、アンダウーツ米国名家
文鈔、詩文の「奥妙し究めしめ並び英文を作る」 
 
明治 16（1883）年 
「宮城中学校第十年報」明治 16年 2-0016  
「教科用図書各級配当表」 
 
 表 3 
学年 教科書 
1 ウエボストル氏綴字書、バルンス氏第一第二読本、英和通語 
2 バルンス氏第三読本、朱氏会話編一巻、作文 
3 バルンス氏第四読本、朱氏会話編二巻、作文、クッケンボス氏小文法書 
4 マッコーレー氏オートンヘースチングズ、マッコーレー氏ライフオフクライブ、ブ
ラウン氏会話書、作文、翻訳 
5 アンターウーツ氏アメリカンリテラチュアル、ブラウン氏会話書、作文、翻訳 
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明治 20（1887）年 5月 4日2 
「県庁伺御指令書 宮城県尋常中学校」明治 20年 2-0049 
 
バルンス 読本（New National Reader） 
英和通語 松本孝輔 著（明治 18（1885）年 10月出版） 
朱氏会話編 吉田信夫 訳（明治 18（1885）年 9月出版） 
文法書 大小 クエッケンボス著 
フレデリック ゼ グレート マコーレー著 “Frederic the Great” 
ライフ オフ クライブ マコーレー著 “Sir John Malcolm’s Life of Lord Clive” 
オーレンヘスチング マコーレー著 “Warren Hastings” 
ハラム コンスチチュショナール ヒストリー マコーレー著  “Hallam’s Constitutional 
History: An Essay” 
ベルハストアドレス チンダル著 John Tyndal “The Belfast Address” 
セルフ ヘルプ スマイルス著 Samuel Smiles “Self-Help” 
アメリカン リテラチュール アンダーウーヅ著 
 
明治 25（1892）年  
「学校 官立学校 県立学校」明治 25年 2-0020  
「教科書名上申」34号  
 
表 4 
年級 使用教科図書 
3 ロングマン読本第 2・3、ナショナル（バルンス）リーダー第 2・33、バーター英語会話 
2 スヰントン小文典、ロングマン読本第 4、ナショナルリーダー第 4 
1 スヰントン大文典、ロングマン読本第 5、ナショナルリーダー第 5 
 
                                                   
2 マコーレーとは Thomas Babington Macaulayのことである。図書の原題は川戸（1993）を参
照。 
3 精密には『ナショナル・リーダー』は John Pierpontが 1827年に書いた教科書で、バルンス
（Charles Barnes）が書いたのは『ニュー・ナショナル』（1883-84（明治 16-17）年）である。
しかし、明治時代には『ニュー・ナショナル』を『ナショナル』と呼ぶ傾向があったようなので、
ここでは原書のまま記述することにした。 
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3．東北神学校・東北学院 
 
明治 24（1891）年 
「学校 官立学校 県立学校 私立学校」明治廿四年 2-0016 
東北学院 「私立学校設置願」4 
 
利用図書目録 
外国人著：天文学、物理学、地文学、生理学、科学書、動物学、植物学、算術、代数、幾何、道
徳、経済、倫理学 
文部省会話読本 第一、第二、第三（14部ずつ）、第四（16部） 
ロングマン第三読本  （13部） 
ショウ氏英国文学史 
ゼボン氏倫理学 
ラベーロン氏ヒストリカル アットラス 
デクソン文法書   （9部） 
ワーレン ヘスチングス 
クワッケンボス氏小米国史 
スウヰントン氏万国史 
ニューナショナル第四読本 （12部） 
ユニオン第二読本  （15部） 
シル氏イングリッシュ エキザサイス（1部） 
ノックス氏初等文典  （1部） 
ケロッグ氏修辞学  （11部） 
ケロッグ氏英国文学  （17部） 
ケロッグ文法書   （17部） 
ケロッグ健全学 
ワイカッフ英作文書  （15部） 
マコツ氏 コクニチーブプーアル（6部）、モーチーブパール（6部） 
                                                   
4 東北学院百年史編集委員会 1990: 55に活字版がある． 
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4．宮城女学校 
 
明治 20（1887）年 
ポールボーが明治 20（1887）年 1 月 19 日に書いた手紙に、授業で（Swinton） First Reader
を用いたと書かれている。5 
 
5．私塾（宮城英和学校） 
 
明治 20（1887）年 
「学校 私立学校 宮城県」 自明治十九年至同廿年 20年 2-0060 
 
鈴木光俊「私立英和学校設置願」 明治 20年 3月 25日 
学校名：私立宮城英和学校 
 
 表 5 
級 教科用書 
6 バールンス第一、第二読本 
5 バールンス第三読本、スヰントン小文法 
4 バールンス第四読本、スヰントン大文法 
3 バールンス第五読本、スヰントン大文法 
2 バールンス第六読本、マンロース 
1 同上 
 
                                                   
5 宮城学院編 1987: 189. 
111 
 
付録 3 宮城県の外国人英語教師、明治 7（1874）年～明治 30（1897）年 
 
学校名 氏名 Name 国籍 
就任       
和歴 
退任      
和歴 
就任            
西暦 
退任    
西暦 
担当
教科 
その他 
宮城英語
学校 
フェスフ
ェルド 
G. Fesefeld 独 
明治
7.11 
明治
8.11 
1874 1885     
宮城英語
学校、仙
台中学校 
チャール
ス ・ エ
ル・グー
ルド 
W. Charles 
L. Gould 
米 明治 8.6 
明治
13.7 
1875 1880 
英語       
数学 
Marietta 
College, 鉄道
出身。 
宮城英語
学校 
ヘ ン リ
ー・リッ
ドル 
Henry 
Liddel 
英 
明 治
8.11 
明 治
9.11 
1875 1876     
宮城英語
学校 
ペンニー
夫人 
MA Penny   
明治
9.12 
明治
10.2 
1876 1877     
宮城英語
学校 
ペンニー 
George J 
Penny 
英 
明 治
9.11 
明 治
10.7 
1876 1877     
宮城県尋
常中学校 
シュヴァ
ルツ 
Herbert 
Woodsworth 
Schwartz 
米 
明 治
18.10 
明 治
21.3 
1885.1 1888.3   
メソジスト宣教
師。1884-1916
在日。Syracuse 
University 
MD。青山学院
でも勤務。 
宮城県尋
常中学校 
GE グレ
ゴリ 
George 
Elliot 
Gregory 
英 
明 治
25.4 
明 治
26.3 
1892.4 1893.3     
宮城県尋
常中学校 
ウイリヤ
ム・ヘン
リー・ス
ミス 
  英 
明 治
26.5 
明 治
26.1
2 
1893.5 
1893. 
12 
    
第二高等
学校 
フラン
ク・W・
ハーレル 
Frank W 
Harrell 
米 明治 21 
明治
22 
1888  1889    
Maryland 
University 
MD. 元米国聖
公会宣教師。 
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学校名 氏名 Name 国籍 
就任       
和歴 
退任      
和歴 
就任            
西暦 
退任    
西暦 
担当
教科 
その他 
第二高等
学校 
シ、メリ
ウエザー 
  米 明治 22 
明治
25 
1889  1892      
第二高等
学校 
モーリ
ス・エデ
ン・ポー
ル 
Maurice 
Eden Paul 
英 明治 25 
明治
27 
1892  1894  
英 語         
ラ テ
ン語 
ﾌﾞﾗｯｾﾙｽ大学、
MD 
第二高等
学校 
ウエスレ
ー・ビク 
  英 明治 25 
明治
28 
1892  1895  英語   
第二高等
学校 
ハミルト
ン・シャ
ープ 
  英 明治 27 
明治
28 
1894  1895  英語   
第二高等
学校 
カロザー
ス 
Christopher 
Carrothers 
米 明治 28 
明治
29 
1895  1896  英語 
University of 
Chicago 
Seminary. 広
島英語学校や大
阪英語学校でも
勤務。元長老教
会宣教師。 
第二高等
学校 
ウォルタ
ー デニ
ング 
Walter 
Dening 
英 明治 28 
大正
2 
1895  1913  英語   
第二高等
学校 
ジョン・
ニコルソ
ン・シー
モール 
John 
Nicholson 
Seymour 
英 明治 29 
明治
36 
1896  1903  英語 
Dublin 大学, 
BA(文学), 
B.Medicine 
東華学校 
デフォレ
スト 
John Hyde 
DeForest 
米 明治 19 
明 治
25.3 
1886 1892.3 
英語      
地理 
歴史 
Yale 
東華学校 
オールチ
ン 
George 
Allchin 
米 明治 19 
2 か
月 
1886 1886   
Bangor 
Seminary 
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学校名 氏名 Name 国籍 
就任       
和歴 
退任      
和歴 
就任            
西暦 
退任    
西暦 
担当
教科 
その他 
東華学校 
カーティ
ス 
William 
Willis 
Curtis 
米 
明 治
19.11 
明 治
25.3 
1886.1
1 
1892.3 
英語     
修辞       
英文
学 
シカゴ神学校学
生、Beloit 
東華学校 ホワイト 
Frank 
Newhall 
White 
米 明治 19 
明 治
23 
1886 1890 
英語       
哲学 
Ripon 
東華学校 マイヤー 
Mathilde 
Hermine 
Meyer 
米 明治 20 
明 治
24.7 
1887 1891.7 
英語      
ドイ
ツ語 
Ripon 
東華学校 
W・L・カ
ーティス 
    明治 23 
明 治
25.3 
1890 1892.3 英語   
東北学院 ホイ 
William E. 
Hoy 
米 明治 19 
明治
32 
1886 1899      
東北学院 
デイヴィ
ド・シュ
ネーダー 
David B 
Schneder 
米 
明治
21.1 
  1888 1936    
Franklin and 
Marshall 
College(以下
F&M C）, 
Lancaster 
Seminary (以下
Lan Sem) 
東北学院 
JP モー
ル 
Dr. Jairus 
P. Moore 
米 明治 22 
明治
26 
1889 1893      
東北学院 
ホーイ婦
人 
Mrs. Mary 
Hoy 
米   
明治
24 ま
でに 
  
1891
までに 
    
東北学院 
シュネー
ダー婦人 
Mrs. 
Schneder 
米   
明治
24 ま
でに 
  
1892
までに 
    
東北学院 
ヘンリー
K ミラル 
Henry K 
Miller 
米 明治 25 
明治
41 
1892  1908      
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学校名 氏名 Name 国籍 
就任       
和歴 
退任      
和歴 
就任            
西暦 
退任    
西暦 
担当
教科 
その他 
東北学院 ノッス 
Christopher 
Noss 
米 明治 29 
明治
36 
1896  1903    
F&M C, Lan 
Sem 
東北学院 
ポール・
ラムバル
ト・ゲル
ハルト 
Paul L 
Gerhard 
米 明治 30 
昭和
14 
1897  1939    F&M C 
宮城学院 
メ ア リ
ー・B・
オールト 
Mary Ault 米 
明治
19.9 
明治
21.6 
1886.9 1888.6 
英語     
聖書 
Keystone State 
Normal School 
宮城学院 
エリザベ
ス・R・
プールボ
ー 
Elizabeth 
Poorbaugh 
米 
明治
19.9 
明治
26.3 
1886.9 1893.3 
英語     
聖書 
York High 
School 
宮城学院 
エマ・F・
プールボ
ー 
Emma 
Poorbaugh 
米 
明治
19.9 
明治
26.5 
1888.9 1893.5 
英語     
聖書 
Berlin (PA) 
High School 
宮城学院 
M・C・ハ
ロウェル 
Mary C 
Hollowell 
米 
明治
24.9 
明治
31.7 
1891.9 1898.7 
英語         
音楽 
Wilson College 
宮城学院 
ジャイラ
ス・P・モ
ール 
Dr. Jairus 
P. Moore 
米 
明治
26.4 
明治
27.8 
1893.4 1894.8 
英語         
聖書 
F&M C, 
Heidelberg 
Theological 
Seminary 
宮城学院 
アニー・
M・モー
ル 
Annie M 
Moore 
米 
明治
26.9 
明治
27.7 
1893.9 1894.7 
英語      
聖書 
  
宮城学院 
レナ・ズ
ーフル 
Lena 
Zurfluh 
スイ
ス 
明治
27.9 
明治
41.7 
1894.9 1908.7 聖書 
Heidelburg 
College 
宮城学院 
リリー・
M・ロー
ルボー 
Lillie M 
Rohrbaugh 
米 
明治
30.9 
明治
33.3 
1897.9 1900.3 英語 
Heidelburg 
College 
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学校名 氏名 Name 国籍 
就任       
和歴 
退任      
和歴 
就任            
西暦 
退任    
西暦 
担当
教科 
その他 
尚絅女学
会 
ブラウン 
Harriet 
Browne 
米 明治 19 
明治
22 
1886 1889 
家 塾
生 の
教育 
  
尚絅女学
会 
ファイフ 
Nellie E. 
Fife 
米 明治 20 
明治
24.7 
1887 1891 
家 塾
生 の
教育 
  
尚絅女学
会 
ミード 
Lavinia 
Mead 
米 明治 23 
明治
35 
1890 1902 
聖 書
（ 寮
生） 
  
尚絅女学
会 
フィリッ
プス 
L. Adele 
Phillips 
米 明治 23 
明治
24.7 
1890 1891 
家 塾
生 の
教育 
  
尚絅女学
会 
ブゼル 
Annie S 
Buzzell 
米 明治 25 
大正
8 
1892 1919 
英 語   
家 政    
聖 書  
等々 
  
私塾 ジョンズ 
Ephriam 
Jones 
米 明治 17 
明治
38 
1884 1905     
私塾 ハルシー R. L. Halsey 米 明治 21 
明治
23 年 
1888 1890     
 
